
遺物出土状況　土師器片39点（嚢），須恵器片1点　捧上　縄文土器片1点，陶器片5点が出土している。95は

北西コーナー床面，96はP9の覆土中から出土している。

所凰　本跡は耕作による削平のため残存状態は悪いが，時期は出土土器から8世紀中頃と考えられる。

第閥図　第姐号住居跡出土遺物実測図

第根号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

：二l‾．＿　＿＿　＿l t＿　＿　二二三　＿　′

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

95 土　師　器 磐 ［11．4］ （4．0） － 砂粒 にぷい橙 普通日縁部桟ナデ 北西コーナー床面 5％

96 土　師　器 婆 ［20．1］ （10．3） … 雲母・長石・石英 橙 普通休部外面ナデ，内面へラナデP 9覆土中 5％

第報償億腰儲つ第1506151図）

位置　調査区東部，り8e8区の緩斜面部に立地し，これより南方向は小谷となるため住居跡の存在は確認され

ていない。、，北西には第寸日月主居跡が位置している。、

重複関係　竜手前を第（汀号口先，南東コーナーを第68号十坑にそれぞれ捕り込まれている。

規模と形状　長軸3．5m　短軸ammの長方形で，主軸はN－330－Wである。壁高は　～飢cmで　各壁はほぼ

直立している。

床　ほぼ平坦でタ　中央部から南西部がよく踏み固められ，壁溝は南東コーナーを除き周回している。

竃　北西壁中央部に付設され，砂質粘土で構築されている。第67号土坑に掘り込まれているため規模を明確に

することができないが，確認された焚日から煙道部までの最大長は57cm，両袖部幅は13触mで　天井部は崩

落している。第2層は燃焼部に堆積した焼土層で，煙道部は壁外へ謂cm延び　火床面から緩やかに立ち上が

っているこ

竃土層解説

1　暗　褐　色　焼士ブロック多量，砂粒少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　赤愛した砂粒中量

3　褐　　　色　砂粒多量，焼土粒子・粘土粒子少量

6　にぷい褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子少量

7　暗　褐　色　砂粒中量，ローム粒子や焼土ブロック・炭化

物・粘土粒子少量
4　褐　　　色　焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒少量　　　　　　8　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　褐　　　色　焼士粒子。炭化粒子少量

ぽッ睦　4か所。Plは深さ13cmで南壁中央部寄りに位置するため，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P2～4は性格不明である。
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覆土　3層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少墓，焼土粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック中呈，砂粒少量，焼土ブロック微量

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　；　　　！

3　暗褐色　ロームブロック・砂粒中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片65点（杯1，高杯3，嚢61），須恵器片37点（杯32，高台付杯3，蓋2），縄文土器片

1点，土師質土器片1点，陶器片3点，石製晶1点（砥石），鉄製品2点（手鎌1，刀子1）が出土している。

97はP2の覆土中，98・Q13は竃左袖部脇の北西壁際床面，M17は北西コーナー寄りの壁溝からそれぞれ出土

している。99・100は中央部から東壁寄りの下層から床面にかけて出土，M16はP3の上層から出土し，99の底

部には「寺カ」と墨書されている。

所見　時期は出土土器から8世紀後半と考えられ，「寺ヵ」と墨書された土器が出土しているが，周辺部に寺

院の存在した可能性も考えられる。
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第151図　第42号住居跡出土遺物実測図

第42号住居跡出土遺物観察表

＼　　　＿［‾、＝タ
99

妄

』雲〒ヲ‾

［

し二二＝丁
［

暫　　M17

10cm

l　　　；　　　」

番号種　別 器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

97須　恵　器 杯 ［128］4．2 7．1雲母・長石・石英灰白普通休部ロタロ攻形，底部多方向のヘラ削りP2覆土中 40％，PL23

98須　恵　器 土不 ［14．4］4．5 ［8．8］雲母・長石・石英 灰 普通体部ロタロ成形底部多方向のへラ削り北西壁際床面 20％

99須　恵　器 珂・ （1．1）7．9 雲母・長石 黄灰普通底部多方向のヘラ削り 中央部床面 舶鋸「寺山0％

100須　恵　器高台付杯［17．4］6．9 ［12，7］長石・石英 灰 普通高台貼り付け胤ロクロナデ 中央部床面 20％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　さ 材　質 特　徴 出土位置 備　考

Q13砥　　　石9．0 8．1 4．9 386．0 凝灰岩 上端郎・下端部欠捌吏用面3面底面管状研磨痕北西壁際床面 PL36

番号器　種長　さ幅 厚　さ重　さ 材　質 特　徴 出土位置 備　考

M16手　　　鎌 10．2 1．9 0．8 10．2 鉄 孔径2．1，刃部7．6 P3上層 PL38

番号器　種長　さ幅厚・さ重　さ材　質 特　徴 出土位置 備　考

M17刀　　　子（3．9）0．9 0．3 （2．6） 鉄 茎部欠損，切先哲曲 北西コーナー壁溝
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第46号住居跡（第152～155図）

位置　調査区東部，D8b3区の媛斜面部に立地し，南西には第45号住居跡が位置している。

規模と形状　北東コーナーが調査区域外に延びているため全体の形状を明確にすることができなかったが，確

認された長軸は2．97m，短軸は2．78mの方形で，主軸は，N－1220－Wである。壁高は12～27cmで，各壁は直

立している。

床　ほぼ平坦で，出入ロピットから竃周辺部までよく踏み固められ，壁溝が周回している。

葛　西壁中央部に付設され，砂質粘土とロームで構築されている。焚口から煙道部までの最大長は72cm，両

袖部幅は114cmで，天井部は遺存していない。第1～7層は燃焼部に堆積した焼土ブロックを多く含む層で，

煙道部は壁外へ32cm延び，火床面から緩やかに立ち上がっている。

竃土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　　　色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子

微量

3　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒子

微墓

5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒子

微量

6　暗　褐　色　ロームブロック・焼二1二ブロック少量，炭化粒子微量

7　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量

＿旦14．6m

‾『亭」
第152図　第46号住居跡実測図

2m

8　極　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

9　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量

10　褐　　　　色　ロームブロック・焼土ブロック中量

11暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量

12　暗　赤　褐　色　ロームブロック・砂粒中量，粘土粒子少量

13　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量

14　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒中量，粘土粒子少量

15　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘土粒子・砂粒少量

16　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，砂粒少量
17　暗　褐　色　ローム粒子中量

18　褐　　　　色　ロームブロック多墓

！　　　；　　　！
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第153図　第46号住居跡出土遺物実測図（1）
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10cm

⊆二二一→二二∃

第154図　第46号住居跡出土遺物実測図（2）
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第155図　第46号住居跡出土遺物実測図（3）

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

ピット　2か所。Plは深さ34cmで，東壁中央部寄りに位置することから出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。P2は深さ35cmで性格は不明である。

覆土　4層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック中童，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　3　暗褐色　ロームブロック中量

2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　4　暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片157点（高杯3，嚢154），須恵器片78点（杯41，担ね鉢2，蓋1，嚢33，甑1），縄文

土器片1点，鉄製品1点（刀子）が出土している。106－119・TP6～8は中央部から北壁際の覆土下層及び

床面にかけて散在した状態で出土し，M18は中央部床面からの出土である。また，112・114・116は墨書土器

で，112・114の底面には朱墨で「十カ」と墨書されている。

所見　本跡は同時期の住居跡中，唯一南西壁に竃が付設されている住居である。下層から床面にかけて出土し

た土器は器形全体を残すものが少なく，出土位置が中央部から北壁際に集中し，住居廃絶後に投棄されたもの

で，時期は出土土器から8世紀中頃と考えられる。

第46号住居跡出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 ． 底径 胎　 上 色　 調 焼成 手法の特徴 山士位置 備　 考

106 土　 師　 器 藍 ［2 1．0］ （6．3） － 雲母・長石・石英 浅貞橙 普通 「1露掴 ナデ．体部内・外面ナデ 中央部床面 5％

107 土　 師　 器 兜 ［2 1，6］ （10．5） 雲母・長石 浅黄橙 普通 楯 桶へラナデ．桶 ナデ．給干責み痕 中央部床面 5％

108 上　 師　 器 整 ［22．8］ （10．0） 長石・石英 にぷい赤褐 普通 休部外面ナデ，内面へラナデ・指頭痕 中央部中～下層 15％
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番号 種　 別 器　 神 日経 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

109 土　 師　 器 淳匪瓦 … （19．3） … 雲母・長石・石英 にぷい橙 普通 体継両雄ナデト欄へラ磨き融 へラナデ 中央部床面 40％

＝0 土　 師　 器 鹿瓦 － （23．5） 10．0 石英・赤色粒子 にぷい褐 普通 舶楠 雄ナデ朝 へラ離融 ナデ 北壁際下層 40％

111 須　 恵　 器 杯 ［13．8］ 3．3 8．0 長石・石英 灰白 普通 舶下餉転へラ削建部多方向のヘラ齢 竃内 ・中央部床面 40％

112 須　 恵　 器 杯 ［13．7］ 3．7 8．8 黄灰 良好 榔 ド射摘回転へラ帥 中央部床面 底部朱墨 廿 ヵ」

113 須　 恵　 器 杯 ［12．9］ 3．8 8．2 にぷい黄橙 不良 体雛鮮持ちへラ削蟻許多方向のヘラ帥 竃内 ・竃手前床面 60％，PL 23

114 須　 恵　 器 杯 ［14．0］ 3．6 9．0 雲母・長石 灰自 普通 体酎端摘ちヘラ削蟻部多周のヘラ粧 中央部床面 底部朱墨廿ヵ∴PL23

115 須　 恵　 器 杯 ［13．8］ 3．8 8．8 長石・石英 灰 普通 舶多加のヘラ緋 中央部床面 60％

116 須　 恵　 器 杯 ［14．2］ 3．8 8．6 雲母・長石 灰 普通 舶多方向のヘラ腑 竃手前下層 郎瞳書「［コ」，PL23

117 須　 恵　 器 提　 ね　 鉢 ［14．6］ 8．2 8．0 く 灰褐 普通 体郎ク璃礪 許多加のヘラ抽 竃手前下層 40％，PL2 3

118 須　 恵　 器 襲 19．9 （10．4） － 長石 灰 普通 禍摘離噂研 きJ摘ナチ縮減 竃内 ・南西壁下層 25％

119 須　 恵　 器 聾 … （17．2） 17．8 雲母・長石 灰オリーブ 普通 僻腑軒研き，下端へラ削摘離て具痕 中央部床面 20％

T P 6 須　 恵　 器 甑 － （16．2） … く 普通 体紳輔位の平研き，［璃凱摘ナデ 竃手前下層 20％

T P 7 須　 恵　 器 甑 － （13．9） － 長イ圭石英 灰 普通 僻路面酢の平榊舶 酎戸綿痛 中央部下層 20％

TP 8 須　 恵　 器 婆 － － － 長石 灰オリーブ 普通 禍外相位の平研き而 同心醐当て具痕 中央部下層 10％

番号 器　 種 全　 長 刀身長　 身　 幅 茎　 長 重　 さ 廿　 質 特　 徴 出士位置 備　 考

M 18 刀　　　 子 （18．7） （10．6）　　 0．4 8．1 （2ユ．3） 鉄 切先欠損，茎部木質残存 中央部床面 PL3 9

第磯ヲ考健贋跡（第156～且58回）

位置　調査区東独D7cO区の緩斜面部に立地し，南西には第1～4号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　北部で第媚号住居跡を掘　込み　中央部を第69号士坑，東壁寄りを第70号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　撹乱のため全体の形状を明確にすることができなかったが，確認された長軸は6調m，短軸は

4・51mで，北コーナーと南東コーナーが直角に曲がっているため方形または長方形と考えられる。主軸はN－

210－Wで，壁高は40～50cmで，各壁は直立している。

床　ほぼ平坦でタ床面全体がよく踏み固められ，壁溝が周回している。また北コーナー床面には焼土が確認さ

れた。

焼豊　北コーナー部床面に厚さ4～6cmの焼士が確認されているがタ　火災に遭遇したものと考えられる。

焼土土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子0粘土粒子少鼠砂粒微量　5　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物多鼠粘土粒子中量，砂粒少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック中亀粘土粒子少量，6　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・粘土粒子中量，砂粒
砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック多乳ローム粒子一粘土粒子少鼠砂粒微量　7　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・粘土粒子中鼠炭化
4　暗赤褐色　焼土ブロック多鼠粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量　　　　　　物・砂粒少量

竃　北壁中央部に付設され，砂質粘土とロームで構築されている。焚日から煙道部までの最大長は134cm，両

袖部幅は130cmである。第1の28層は天井部及び天井部の崩落層，第2～15層は燃焼部に堆積した焼土層で，

煙道部は壁外へ28cm延び，火床商から緩やかに立ち上がっている。
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第156図　第47号住居跡実測図（1）
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第157図　第47号住居跡実測図（2）

竃土屑解説

1黒　褐　色　壌土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・

粘土粒子・砂粒少遠

2　灰

3　暗

4　暗

5　暗

6　暗

7　暗

褐
赤褐
赤褐
赤褐
赤褐
赤禍

色

色

色

色

色

色

8　灰　褐　色

9　黒　褐　色

10　褐　　　　色

11暗　赤　褐　色

12　暗　赤　褐　色

13　暗　赤　褐　色

14　暗　赤　褐　色

15　灰　赤　色

焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量

焼土ブロック多量，赤変した砂粒中量
焼上ブロック・粘土粒子・砂粒中量

粘土粒子多量，焼土ブロック中量，砂粒少量
焼土ブロック・炭化物・粘土粒子中量，砂粒少景

焼土ブロック・砂粒・灰中量，炭化粒子・粘土粒

子少量

粘土粒子多量，焼土ブロック・砂粒中塩

焼土ブロック中呈，砂粒少量

粘土粒子多量，焼土ブロック少量，砂粒微量

焼土ブロック・炭化物・粘土粒子中量，砂粒少逼

焼土ブロック中壷，粘土粒子・砂粒少遺

粘土ブロック多量，焼土ブロック少量

焼土ブロック多量，砂粒中鼠　粘土粒子少量

焼土ブロック・粘土粒子多量，尿中墓，砂粒少量

16　暗　赤褐　色　焼土ブロック・粘土粒子多量，砂粒中量，ローム

粒子少量

17　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多鼠　焼土ブロック少量

18　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒多量

19　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

20　にぷい黄褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量

21褐　　　　色　粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒少量

22　褐　　　　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

23　褐　　　　色　焼土粒子中量．粘土粒子・砂粒少呈，ロームブロ
ック・炭化粒子微量

24　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子中鼠　炭化粒子・粘土
粒子・砂粒少量

25　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック中量

26　暗　赤褐　色　焼土粒子多量

27　暗　赤褐　色　焼土ブロック多量

28　暗　赤　褐　色　粘土粒子多鼠　砂粒中墓

ピット12か所。Pl～3は深さ28－53cmで主柱穴である。P4－6は南壁中央部寄りに位置し，いずれも竃

から直線上に並ぶことから出入り口施設として使用されていたと考えられ，時間差を想定することができる。

P8は深さ16cmで性格は不明である。P9～12は深さは12～24cmで東壁沿いに並んで位置することから壁柱穴

と考えられる。

覆土11層に分層され，覆土中にロームブロック，焼土，炭化物を多く含み，焼失時の埋め戻しを示した人為

堆積と考えられる。また，北コーナー掘り方に焼土，粘土粒子，砂粒など竃内部から掻き出されたと考えられ

る覆土が多量に検出され，床の埋め替えが考えられる。

土屑解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

3　黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少最

4　黒褐色　ロームブロック中巌

5　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量

6　黒褐色　ロームブロック中屋，焼土ブロック・炭化物少量

北コーナ掘り方土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック多量，粘土粒子中量，砂粒少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，粘土粒子少量，砂粒微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒微量

7　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

8　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック多量，炭化物少呈

9　黒褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量

10　黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

11褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒少量

5　暗褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量

遣物出土状況　土師器片783点（杯61，高杯8，嚢713，台付棄1），須恵器片375点（杯260，高台付杯2，盤

3，蓋13，円面硯カ1，嚢96），縄文土器片2点，陶器片2点，鉄製品1点（不明），礫5点が出土している。

M19は南壁寄りの床面，120・122は北壁寄りの下層及び床面から出土している。また，121・123～125・TP9
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は覆土上層から下層にかけての出土である。本跡は，覆土中層から下層にかけての出土が多量であった。

所見　本跡は焼土などから焼失住居と考えられる。時期は出土土器から8世紀後半で，同時期の住居跡の中で

は最大規模であり，本跡の南西方向には主軸方向をほぼ同じくする第1～4号掘立柱建物跡が確認されている

ため，8世紀後半の集落では中心的存在であったと考えられる。

∴二＿

第158匡l　第47号住居跡出土遺物実測図

第47号住居跡出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

120 土　 師　 器 襲 ［19．2］ （8．0） 雲母・長石・石英 にぷい橙 普通 献納・外面ナデ 北壁寄 り床面 5％

12 1 須　 恵　 器 土不 ［12．8］ （4．3） ［7．0］ 雲母・長石・石英 黄灰 普通 休部下端手持ちへラ紳）屈錮転へラ切り 東壁際中層 30％

122 須　 恵　 器 杯 13．6 4．0 8．2 長石・石英 にぷい黄橙 不良 底部多方向のヘラ削り，下端甜振 北壁寄 り下層 60％，P L 2 4

12 3 須　 恵　 器 盤 ［15，2］ （2．8） － 長石 灰 普通 休部ロクロ成形高台附渦け痕 南壁寄 り中層 40％

12 4 須　 恵　 器 蓋 ［10．0］ （2．1） 砂粒 灰 良好 天井錮順かクロ成形 東壁際上層 40％

12 5 土　 師　 器 斐 ［19．2］ （4．5） － 雲母・石英 浅黄 普通 休部朴外面ナデ．舶 痕 電手前中～下層 5％

T P 9 須　 恵　 器 要 － － － 長石 灰 良好 平行叩き後へラげ，内面同心円状当て具痕 中央部下層

T P lO 土　 師　 器 整 － （10，6） － 雲母・長石 灰褐 普通 体謝 位の平行叩き，下端へラ削り・内面ナデ覆土中 5％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 材　 質 特　 徴 出土位置 備　 考

M 19 不　　　 明 （12．4） 1．7 1．3 （37．8） 鉄 基部断面楕円形，下端部長方形 南壁寄 り床面
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第57号住居跡（第159図）

位置　調査区西部北側，B4g2区の緩斜面部に立地し，南東には第70号住居跡が位置している。

重複関係　北東部を第3号方形区画溝，中央部を第32号溝，西を柱穴群AのP35にそれぞれ掘り込まれてる。

規模と形状　北東部を第3号方形区画溝に掘り込まれているため全体の形状を明確にすることができないが，

確認された長軸は3．14m，短軸は2．60mであり，方形または長方形と考えられ，主軸は，N－200－Wである。

壁高は40cmで，各壁はやや外傾している。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められ，壁溝が周回している。

ピット　中央部に1か所確認され，深さは40cmで性格は不明である。

④も

JL M21M20　166165

第159図　第57号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　5層に分層きれ、レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である、－

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，廃土粒子微量

4　黒褐色　ロームブロックさ焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出立状況　土師器片91点（餐），須恵器片12点（杯10，広口長頸壷1，嚢1），土師質土器1点，縄文土器

片1点，鉄製品2点（刀子1手鎌日　が出土している。165は逆位の状態で，166は正位の状態でそれぞれ南

西壁寄りの覆土下層から出土し，本跡に伴うものと考えられる。M20e21は覆土上層からの出土で，後世の混

入である。

所見　本跡の時期は，出十上器から8世紀中頃と考えられる、、

第57号住居跡出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

165 土　 師　 器 婆 22．2 （22．0） － 雲母尋討手石英 にぷい橙 普通 体酬胤雄ナデ下位へラ磨き，内面ナデ 商東壁寄 り下層 外嫡 子摘5臥 PL25

166 須　 恵　 器 杯 13．6 4．1 8．2 砂粒 灰白 普通 休部外面多方向のヘラ削り 南東壁寄 り下層 100％，　 PL 25

167 須　 恵　 器 広　 口　 壷 ［17．8］ （4．3） － 砂粒 灰自 良好 ［璃吾睡クE成形 覆土中層 5％

器　 楯 長　 さ 幅 厚　 さ 垂 ．さ
材 質　 ［　 特 徴

出土位置 備　 考

M 20 刀　　　 子
l

（3．3） （1．2） 0．5 は86）
鉄　 i茎部の破片，刃部欠損

博 士上層

番号
器 種 序 さ

幅
厚 さ 巨 L 径

重　 さ 材　 質 特　 徴 出土位置 備　 考

M 2 1
手　 鎌 i 血 6）

1．9
0．2 日 ．4

（10．0 1） 鉄 木質残存，刃部一〟がハがん‘部欠損 覆土上層 P L 39

第閲億健腰跡（第160◎161図）

位置　調査区西部，C4C5区の緩斜面部に立地し，南には第78号住居跡が位置している。

規模と形状　長軸5。10m，短軸5．05mの方形で，主軸はN－80－Wである。壁高は58～72cmでタ　各壁は直立し

ている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められ，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部に付設され，砂質粘土とロームで構築されている。焚日から煙道部までの最大長はH激m　両

袖部幅は108cmである。天井部は遺存しておらず，第4～6層は燃焼部に堆積した焼土ブロックを多く含む層

で，煙道部は壁外へ20cm延び，火床面から外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・砂粒微量

2　褐　　　色　砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

4　赤　褐　色　焼土粒子多量
5　暗赤褐色　粘土ブロック少量，ローム粒子・砂粒微量

6　暗赤褐色　焼士ブロック中量，ローム粒子・砂粒微量

7　褐　　　色　粘土粒子・礫少量，ローム粒子・焼土粒子微量

8　にぷい褐色　粘土粒子少量，赤化した粘土粒子微量

9　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量

10　灰　褐　色　粘土粒子中量，赤化した粘土粒子少量，焼土粒子
微音

11褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量

12　暗赤褐色　焼士粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

13　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

ぽット　6か所。P1－4は深さ47～66cmで主柱穴である。P506は深さ12～13cmで南壁中央部に位置し，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第160図　第70号住居跡実測図

ー204－

l、二∴二‾‾

0　　　　　　　　2m

ト　　l　一一二］

0　　　　　　　　1m

［一　一l　一一一一一一一一」



‾‾三三　二！

195

第161図　第70号住居跡出土遺物実測図
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貯蔵宍　北東コーナーに付設され，長径124cmタ短観04cmの不定形を皇し，10cm程掘り窪められて底面は血

状を皇し，壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中鼠　焼士ブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック。焼土ブロック中量
3　暗褐色　ロームブロック中最，焼士粒子少量

4　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

尊堂14層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
土層解説

1暗褐色　ロームブロック少鼠焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック・廃土粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロックさ粘土粒子少鼠炭化粒子

微量

4　褐　色　ロームブロック中鼠焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子

微量

5　黒褐色　ロームブロックe炭化粒子少量，焼土粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック6焼士粒子少鼠　炭化粒子微量

7　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子0粘土粒子少量，焼士粒子微量

8　黒褐色　ロームブロック少量，焼士粒子・炭化粒子微量

9　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子中鼠廃土粒子・粘土粒子微量
H　暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

12　暗褐色　ロームブロック少鼠焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
13　暗褐色　ローム粒子少量，焼十粒子・粘土粒子微量

14　暗褐色　ローム粒子を炭化粒子少量

遺物出藍状況　土師器片959点（杯73，高塚麟柑4，蓋1，聾831，甑仕須恵器片96点（均鵜高台付杯

17，高盤1，聾3れ土師質土器片26息士製品23点（羽日11，不明12，），鉄製品3点（釘1e鉄10着実力

日，鉄淫弧蕪，石鉄1点が出土している。1940196は貯蔵穴内，M33は西壁寄りの覆土中層，195e198の

且99のM35は中央部及び東壁寄りの覆土中層から床軋197eM34e36は南壁際の覆土中層から床面よりそれぞ

れ出土している。りP22は床面に散在した状態で出土し，DP23◎24及び多量に出土した鉄淳は覆土上層から床

面にかけての出土である。本跡は遺構確認面から遺物が出土し，とくに覆土上層から中層にかけての出土が多

量である。

所農　本跡の床面より出土した遺物はほとんどが破片で，覆土下層に焼士が比較的多く含まれ，住居廃絶後に

焼失した可能性が考えられる。多義に出土した土師器片や須恵器片軋焼土を含む層の上部で出土し，住居廃

絶後に投棄されたものと考えられる。また，鉄淫が40点と非常に多く出土しており，周辺部に鍛冶工房的な施
／

設が存在していた可能性が考えられる。時期は，出土土器から8世紀中頃と考えられる。

第70号住居跡出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

194 土　 師　 器 婆 ［16．3］ （13．8） － 長石 ・石英 明赤褐 普通 休部外面ナデ，内面へラナデ 貯蔵穴内底面 20％

195 土　 師　 器 聾 － （17．0） 8．4 長石 ・石英 にぷい黄橙 普通 休部外面へラ磨き強面ナデ底部木葉痕 覆土中層～床面 20％

196 土　 師　 器 婆 － （3．9） 8．8 長石 ・石英 浅黄橙 普通 体部内・外面ナデ濾部木葉痕 貯蔵穴 5％

19 7 須　 恵　 器 高 台 付 杯 10．4 4．3 7．1 、 灰自 普通 高台貼り付け徽ロクロナデ 南壁際床面 90％，PL 26

198 須　 恵　 器 高 台 付 杯 18．0 （6．0） － 雲母 0長石 灰 普通 ロクロ成形 中央部床面 40％

199 須　 恵　 器 嚢 － （1．3） 20．0 雲母 ・長石 灰 自 普通 休部外面下端へラ削り 中央部床面 10％

T P ＝ 須　 恵　 器 嚢 － （9．5） － 長石 灰黄褐 普通 外面平行叩き，内面同心円状の当て具痕 東壁寄 り床面

番号 器　 種 長　 さ 幅 孔　 径 重　 さ 特　 徴 出土位 置 備　 考

D P 22 羽　　　　 目 （8．8） 6 ．4～ 9 ．2 2．2～ 5．4 （35 9） 表 面へ ラ削 り ・火 熱 を受 け剥 離 覆土 下層 か ら床 面

D P 23 不　　　 明 2 ．4 3．1
－ 7．50 厚 さ 1．0 ，胎土 ・長 石 ・石 英 覆土上 層

D P 24 不　　　 明 6 ．3 2．3 － 11．0 厚 さ 1．2 ，胎土 ・砂粒 覆 土上 層

蒜‾芸 i 器 種
長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 材　 質 特　 徴 出土位置 備　 考

M 33 i不　 明
（6．7） 0．9 0．8 （11．0） 鉄 断面中央部円形 ・端部方形 覆土上層

M 34　鉄　 鉱　 ヵ （8．5j 0．6 0．5 （9．75） 鉄 切先断面扁平，茎部断面方形 覆土下層

M 3 5 i石 突 ヵ
7．8 3．4 1．2 （7 3．2） 鉄 断面攣曲 東壁寄 り中層
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第署8号住居跡（第温62◎163図）

位置　調査区西部，1＿）士17区の、印用吊二立地し．北には第70号f以朋亦が位置している、、・

重複関係　東部から西部にかけて第11吊屈立柱建物跡に，南東壁を柱穴肝BのP．1つこそれぞれ掘り込まれてい

る。

規模と形状　長軸掴4m，短軸射的mの方形で，主軸はN－130－Wである。壁高は40～50cmで，各壁はやや外

傾している。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められ，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部に付設され，砂質粘土とロームで構築されている。焚日から煙道部までの最太長は96cm浮　両

袖部幅は85cmである。第4層はタ　粘土粒子が多量の天井部の崩落層で，第2の　3　の　6層は廃土を多く含む燃

焼部に堆積した層である。煙道部は壁外へ23cm延び，外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　6　暗　赤　褐　色　廃土粒子少量，ローム粒子の粘土粒子微量

2　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子。粘土　　　7　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼士粒子・粘土ブロック微量

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　にぷい赤褐色　焼土粒子や粘土粒子少量，ローム粒子8炭化

3　暗　赤　褐　色　焼I二粒子・炭化粒子少乳　粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　粒子微量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子。焼土粒fふe炭化粒子。粘土粒子　　　9　灰　褐　色　粘土ブロック中鼠　ローム粒子0砂粒微量

少量，粘土ブロック微量　　　　　　　　　　　10　暗　褐　色　ロームブロックを炭化物さ粘土ブロックの砂

5　暗　褐　色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　粒微量

ピット　5か所∴　Pl、∴lは深さ32、L12cnlで主柱穴である：I）5は深さ27cnlで南嘩中央部に位置し，出入りIl

施設に伴うど、ソトと考えられる。また，P2、∴日は第1日月屈立柱建物跡に握り込まれている、

P2～4土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ロームブロック少登

貯蔵穴　北東コーナーに付設きれ，長径76cm．短径70elllの不定形を呈している：20ml程掘り控められ，底面

は血状を皇し，壁は外傾している。また，覆土中に炭化物や粘土粒子が比較的多く含まれ，竃内から掻き出さ

れた灰等で埋め戻した可能性が考えられる。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化材少量，廃土粒子微量　　　　　　3　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック微巌

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量

覆蓋　ユ0層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子e炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロックe焼土粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

4　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　褐　　色　ローム粒子さ炭化粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック少量

8　褐　　色　ローム粒子少量

9　褐　　色　ロームブロック中量

10　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　工師器片219点（林18、高林3．悪198主　須恵器片∴1－（i点（林27，蓋6．悪13主　士師質土器片13

点，土製品2点（不明），鉄淳8点，古銭上蕉（寛永通宝上　磯4点が出土している。238は北東コーナー9

Q67は南西コーナー寄り床面，239は西壁寄りの床面からそれぞれ出土している。240は覆土中層から下層にか

けて出土している。また，鉄淫の1点は貯蔵穴の覆土中からの出土で，その他の鉄淳は覆土上層から中層にか

けて出土し，後世の投棄である。

所見　鉄津が8点出上しており，周辺部に鍛冶l二扇的な施設が存在していた可能性が考えられる」時期は言Il

士土器から8世紀中頃と考えられる。
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第163図　第78号住居跡出土遺物実測図

第78号住居跡出土遺物観察表

L l lOm

番号 種　別 器　種 LJ径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

238 須　恵　器 巧・ 13．6 3．5 8，0 長石・石英 褐灰 普通休部ロクロ成形，底部回転へラ削り 北東コーナー床面 80％，PL27

239 須　恵　器 蓋 13．0 （1．6） 長石・石英 にぷい橙 普通天獅洞転へラ削り後．つまみ接合 西壁寄り床面 90％，PL27

240 須　恵　器
．

［25．7］（10．9） 長石・石英 尿 普通口緑個外面ナデ，体部外面平行叩き覆土中一F層 5％

番号 器　種 長　さ 幅 厚　さ 重　さ 材　質 特　徴 山土位置 備　考

Q67 不　　　 明 7．5 8．9 2．5 209 雲母片岩 断面台形状，擦痕無し 南西コーナー床面 中世ヵ

（2）掘立柱建物跡

当遺跡から掘立柱建物跡6棟を確認した。規模や形状を明確にすることができないものもあるが，第1～3

号掘立柱建物跡は，第25号溝跡や第47号住居跡と主軸方向をほぼ同軸とする8世紀代と考えられる建物跡であ

る。以下，確認された掘立柱建物跡について記載する。

第1号掘立柱建物跡（第164図）

位置　調査区東部，D7g7区の横斜面部に立地し，北西には第2・3号掘立柱建物跡，南西には第25号溝が位

置している。

重複関係　Pl・2・12が第35号住居跡，P3・4・5が第4号掘立柱建物跡をそれぞれ掘り込み，P3の上面

には第3号道路跡が構築されている。
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第164図　第1号掘立柱建物跡出土遺物実測図
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規模と構造　桁行，梁行ともに3間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－240…Wとする南北棟である。規模

は東側部桁行7。14恥　酋側部桁行7．32恥　北側部梁行5。26m，南側部梁行5。36mであり，柱間寸法は東西桁行

2。40mをそれぞれ基調とし，南北の梁行はP586㍉H∵つばの柱間がやや狭くなっているが1．80mを基調とした

ものと考えられる。

櫨究　平面形はPl・2。3が隅丸長方形で9　その他は楕円形を皇し，深さは32～78cmである。柱痕（第1層）

はP9を除く柱穴から確認され，第7。8010～14層が柱を抜いたときに埋め戻された土で，そのほかの層は

埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土や褐色士の埋土で互層をなしているが，強く突き固められてはい

ない。

土層解説（各柱穴共通）

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ロームブロック中量

5　極暗褐色　ロームブロック少量

6　褐　　色　ローム粒子少量

7　極暗褐色　ローム粒子微量

8　褐　　色　ロームブロック中農

9　黒褐色　ローム粒子微量

10　暗褐色　ロームブロック少量

11暗褐色　ロームブロック中量

12　黒褐色　ローム粒子微量

13　黒褐色　ロームブロック微量

14　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出蓋状況　土師器片90点（捧3言郎和ら　愛知），須恵器片4点（棄）タ　縄文土器片3点がPl～306～

漫2の桂抜き取り痘タ　または埋士から出土している。324もP3の柱抜き取り痕の覆土中から出土し撃　混入であ

る、＿・、

所農　本跡は，桁方向を同一にする第2。3号掘立柱建物跡とほぼ同時期に機能していたと想定され，時期は

出土土器から8世紀中頃と考えられる。

第1号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番可 種 別 器 種 巨 磯
器高 底径 胎　 土

［

色 調 i焼成
手法の特徴 腋上位置 備　 考

i
3飢　 須　 恵　 器

婆 ！
（3．0） － 砂粒

舶　 極 適
休部外面横位の平行叩き，内面ナデ P 3覆土中 5％

第2号掘蓋櫨建物跡（第165図）

位置　調査区東部，D7e5区の緩斜面部に立地し，南東には第1号掘立柱建物跡，南西には第25号溝が位置し

ている、、

重複関係　Pl・9・10が第30号住居跡を掘り込み．I）2が第31月甘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－300－Wの南北棟である。規模は桁行

5．＿10Ill，梁行4．48111であり，柱間寸法は桁行1．80111，梁行2．10111をそれぞれ基調としている：．

櫨宍　平面形はP4e5が隅丸長方形で，その他は楕円形を皇し，深さは18～66cmである。柱痕（第1層）は

P203。6e7。8の柱穴から確認され，第5層は柱を抜いたときの埋め戻された士で，そのほかの層は捜

士であり，ローム士を主体とした黒褐色士や暗褐色士で互層をなし，強く突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
1　黒　　色　ロームブロック少量

2　極暗褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量
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第165図　第2号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片66点（杯2，高杯2，器台1，嚢61），須恵器片6点（杯4，整2），鉄淳1点がP1

－4・6～8の柱抜き取り痕，または埋土から出土している。325はP6の埋土，TP12はPlの覆土中からの

出土で，いずれも本跡に伴うものである。
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所見　本跡は，第3号掘立柱建物跡に掘り込まれているが，出土遺物からみて機能していたのはほぼ同時期と

考えられるが，規模を縮小して総柱建物に建て替えられたものと想定される。また，側柱式の構造から穀物類

などを納める倉庫的な建物と考えられ，時期は出土土器から8世紀中頃と考えられる。

第2号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 上 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

325 須　 恵　 器 杯 ［13．2］ （3．0） 砂粒 灰 普通 体かク亡咄形 P 6 埋土中 5％

T P 12 須　 恵　 器 藍 （3．9） － 長石 黄尿 普通 外相 位の半間 き血摘心円状の当てf沌 P l覆土中 5％

第3号掘立柱建物跡（第166図）

位置　調査区東部，D7e5区の緩斜面部に立地し，南東には第1号掘立柱建物跡，南西には第25号溝が位置し

ている。

～
A

」L15．0m

第166図　第3号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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重複関係・P逢050609が第30号住居跡を掘り込み，P3が第2号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁札梁行ともに2間の総柱式の建物跡で，桁行方向をN－24。－Wとする南北棟である。規模

は桁栖・82m，梁行3・9短であり，柱間寸法は桁行2・4m　梁机．舗mをそれぞれ基調としている。

櫨究　平面形は楕円形を皇し，深さは15～6鹿mである。柱痕（酎層）はP469を除く柱穴から確認され，

埋士はローム土を主体とした黒褐色土や暗褐色士で互層をなし，強くは突き固められていない。

土層解説（各柱穴共通）

l　異　　色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム粒子少量

5　窯褐色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出丑状況　土師器尉7点（高塚3，婆1結須恵器片1点（聾），縄文土器片2点がPl～3。587。8

の桂抜き取り痕，または埋士から出土している。TP13はP9の捜土中からの出土で本跡に伴うものである。

所凰　本跡はタ桁方向をほぼ同一にする第「号掘立柱建物跡とほぼ同時期の建物で，総柱式であることから穀

物類の倉として機能していたものと考えられ9第2号掘立柱建物跡からの建て替えが想定される。時期は出土

土器から8世紀中頃と考えられる。

第3号掘立社建物跡出土遺物観察表

l‾…　‖ll‾llll‾…∴‾‥ll‾　‾‾‾llll　‾l「‾l‾‥l‾ll‾‥‾…‾‾‾‾‾‾l…ll…l‾一一1－－‾一一11

二‥…　‥二二　一一　一1－－－　こ‥　∴∴一一　…l‥二　＿㌔　‥∴：二∴＿＿＿＿＿＿こ＿＿＿一二＿＿」＿＿∴二二一一二二＿　＿＿＿＿ご∴　＿＿＿＿一

第磯考掘童櫨建物跡（第167回）

位置　調査区東軋り7g7区の緩斜面部に立地し言ヒ西には第203号掘立柱建物軋南西には第25号溝が位

置している。

重複関係　Plの9が第35号住居跡を掘り込み，P283e4が第1号掘立柱建物跡のP3－5に掘り込まれ，

P2。3の上面には第3号道路跡が構築されている。

規模と構造　確認された構造は桁行3間，梁行2間の側柱式の建物跡であるが，P8の北東側にはPl09に

対応する柱穴があったことが考えられ，本来は桁行3間，梁行2間の総柱式であったと想定される。桁行方向

はタN…260…Wの南北棟であり，規模は桁行が北東側部桁行3・20m，南西側部桁稲。70mで，北東側部が狭い

作りとなっており，梁行は北西側乳南東側部ともに4・80mである。柱間寸法はPle2ゆ60768の桁行

が1880mを基調とし，P2e3の柱間寸法が1・40m，P506の柱間寸法が2．10mで北東側部と南西側部にばらつ

きがみられる。梁行は両妻部ともに2．40mを基調としている。

柱宍　平面形は楕円形を皇し，深さは20～62cmである。柱抜き取り痕（第1層）はP3・5～8弓0から確認

されタ第3層は埋め戻した層で，そのほかの層は埋土であり，ローム士を主体とした黒褐色土や暗褐色士で互

層をなしているが，それほど強く突き固められてはいない。

土層解説（各柱穴共通）

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量

…　214

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　色　ロームブロック中量



遺物出立状況　土師器片5点（嚢）は，P2。3・7の柱抜き取り痕，または埋土から出土しているが，いず

れも本跡に伴うものではない。

所見　本跡は，第1号掘立柱建物跡に掘り込まれていることから8世紀中頃以前の建物であり，総柱式の建物

であるため，倉として機能していたと想定されるが，南東側部の梁行方向が他の柱穴とやや異なることから，

P3e4・5を梁行とし南東方向に延びる建物があったことも想定される。

一＿＿′m－′－ム、く”‾

第瑠6ア図　第4号掘立柱建物跡実測図
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第5号掘立櫨建物跡（第168図）

位置　調査区東部，D7e4区の緩斜面部に立地し，南東には第1号掘立柱建物臥南西には第25号溝が位置し

ている。

規模と構造　北西から南東方向の直線上に柱穴が3か所確認され，南北方向，または東西方向に建物が存在し

一　一215　－



ていた可能性が考えられる。確認された柱穴の軸方向はN－260－Wで，規模は3．30mを測り，柱間寸法は

工50mを基調としている。

2m

L二二．二二」＿二＿．＿＿＿」

第礪図　第5号掘立柱
建物跡実測図
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第相聞　第6号掘立柱
建物跡実測図

柱穴　平面形は楕円形を皇し，深さは24～40cmである。柱穴内の覆土は

柱抜き取り後に埋め戻された土で，柱痕は確認されていない。

土層解説（各柱穴共通）

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片2点（聾）は，P2の覆土中から出土しているが，

本跡に伴わないものである。

所見　本跡は，柱穴を3か所確認しただけで，本来の構造を明確にするこ

とはできなかったが，東方向にほぼ同軸とする第6号掘立柱建物跡が位置

し，本跡のP3と第6号掘立柱建物跡のP2の柱間距離が約6mを測ること

から，本跡と同一の建物の可能性が考えられる。時期は，本跡にともなう

遺物が出土していないことから詳細は不明である。

第6号掘立櫨建物跡（第169図）

位置　調査区東部，D7e5区の緩斜面部に立地し，南東には第1号掘立柱

建物跡，南西には第25号溝が位置している。

規模と構造　北西から南東方向の直線上に柱穴が3か所確認され，南北方

向，または東西方向に建物が存在していた可能性が考えられる。確認され

た柱穴の軸方向はN－270－Wで，規模は3．00mを測り，柱間寸法は1．50m

を基調としている。

柱穴　平面形は楕円形を皇し言栄さ20～30cmである。柱痕（第1層）はP

l～3の柱穴から確認され，そのほかの層は埋土であり，ローム土を主体

とした黒褐色土や暗褐色土が互層をなし，あまり突き固められていない。

土層解説（各柱穴共通）
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　遣物は出土していない。
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所凰　本跡は，柱穴を3か所確認しただけで，本来の構造を明確にすることはできなかったが，西方向にほぼ

同軸とする第5号掘立柱建物跡が位置し，本跡のP2と第5号掘立柱建物跡のP3の柱間距離が約6mを測る

ことから，本跡と同一の建物の可能性が考えられる。その場合4間×3間の東西棟の建物跡になる可能性が考

えられる。時期は，遺物が出土していないことから詳細は不明である。

（3）士　坑

今回の調査で，奈良e平安時代の土坑を6基確認した。以下，確認した遺構と出土した遺物について記載す

る。

第醐号豊坑（第170図）

位置　調査区中央部，E6a4区の支谷へ向かう緩斜面部に立地し，北東には第1～3号掘立柱建物跡が位置し

ている。

規模と形状　長径2．23m，短径2．21mの円形で，長径方向はN－150－Wである。深さは107cmで，底面は上端

と同様に円形を皇し，中央部に向かってやや傾斜している。また，底面中央部には長軸98cm，短軸66cmの隅

丸長方形状で深さ34cmほどの掘り込みがある。

尊堂　6層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒千微量

2　黒褐色　ローム粒千少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ロームブロック中量

5　黒褐色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出藍状況　土師器片21点（嚢），須恵器片2点（盤1，蓋1）が出土し，330及び土師器片は覆土上層から

出土している。

所農　本跡は形状及び位置から氷室の可能性が考えられる。土層の土器の時期をみると時期は8世紀中頃で，

本跡の北東にある第25号溝や第1～3号掘立柱建物跡と同時期に機能していたものと想定される。

0　　　　　　　　　2m
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第相国　第m号土坑e出土遺物実測図
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第11号土坑出土遺物観察表

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特 徴 出土位 置 備　 考

33 0 須　 恵　 器 高 台 付 杯 － （3．0） ［1 1．6］ 長 石 灰 普通 高台貼 り付 け後 ，ロクロナデ 南西 部上層 20％

第17号土坑（第171・172図）

位置　調査区中央部，D5e7区の緩斜面部に立地し，北西には第3号住居跡が位置している。

重複関係　南東コーナーを第4号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2・40m，短軸2．04mの隅丸長方形で，長軸方向はN－200－Wである。深さは26cmで，底面は

皿状を呈して，壁は外傾して立ち上がる。

ピット　1か所確認され，深さ31cmで，性格は不明である。

覆土　6層に分層され，不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

（か

＼二＿／＿、 0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第171図　第17号土坑・出土遺物実測図
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第172図　第17号土坑出土遺物実測図
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ロームブロック微量

4　極暗褐色　ロームブロック少量

5　極暗褐色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出丑状況　土師器片190点（捧30，椀3，高塚2，嚢155），須恵器片285点（勘5，棄27軌土師質土器片

2点（かわらけ），鉄棒2点が出土している。334～336は逆位の状鼠337は正位の状態で南部の下層から床面

より出土し，334と335は重なって出土している。また，334～336の体部及び底部には「手札」e「寺」と墨書

されており，とくに334は底部全体に墨が塗られている。337には墨書されていない。338e366やそのほかの土

師器片，須恵器片は，334～337と時期差は認められないが，覆土上層から出土して一括して投棄された様相を

呈しているため，本跡には伴わないものである。

所凰　本跡の時期は，出土土器から8世紀後半で，土器類を投棄するために掘り込まれたものであり，その後

埋め戻された可能性が考えられる。

第膵号土坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

334 須　 恵　 器 林 13．3 4．4 7．7 雲母 ・長石 灰黄 普通 体部下掛底部回転へラ削り 南 コーナー下層 95％選書「寺ヰ礼」，
底面墨痕PL31

3 35 須　 恵　 器 杯 13．5 4．3 8．2 雲母 ・石英 灰黄 普通 体部下端手持ちへラ削り 南西コーナー下層
，

95％，墨書「寺・手札」，
口緑部油煙PL31

33 6 須　 恵　 器 杯 13．4 5．0 8．0 雲母 ・長石 にぷい黄橙 普通 体部下端手持ちへラ削り 南東コーナー下層
I

98％選書「寺ヰ礼」，
日録部油煙PL31

33 7 須　 恵　 器 林 13．5 4．5 7．4 長石 ・石英 灰黄褐 普通 体部下端手持ちへラ削り 南部底面
I

95％，P L 30
338 i須 恵 可

棄 ［26．6］ ［38．3］ ［18．8］ 長石 灰 普通 体部外面横位の平行叩き満面ナデ 中央部上層 60％

366 須　 恵　 器 襲 ［28．4］ ［32．7］ ［17．2］ 緻密 灰 良好 休部外面横位の平行叩き，内面ナデ 中央部上層 20％

第糾考量坑（第173図）

位置　調査区東部，D8dl区の緩斜面部に立地し，北西には第47号住居跡が位置している。

規模と形状　長径1．41m，短径工25mの楕円形で，長径方向はN－90－Eである。深さは20cmで，底面は皿状

を皇し，南側には10cmほどの窪みがみられ，壁は外傾して立ち上がる。

覆丑　4層に分層され，ロームブロックを比較的多く含む人為堆積である。

戊
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第相聞　第64号土坑◎出土遺物実測図
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土層解説

1　黒褐色　ロームブロック中量
2　黒褐色　ローム粒子中量

3　黒褐色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師器片4点（高塚1，嚢3），須恵器片12点（杯10，嚢2）が出土している。342e343は覆

土中層からの出土で，投棄されたものと考えられる。また，342には「新田」と墨書されている。

所農　本跡の時期は，出土土器から8世紀中頃と考えられる。

第64号土坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

342 須　 恵　 器 土不 ［13．6］ 3．6 8．6 雲母 ・長石 にぷい黄橙 普通 底部へラ削 り 西部中層 55％，墨書「新田」

343 須　 恵　 器 均こ － （3．0） 7．0 雲母 ・長石 褐灰 普通 体部下端 ・底部へラ削り 中央部中層 20％

第約号蓋坑（第174図）

位置　調査区東部，D7cO区の緩斜面部に立地し，南東には第64号土坑が位置している。

重複関係　第47号住居跡を本跡が掘り込んでいる。

規模と形状　長径2．15m，短径1．53mの楕円形で，長径方向はN－790－Wである。深さは71cmで，底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がる。

！‾＿三二∴
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第相磯図　第69号土坑魯出土遺物実測図
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尊皇　6層に分層され，南東方向から土砂が堆積した様子を示す自然堆積で，ローム土や焼士。炭化物などの

含有物は第47号住居跡の覆土の混入と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，焼士粒子・炭化物微量　　　　　　4　黒褐色　ロームブロック中量

2　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量　　　　　5　黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

3　黒褐色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

遺物出立状況　土師器片63点（杯3，鉢1，高塚2，嚢57），須恵器片34点（杯29，嚢5），鉄棒1点が出土し

ている。346は底面から出土，344。345はそのほかの遺物と覆土上層から中層より出土している。

所凰　本跡の時期は，出土土器から8世紀中頃と考えられるが，第47号住居跡を掘り込んでいるため，これら

の遺物は住居跡から混入した可能性があり，詳細は不明である。また，344は鉄鉢形土器であり，短絡的では

あるが周辺部に寺院的な施設の存在していた可能性が考えられる。

第69号土坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

34 4 土　 師　 器 鉄鉢形土器 ［12．2］ （5．6） － 砂粒 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，休部内面へラナデ 覆土上層 Aib％

34 5 土　 師　 器 襲 ［18．6］ （5．6） － 雲母 ・長石 明赤禍 普通 口縁部横ナデ，休部朴外面ナデ 覆土上層 10％

346 須　 恵　 器 土不 11．9 3．8 ［7．0］ 雲母 ・長石 黄灰 普通 底部へラ削り 中央部底面 45％

第76号豊坑（第175図）

位置　調査区東部，D8h2区の緩斜面部に立地し，北には第64号土坑が位置している。

重複関係　西部を第77号士坑に掘り込まれ，北側部上面には第4号道路跡が構築されている。

348
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規模と形状　長軸4．13m，短軸3．62mの楕円形で，長軸方向はN－170－Wである。深さは56cmで，底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　5層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片201点（杯1，高杯8，嚢192），須恵器片134点（杯124，高台付杯1，蓋1，短頚壷

1，嚢7），縄文土器片6点，不明土製品3点が出土している。348は底面からの出土で，本跡に伴うものであ

る。また，この底部は硯に転用されている。そのほかの遺物は覆土上層から下層の出土で，後世の混入である。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後半と考えられる。

第76号土坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

348 須　 恵　 器 短　 頸　 壷 （2．1） 11．8 砂粒 灰 良好 高台貼り付け後，ロクロナデ 中央部底面 15％，転用硯

第228号土坑（第176図）

位置　調査区東部，D8d6区の緩斜面部に立地し，南東には第42号住居跡が位置している。

重複関係　第41号住居跡，第229号土坑をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．70m，短軸0．82mの不定形で，長軸方向はN－580－Eである。深さは16～42cmで，床は南

西方向に傾斜している。床面の北東側部と南西側部には掘り込みがみられ，いずれも皿状で，壁は外傾してい

る。

覆土　6層に分層され，各層にロームブロック・焼土・砂粒を比較的多く含み，しまりが強いことから埋め戻

された可能性が考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック・砂粒中量　　　　　4　褐　色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量

2　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・砂粒中量　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化物少量

3　暗褐色　焼土ブロック・砂粒中量，ロームブロック少量　　　　　6　褐　色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量
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第176図　第228号土坑・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片1点（莞），須恵器片4点（短頚壷1，嚢3）が出土し，362は北東側部の確認面から

正位の状態で出土している。362の内部には焼土が堆積しているが，外面には二次焼成を受けた痕跡がみられ
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ない。そのほかの遺物は細片で，埋め戻し時に混入したものである。

所見　本跡は，確認面から多量の焼土がみられ，北東部に短頸壷が1点正位の状態で出土しているため火葬施

設の可能性が考えられる。時期は，出土土器から8世紀後半以降と考えられる。

第228号土坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

362 須　 恵　 器 短　 頸　 壷 ［9．4］ 6．5 7．7 長右 灰自 普通 体部ロクロ成形，底部へラ削り 北東部確認面 95％，P L 33

（4）溝跡

当遺跡からは44条の溝跡が確認されており，そのうち第25号溝跡は奈良時代に該当する。以下，その概要に

ついて記述する。

第雛考溝跡（第177～180図）

位置　調査区東部，D7e3～E7a7区の緩斜面部に立地し，北東には第1～7号掘立柱建物臥　第47号住居跡

が位置している。

重複関係　北西部を第26号溝跡に掘り込まれ，中央部の上面には第3号道路跡が構築されている。

規模と形状　E7a7区から北西方向（N－340－W）に直線的に延び，南東部が傾斜している。確認された長さ

は32mほどである。規模は上幅0．90～1．44m，下幅0．26～0．74m，深さ44～100cmを測り，形状は底面がほぼ平

坦で，壁面は外傾して立ち上がる箱薬研状を呈している。

覆土　7層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　黒　色　ローム粒子微量

5　黒　色　ローム粒子少量

6　黒褐色　ロームブロック少量

7　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出立状況　土師器片637点（杯28，高台付杯6，高塚29，増5，嚢569），須恵器片2鈍蕉（杯118，高台付

杯1，長頚壷1，蓋2，嚢122），縄文土器片14息　陶器片3息磁器片1点，瓦質土器6点，鉄浮1点が出土

している。とくに遺物は南東部D7i6～D7j6区に集中し，3680369¢3728373ゆ375～381が覆土上から中層に

かけて出土している。370。374は中央部D7h5区，371は北西部D7e3区の覆土上から中層にかけてそれぞれ

出土している。そのほかの遺物は，破断面が摩滅して覆土中層から上層の出土であることから，後世に混入し

たものである。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀中頃で，主軸方向をほぼ同じくする第1～6号掘立柱建物臥　第47号

住居跡と同時期と考えられ，居住区域を区画する機能を果たしていたものと想定される。
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②

第閻軍国　第25号溝跡実測図（1）
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④

第178図　第25号溝跡実測図（2）
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第179図　第25号溝跡出土遺物実測図（1）
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第180図　第25号溝跡出土遺物実測図（2）

第25号溝跡出土遺物観察表

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

36 8 土　 師　 器 杯 14．4 （3 ．1） － 雲 母 ・長 石 に ぷ い 黄 褐 普 通 ロ舶 撒 け 体離 幅へラ削り 南 東 部 中 層 60 ％

36 9 須　 恵　 器 杯 13．5 4 ．7 8 ．5 雲 母 ・石 英 灰 普 通 底静多方向のヘラ師 南 東 部 中 層 60 ％

370 須　 恵　 器 杯 ［13．0 ］ 4 ．1 8．8 雲 母 ・赤 色 粒 子 灰 普 通 底部 転へラ削 中 央 部 上 層 60 ％

37 1 須　 恵　 器 杯 13．0 5．0 8．8 雲 母 ・長 石 灰 黄 普 通 底錮 転へラ切り後，多方向のヘラ削り 北 西 部 上 層 60％

372 須　 恵　 器 杯
－

（2．8 ） 9．0 雲 母 ・長 石 黄 灰 普 通 底部多方向のへラ削り 南 東 部 中 層 亜％底部刻書「廿カ」

373 須　 恵　 器 坪 － （2．5 ） 8．4 雲 母 ・赤 色 粒 子 黄 灰 普 通 郎 個転へラ別 南 東 部 中 層 棚％底 部刻書「九」

374 須　 恵　 器 杯 ［13．0］ 4．0 9．2 雲 母 ・長 石 に ぷ い 赤 褐 普 通 底針 方向のヘラ削 中 央 部 上 層 55％

3 75 須　 恵　 器 杯 ［13 ．4］ 3．9 8 ．4 雲 母 灰 黄 普 通 郁 一方向のヘラ削り 中 央 部 中 層 40 ％

3 76 須　 恵　 器 土不 ［13．8］ 4．9 ［10 0］ 雲 母 ・赤 色 粒 子 灰 普 通 底朗 転へラ別 南 東 部 中 層 25 ％， P L 34

3 77 須　 恵　 器 杯 ［12．2］ 3．4 ［8 ．2］ 雲 母 ・長 石 灰 普 通 甜 多方向のヘラ削り 南 東 部 上 層 30 ％

378 須　 恵　 器 高 台 付 杯
－

（4 ．1） 8 ．2 雲 母 ・長 石 黄 灰 普 通 高台馴 付け後，ロケ叶 デ 南 東 部 中 層 30 ％

379 須　 恵　 器 高 台 付 杯
－ （4 ．2） 8．3 雲 母 ・長 石 灰 黄 普 通 描 回転へラ切り後，高台肘摘 け 南 東 部 中 層 50 ％

380 須　 恵　 器 長　 頸　 壷 （3．4） 7．9 緻 密 灰 白 良 好 高台削 付け後，ロク口付 南 東 部 中 層 30％，内面 自然 私

38 1 須　 恵　 器 要 ［2 0．6 ］ 3 1．8 ［15．3 ］ 長 石 灰 良 好 休部楠 洞心円状の暇 内面無文の当て具痕 南 東 部 上 ～ 中 層 70％ ．P L 34

5　中世の遺構と遺物

今回の調査で，中世館跡2か所，地下式墳2基が確認された。ここでは，溝で方形に区画された館跡を便宜

上，東館跡・西館跡とし，それぞれ確認された遺構と遺物について記載する。

（1）　東館跡

本跡は1条の溝によって区画された飽跡で，南寄りに掘立柱建物跡2棟確認されている。
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第梯号溝跡（第181ゆ182図）

位置　調査区東乳C5C7区～D6e3区の緩斜面部に立地し，区画された構内には第7e8号掘立柱建物跡が

確認され，西には西館跡が位置している。

第相国　第4号溝跡実測図（1）
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重複関係　C5C9区で第16号住居跡を掘り込み，D5e7区～D5g7区を第10号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　方形区画の西部分と想定され，南北約49mで北。南港は直角に折曲するが東側部分は不明である。

上幅0．20～1．12m，下幅0．06～0．40mで，深さ20～66cmを測る。北側部と南側部の底面がほぼ平坦で壁面は外

傾し，南北に延びる西側部の規模が最も大きい薬研状を皇している。検出されている港内には付属するような

施設はみられない。

第瑠82回　第4号溝跡実測図（2）

覆土　4層に分層され，ロームブロックを比較的多く

含んで，埋め戻しの堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック中量

2　暗褐色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　色　ロームブロック多量

遺物出藍状況　土師器片278点（杯14，高塚28，柑2，

婆234），須恵器片42点（塚8，盤2，襲32），土師質

土器片56点，陶器片25点，磁器片11点，近世瓦片7点，

石製品5点（砥石3，硯2），鉄製品7点（釘1，不

明6），古銭1点（寛永通宝）が出土しているが，そ

れらの出土位置はD5e7～C5g7区の第10号溝跡と重

複している部分であることから，本跡に伴うものでは

ない。

所凰　本跡は東館跡を区画していた溝の西側部分で，

第3号城跡と併列し，時期的に酋館跡と同時期，もし

くはその前後に機能していたと考えられる。時期は，

13世紀後半から14世紀代と考えられる。
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第7号掘畳櫨建物跡（第183図）

位置　調査区中央乳　東館区画の南西域に立地し，西には第3号溝跡が位置している。

重複関係　南妻部方向とほぼ同軸の第8号掘立柱建物跡が廃絶された後に本跡が構築されている。

規模と構造　桁行，梁行ともに2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－80－Eとする南北棟である。規模は

桁行5．10m，梁行4．20mであり，柱間寸法は桁行は2』Om，2．70mの2つを基調とし，梁行は2JOmを基調として

いる。

櫨究　平面形は円形を皇し，長径0．2～0。38m，短径0．2～0．32mで，深さは22～40cmである。P3とP5の中間

のP4は柱穴が確認されず，礎石か，あるいは掘り方が浅かった可能性が考えられる。

遣物出立状況　常滑片1点（片口鉢）がP3の柱抜き取り痕から出土している。

所見　本跡は，桁行5．10m，梁行4．20mと規模的に大形の建物ではなく，建物の間取りを想定するには柱の数

が少ないため倉庫的な機能を果たしていたものと考えられる。時期は出土土器から15世紀代と考えられ，東館

跡，西館跡が廃絶された後に構築されたものと想定される。
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第7号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

38 5 陶　　　 器 片　 口　 鉢 ［33．6］ （12．5） － 長石 にぷい褐 普通 体部内 ・外面へラナデ P 3 覆土中 30％，常滑

第8号掘立櫨建物跡（第184図）

位置　東館内の南西域に立地し，西には第3e4号溝跡が位置している。

重複関係　本跡廃絶後に，南妾部方向をほぼ同軸とする第7号掘立柱建物跡が構築されている。

規模と構造　桁行5間，梁行3間の建物跡で，桁行方向をN－90－Eとする南北棟である。規模は桁行7．80m，

北妾部の梁行5．60m，南妾部の梁行6．00mで北妻部が狭い構造となっている。柱間寸法は，桁行が0．9m・

1．20me工50m。2．10mと柱間寸法の畢調にばらつきがあり，梁行も1．20me2．40mとばらつきが認められる。ま

た，北妻部から東側部は庇もしくは縁と考えられ，柱間が主屋柱列より1．2mを測る。西側部分は柱間寸法が広

いため広間的な間取りであったと考えられる。

櫨穴　平面形は楕円形もしくは円形を皇し，長径0．2～0．44m，短径0．2～0．36m，深さ15～75cmであり，東側が

深く掘り込まれている。P3とP5の中間にP4，南東コーナーにP6，P7とP9の中間にP8を想定したが，

ここには柱穴が確認されず，礎石か，あるいは掘り方が浅かった可能性が考えられ，各柱穴に柱抜き取り痕は

確認されていない。また，P16・24e27の最下層は強く突き固められている。

土層解説（鼻柱穴共通）

1　黒褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　極暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片7点（棄），須恵器片2点（杯），土師質土器片4点，古銭1点（開元通宝）が埋土か

ら出土している。

所見　本跡は，東館跡を区画していた第4号溝に伴う建物と考えられる。第3号城跡と隣接し，第7号掘立柱

建物跡とほぼ同規模の建て替えと考えられ，第3号堀跡と同軸である。第7号掘立柱建物跡同様，西館跡と同

時期，もしくはその前後に機能していたものと考えられる。時期は第7号掘立柱建物跡よりも古い時期のもの

であるが，それほど時間差はないと考える。

第8号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 銭　 名 径 孔　 径 重　 さ 初鋳年 特　 徴 出土位置 備　 考

M 50 開 元 通 宝 2．4
】

0・7　 ［ 圧 9） 6 21年 円体方形，唐銭 SB 8－P l覆土中 P L 39
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第瑠84回　第8号掘立柱建物跡実測図
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（2）西館跡

本跡は，1条の溝によって方形に区画された館跡で，館内には掘立柱建物跡7棟，土橋跡2か所，井戸2基，

土坑9基，溝4条，柱穴群6か所が確認されている。

第3号溝跡（方形区画堀跡）（第185～198図）

位置　調査区西部の緩斜面部に立地し，調査部分は全体の東半分と推定され，堀の東側部と南側部には土橋が

確認され，区画内から掘立柱建物跡，井戸跡，土坑などが確認された。また，東側の堀から約20mには東館跡

が位置している。

重複関係　北側堀では，第54e57号住居跡を掘り込み，第32号溝跡に掘り込まれている。東側部では第12e

13e17e27号住居跡を掘り込んで第5号溝跡に掘り込まれ，上面には第2号道路跡が構築されている。南側堀

では第12e13。15e16。17号溝跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　調査された部分は，南側堀のほぼ中央から北東コーナー付近と北側堀中央部分で全体の東部分で

ある。確認された長さは，北側堀内e外周ともに38．4m，東側堀内周95．0m，外周99．0m，南側堀内周63．0m，

外周62．0mである。南西コーナー部はほぼ直角に屈曲し，東側堀はN－100－Eを指している。上幅3．6～5．0m，

下幅1．3m，深さ120～150cmを測り，遺構確認面での比高差は，北側堀部で東に1．0m，東側堀部で北に0．4m，

南側堀部で西に0．3mとそれぞれ傾斜を示している。底面の比高差は，北側堀部で東に1．5m，東側堀部で北に

1．0m，南側堀部で西に0．4mとそれぞれ傾斜を示している。この状況から，北東部と南西部が低く掘り込まれ，

その中でも特に北東部が深く掘り込まれている。形状は，底面は傾斜を示しているがほぼ平坦であり，壁面は

外傾した箱薬研状を呈している。また，北側堀を東方向に，東側堀を北方向にそれぞれ延長すると東側堀の外

周は南から112m地点で北側外周と接続し，内周は104mで接続することとなり，南西コーナー部はほぼ直角に

屈曲していることから，本跡は方形に巡ることが想定される。

ピット群　北側と南側の堀の壁面には，直径が10～60cmの円形もしくは楕円形で，深さ15～35cm程のピット

群が2か所確認された。直線上に並ぶものや対になるものは少ないが，柱穴の形状から堀掘削時の足場の穴で

あった可能性が考えられる。また，堀北側西寄りの底面には，南側の土橋部底面と同様の掘り込み（長軸2．1m，

短軸Hm，深さ10cm）が確認されている。

覆土　各区画ともレンズ状の堆積状況を示した自然堆積がほとんどであるが，東側土橋付近から南側堀にかけ

ての覆土中層から下層にロームブロックを多く含む層がみられ，とくに南側堀からはロームブロックとともに

石製模造品が多量に出土している。その状況は区画内の整地の際に土砂を投棄した可能性が考えられ，石製模

造品を含む古墳時代の住居覆土が投棄されたものと想定される。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，粘性強

4　極暗褐色　ローム粒子少量，粘性強
5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　黒　　色　ローム粒子少量

7　黒褐色　ロームブロック微量

8　極暗褐色　ロームブロック少量

9　暗褐色　ロームブロック中量

10　暗褐色　ローム粒子中量

11暗褐色　ローム粒子多量

12　褐　　色　ロームブロック多量

13　褐　　色　ロームブロック中量
14　極暗褐色　ロームブロック少量

15　黒褐色　ローム粒子少量

16　暗褐色　ローム粒子少量

17　極暗褐色　ローム粒子微量

18　褐　　色　ロームブロック中量

19　褐　　色　ローム粒子多量
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遣物出土状況　土師器片4，765点（杯322，高台付杯3，高台付杯皿1，椀5，鉢5，高塚44，柑94，棄4，282，

甑8，手淫1），須恵器片264点（杯100，盤1，蓋2，捏鉢1，短頚壷1，嚢159），土師質土器片1，459点（か

わらけ1，457，土鍋2），常滑片6点（片口鉢4，壷1，嚢1），龍泉窯青磁片2点（鏑達弁文椀），陶器片17点，

磁器片2点，縄文土器片11点，瓦1点（中世カ），士製品27点（球状土錘11，羽目5，支脚5，不明6），石製

品47点（剣形模造品16，双孔円板23，砥石7，硯1），石器2点（磨石，剥片），鉄製品7点（不明），銅製品

2点（不明），古銭3点（□寧元宝，開元通宝，永楽通宝），鉄棒53点，礫18点（雲母片岩）が出土している。

本跡に伴うと考えられる遺物は，かわらけ（406－483。489－494）。常滑片（486～488。TP19）e龍泉窯青

磁片（484・485）や硯（Q150）などで，いずれも覆土中層から底面にかけて出土している。とくに，東側部

土橋付近の覆土中層から下層にかけて出土した408～424e434～436。444～459e461e471は，投棄された状況

をよく示して集中出土している。これらのかわらけは，太。小2種類に分別することができる。それらの総重

量の太20．0kg，小2．4kgを一皿平均の太155g，小50gで計算すると，おおよそ大133点，小48点と点数が把握さ

れ，大3点に小1点の割合であったと考えられる。また，南側部からローム土とともに多量に出土した石製模

造品も覆土中層から下層にかけて出土しているが，古墳時代中期住居跡から堀の掘削によって掘り出されたも

のが流れ込んだものと考えられる。

所見　本跡は，西側部が未調査のため詳細は不明であるが，確認された東側部の形状から堀で方形に区画され

た館跡と想定される。南東コーナー部からは堀と平行に掘り込まれた溝跡が2条（第42・44号溝跡）確認され

ており，防禦的な施設が存在していた可能性も考えられる。また，土橋も2か所が確認されているが，土橋以

外にも橋脚施設が存在していた可能性が考えられる。西館の時期は，出土遺物から13世紀後葉から14世紀前葉

と考えられるが，一括投棄したかわらけの出土位置が覆土中層から下層であることや，堀の土層中に一時的な

廃土層が見られることなどから，本跡が存在した期間は少なからず13世紀後葉よりやや古い時期であると考え

られ，廃絶された時期は14世紀前葉であり，その使用期間はそれほど長いものではなかったと想定される。
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第相国　第3号溝跡実測図（1）
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第柑6図　第3号溝跡実測図（2）
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第柑7回　第3号溝跡実測図（3）
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第柑8図　第3号溝跡実測図（4）

第3号溝跡出土遺物観察表

OLm

番号種　別 器　種 口径器高 底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

406土師質土器小　　　皿 7．8 1．8 －雲母・赤色粒子にぷい橙普通目線部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 90％

407土師質土器小　　　皿 7．4 2．0 －雲母・赤色粒子にぷい橙普通口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 95％

408土師質土器小　　　皿 7．9 1．7 －雲母・赤色粒子にぷい橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 90％

409土師質土器小　　　皿 8．0 1．9 －雲母・赤色粒子にぷい橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 100％

410土師質土器小　　　皿 8．2 2．0 －雲母・赤色粒子にぷい橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 100％

411土師質土器小　　　皿 8．0 1．7 － 砂粒 浅黄橙普通目線部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 95％

412土師質土器小　　　皿 7．7 1．6 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 100％

413土師質土器小　　　皿 7．5 2．2 － 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 100％

414土師質土器小　　　皿 7．8 1．9 － 砂粒 橙 普通目線部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 100％，PL32

415土師質土器小　　　皿 7．7 1．8 － 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近下層 100％

416土師質土器小　　　皿 7．4 2．0 － 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近下層 100％

417土師質土器小　　　皿 8．1 2．0 － 砂粒 にぷい橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近下層 100％

418土師質土器小　　　皿 7．7 1．8 － 砂粒 浅黄橙普通ロ緑部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 95％

419土師質土器小　　　皿 7．9 1．9 － 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近下層 98％，PL32

420土師質土器小　　　皿 8．1 1．9 － 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近下層 100％，PL32

421土師質土器小　　　皿 8．2 1．8 一 砂粒 橙 普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近下層 100％

422土師質土器小　　　皿 7．9 1．8 － 砂粒 浅黄橙普通口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近下層 100％，PL32

423土師質土器小　　　皿 8．3 1．6 － 砂粒 浅黄橙普通目線部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 100％，PL32

424土師質土器小　　　皿 7．5 2．0 － 砂粒 橙 普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近下層 100％，PL33

425土師質土器小　　　皿 7．4 1．8 － 砂粒 橙 普通目線部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋南側中層 100％

426土師質土器小　　　皿 8．2 2．0 － 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋南側下層 95％，PL32

427土師質土器小　　　皿 8．0 1．9 － 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋南側中層 100％，PL33

428土師質土器小　　　皿［8．1］1．7 － 砂粒 浅黄橙普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋付近中層 30％

429土師質土器小　　　皿 7．6 2．2 － 砂粒 橙 普通目線部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋北側下層 90％

430土師質土器小　　　皿［8．4］1．5 － 砂粒 橙 普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋北側下層 30％

431土師質土器小　　　皿 7．5 2．0 －雲母・赤色粒子 橙 普通ロ縁部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋南側下層 100％，PL33

432土師質土器小　　　皿［7．4］2．0 － 赤色粒子 橙 普通目線部横ナデ，体部内・外面ナデ覆土下層 10％

433土師質土器小　　　皿 8．0 1．9 － 砂粒 橙 普通目線部横ナデ，体部内・外面ナデ1号土橋北側下層
95％，口緑部油煙
付着，PL33
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番号 種 別 i 器 種 口径 ！器高
底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

434
土師質土器 ！小　 皿

7．2 1．7 － 砂粒 にぷい橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋北側底面 100％，PL 33

435 土師質土器 小　　　 皿 8．0 2．0 － 砂粒 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋北側下層 100％

436 土師質土器 小　　　 皿 7．9 1．7 － 砂粒 橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋北側下層 98％

437 土師質土器 小　　　 皿 8．2 2．1 － 赤色粒子 橙 普通 ［二］縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋南側下層 100％，PI．32

4 38 土師質土器 小　　　 皿 7．6 2．1 － 赤色粒子 橙 普通 日縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋南側下層 100％，PL33

43 9 土師質土器 小　　　 皿 7．8 1．8 － 砂粒 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋南側中層 100％，PL33

440 土師質土器 小　　　 皿 7．8 1．7 － 赤色粒子 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋南側下層 100％，PL33

44 1 土師質土器 小　　　 皿 7．8 2．1 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 2 号土橋覆土下層 100％，PL33

442 土師質土器 小　　　 ⅢL 7．3 1．9 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 2号土橋覆土下層 100％，PL 33

443 土師質土器 小　　　 皿 8．2 1．8 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 2号土橋底面 100％，PL 33

4 44 土師質土器 皿 12．6 3．9 － 砂粒 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近下層 85％

44 5 土師質土器 皿 13．0 3．4 － 砂粒 浅黄橙 普通 日縁部桟ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近下層 80％

44 6 土師質土器 皿 12．3 3．5 － 砂粒 浅黄橙 普通 日縁部桟ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近下層 90％

44 7 土師質土器 皿 12．6 3．8 － 砂粒 浅黄橙 普通 口縁部桟ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋付近下層 95％，PL34

448 土師質土器 皿 12．7 3．5 － 砂粒 浅黄橙 普通 日縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋付近下層 95％

449
土師質土器 ！ 皿

12．7 3．5 － 砂粒 浅黄橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋付近下層 80％

450 土師質土器 皿 12．6 3．5 － 砂粒 浅黄橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋付近下層 95％，PL34

451 土師質土器 皿 12．6 3．5 － 砂粒 にぷい橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近下層 90％

452 土師質土器 皿 12．6 3．4 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近下層 100％，PL 34

4 53 土師質土器 皿 12．8 3．8 － 砂粒 浅黄橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近下層 95％

45 4 土師質土器 皿 12．6 3．4 － 赤色粒子 浅黄橙 普通 H緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近下層 100％，PL34

455
土師質士料　 皿

13．2 3．5 － 赤色粒子 橙 普通 ，目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋付近下層 70％455 土師質土器
l

皿
i

13．2
l

3．5
i 】

l 赤色粒子 i　 橙 i普通 i日舶 横ナテ潜部内・外面ナデil 号土橋付近下層 1 70％

456 土師質土器 皿 12．6 3．5 － 赤色粒子 にぷい橙 普通 日緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋付近下層 80％

457 土師質土器 皿 12．6 3．8 － 赤色粒子 にぷい橙 普通 日縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋付近下層 98％，PL34

458 土師質土器 皿 12．3 3．1 － 長石 ・石英 橙 良好 体部内・外面ナデ 1 号土橋付近底面 100％，PL34

4 59 土師質土器 皿 12．9 3．5 － 赤色粒子 橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近底面 100％，PL34

4 60 土師質土器 皿 11．9 3．3 － 赤色粒子 橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土癒南側中層 75％両面墨書家紋
の模倣カ，PL34

46 1 土師質土器 皿 ［12．6］ （3．0） － 砂粒 橙 普通 日縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋付近下層 10％外面墨書「両ヵ」

462 土師質土器 皿 13．0 3．6 － 砂粒 橙 普通 日縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋南側底面 95％

463 土師質土器 皿 13．0 3．6 － 長石 浅黄橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 南部中層 98％，PL 34

464 土師質土器 皿 13．3 3．7 － 赤色粒子 橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 南部中層 100％，PL34

465 土師質土器 皿 ［12．4］ 3．0
l

－ 砂粒 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 南東コーナー下層 40％

466 土師質土器 皿 11．2 3．7 － 砂粒 橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中 40％

467 土師質土器 皿 12．4 3．3 － 砂粒 橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋南側下層 70％

46 8 土師質土器 皿 12．8 3．6 － 砂粒 にぷい橙 普通 ＝縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋北側底面 95％

469 土師質土器 皿 12．5 3．5 … 砂粒 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋南側中層 60％

470 土師質土器 皿 11．4 3．4 － 長石 ・赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋南側中層 70％，内面煤付着

47上 土師質土器 皿 13．3 3．8 － 石英 ・赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋南側下層 100％，PL 34

472 土師質土器 皿 12．0 3．3 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1号土橋南側下層 100％，PL 34

4 73 土師質土器 皿 12．1 3．5 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋南側底面 100％，PL34

4 74 土師質土器 皿 12．7 3．4 － 砂粒 浅黄橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 1 号土橋南側底面 80％

475 土師質土器 皿 12．5 3．7 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 南部中層 95％

47 6 土師質土器 皿 12．5 3．3 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 南部中層 95％

477 土師質土器 皿 12．2 2．9 － 赤色粒子 浅黄橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 2号土橋覆土下層 90％

478 土師質土器 皿 12．2 3．3 － 赤色粒子 橙 普通 日縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 2号土橋底面 100％，PL34

479 土師質土器 皿 12．4 3．5 － 赤色粒子 橙 普通 日縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 2 号土橋覆土下層 90％

i
竺9＿】土師質土器 血

l
12・8 i 3．6 －

砂粒 i 浅黄橙 i普通 i
H 縁部横ナデ，体部内・外面ナデ

2 号土橋底面　 i
90％，PL 34
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番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

481 土師質土器 皿 12．3 3．4 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 2 号土橋覆土下層 85％

482 土師質土器 皿 12．0 3．4 － 赤色粒子 橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 2 号土橋覆土下層 90％

483 土師質土器 皿 ［11．4］ 3．0 ［7．0］ 雲母 にぷい黄橙 普通 体部ロクロ成形，底部回転糸切り 覆土中 20％

484 磁　　　 器 椀 ［12．2］ （4．3） － 緻密 オリーブ灰・灰自 良好 体部ロクロ成形，外面鏑達弁文 覆土中 （E 3 d 6区） 5％，龍泉窯系

485 磁　　　 器 椀 ［11．8］ （2．5） － 緻密 明緑灰・灰自 良好 体部ロクロ成形，外面鏑達弁文 1 号土橋南側中層 5％瀧泉窯系

486 陶　　　 器 襲 ［37．0］ （5．0） － 砂粒 ・長石 赤灰 良好 横ナデ 1 号土橋南側中層 5％，常滑

487 陶　　　 器 片　 口　 鉢 ［30．4］ （9．0） － 砂粒 ・長石 赤灰 良好 梯ナデ，注目は指頭による摘み出 南部中層 5％，常滑

488 陶　　　 器 片　 口　 鉢 ［30．0］ 11．1 ［15．0］ 砂粒 ・長石 灰黄褐 良好 外面下端へラ削り，両面輪積痕 1 号土橋北側上層 5％，常滑

489 土師質土器 小　　　 皿 8．3 1．9 － 赤色粒子 橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中 90％

490 土師質土器 皿 12．2 3．5 － 赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 南部底面 85％

491 土師質土器 皿 13．6 4．1 － 砂粒 橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中 60％

492 土師質土器 皿 ［13．0］ （3．3） － 砂粒 橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中 40％

493 土師質土器 皿 ［9．2］ 2．9 4．2 砂粒 にぷい橙 普通 体部ロクロ成形，底部回転糸切り 覆土中 40％

494 土師質土器 皿 ［10．6］ 3．6 － 砂粒 にぷい黄橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 北部上層 10％

T P 19 陶　　　 器 大　　　 嚢 － （8．3） － 長石 ・石英 淡黄 良好 外面押印文，内面ナデ 1 号土橋南側中層 5％，外面自然級
PL35

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 胎　 土 特　 徴 出土位置 備　 考

T l 丸　　　 瓦 （10．5） （10．5） 2．2 （280） 雲母 ・石英 凹面に布目痕 覆土中 中世

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 材　 質 特　 徴 出土位置 備　 考

Q 150 硯 （8．1） 6．4 1．3 （59．0） 粘板岩 陸部の冊に相を配し潤隅を窪ませた葵翻犬を呈する 1号土橋南側中層 中世，PL37

第瑠考豊橋跡（第189e190図）

東側堀中央からやや南よりのD4eO区に確認され，第27号住居跡と重複している。規模は，長さ2．96m，上

幅3．0m，下幅4．2mで，堀底から土橋上面まで1．35mを測り，台形状にロームを掘り残して構築している。本跡

は，東側地域への唯一の出入口であるが，上幅が3．0mと比較的狭いことや土橋に付随する施設が確認されてい

ないことなどから当館跡の正面を示すものではないと考えられる。
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第相国　第3号溝跡。第1号土橋跡実測図（5）
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第瑠90図　第3号溝跡。第1号土橋跡実測図（6）
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第瑠93図　第3号溝跡〇第2号土橋跡実測図（9）
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第2号豊橋跡（第193◎194図）

南側堀のE3C3区に確認され，南側堀のほぼ中央に位置すると考えられる。規模は，長さ4．0m，上幅1．6m，

下幅6．1mほどで，堀底から土橋上面までほ1．68mを測る。また，本跡は，版築地業が施され，上層から底面ま

で強く踏み固められている。版築下の堀底には長軸3．1m，短軸1．44m，深さ0．32mの掘り込みが見られ，土橋

構築以前の橋脚施設の掘り方と考えられるが，ほとんどが調査区城外のため確認することができず，今後の調

査を待ちたい。また，埋土を取り除いた堀の壁面には小穴（直径20～28cm，深さ45～56cm）が3か軋底面

からかわらけ13点（太10息　小3点）が確認され，創建期には土橋下の掘り方などから木橋であったことが想

定される。その後，木橋の崩壊によって土橋が構築されたものと考えられる。しかし，土橋の上幅が工6mと第

1号土橋跡よりも狭く，土橋に付随する施設も確認されていない。しかし，南面する点から見れば酋館跡の正

面の中心的な出入口であったと考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　粘土ブロック多量，ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子微量

3　黄　褐　色　ロームブロック多鼠　粘土ブロック中量

4　黒　　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　にぷい黄褐色　ロームブロック・砂粒中量，粘土ブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック多鼠　粘土ブロック中量

7　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量

8　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量，砂粒少量

9　黒　褐　色　ロームブロック多量，粘土ブロック中量

10　黒　褐　色　粘土ブロック中最，ロームブロック・砂粒少量

11暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック多鼠　砂粒中量

12　暗　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，砂粒微量

13　暗　褐　色　ロームブロック多量，粘土ブロック中量

14　暗　褐　色　粘土ブロック・砂粒中量，ロームブロック少量

15　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量

16　暗　褐　色　粘土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

17　暗　褐　色　粘土ブロック多量，ロームブロック・砂粒中量

18　黒　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック少量

19　暗　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック微量

20　褐　　　　色　ロームブロック多量，粘土ブロック少量

21暗　褐　色　粘土ブロック・砂粒中量，ロームブロック少量

22　暗　褐

23　黒

24　暗　褐

25　暗　褐

26　暗　褐

27　暗　褐

28　黒　褐

29　暗　褐

30　暗　褐

色　ロームブロック・粘土ブロック・砂粒中量

色　砂粒少量，ロームブロック微量　、

色　ロームブロック多量，粘土ブロック・砂粒中量

色　ロームブロック中量，粘土ブロック・砂粒少量

色　粘土ブロック中最，ローム粒子・砂粒少量

色　ロームブロック多量，粘土ブロック・砂粒中量

色　粘土ブロック・砂粒中量，ロームブロック少量

色　粘土ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量

色　粘土ブロック多量，ロームブロック・砂粒中量

31極暗褐色　粘土ブロック多量，ロームブロック・砂粒少量

32　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量

33　暗　褐　色　ロームブロック中量，砂粒少量，粘土ブロック微量

34　灰黄褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，ロームブロック微量

35　暗　褐

36　暗　褐

37　窯　褐

38．黒　褐

39　暗　褐

40　暗　褐

色　ロームブロック・粘土ブロック中鼠砂粒少景

色　砂粒中量，粘土ブロック・ローム粒子少量

色　粘土ブロック中鼠　ロームブロック・砂粒少量

色　ロームブロック・粘土ブロック中量，砂粒少量

色　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，砂粒微量

色　ロームブロック多量，粘土ブロック中量，砂粒少量

41にぷい黄褐色　粘土ブロック多量，ロームブロック・砂粒中量
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第195図　第3号溝跡出土遺物実測図（1）
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第196図　第3号溝跡出土遺物実測図（2）
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第197図　第3号溝跡出土遺物実測図（3）
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第198図　第3号溝跡出土遺物実測図（4）

Tl

二三Il
C二二：二二プQ150

0　　　　　　　　10αm

トl…一一1十一－　」

第9号掘立柱建物跡（第199・200図）

位置　方形区画内の中心域に立地し，東に第10号掘立柱建物臥南に第13号掘立柱建物跡がそれぞれ位置して

いる。

重複関係　P8・25が第35号溝跡，P9・26が第46号溝跡，P5が第147号土坑，P22が第155号土坑，P32が第

156号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と構造　桁行5間，梁行4間の桁行方向をN－790－Wとする東西棟である。規模は桁行が9．30mで，梁行

は6．30mである。柱間寸法は桁行が0．9m・2．10mの2つの寸法を基調とし，梁行は0．90m・1．50m，1．80mの3つ

の寸法を基調としている。また，北側部は庇と考えられ，柱間が主屋柱列より1．5mを測る。南側部は緑と考え

られ，柱間が主屋柱列より0．9mを測る。建物中央にはP27・32が配置され，ちょうど主屋柱列の中間であるこ

とから束柱跡と考えられ，この部分が広間的な間取りと考えられる。

柱穴　平面形は楕円形もしくは円形を呈し，長径0．27～0．70m，短径0．24～0．60m，深さ12～57cmである。南西

コーナーにP36，PlOとP15の中間にP37・38を想定したが，ここには柱穴が確認されず，掘り込みが浅かった

可能性が考えられる。柱抜き取り痕は確認されていない。また，Pl～3・10・11・15・18～20・23～26・28

～31・33～35の底面は強く突き固められている状況を示し，柱の接地面と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量

4　褐　色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量
6　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片22点（杯2，高杯2，襲18），須恵器片1点（杯），土師質土器片18点（かわらけ），

礫1点（雲母片岩）が埋土の覆土上層から下層にかけて出土し，386～388・Q149を図示した。

所見　本跡は，西館跡を方形に区画している掘（第3号溝跡）に伴う建物で，区画された堀のほぼ中心に位置

することから主屋的な機能を果たしていたものと考えられる。本跡の廃棄された時期は出土した土師質土器か

ら13世紀後葉から14世紀前葉と考えられる。
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第9号掘立柱建物跡出土遺物観察表
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番号種　別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

386土師質土器皿［13．0］（3．0）－長石・砂粒 橙良好口縁部横ナデ，体部内・外面ナデP3覆土下層 20％

387土師質土器皿［12．6］（3．0） 長石 ．橙良好口緑部桟ナデ，体部内・外面ナデP19窄土中層 10％

388土師質土器小　　　皿［7．4］（1．6）－ 砂粒，浅黄橙普通ロ緑部横ナデ，体部内・外面ナデP29覆土中層 20％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　さ 材　質 特　徴 出土位置 備　考

Q149不　　　明12．6 8．5 2．9 322 雲母片岩 三角形上を呈し，両面とも平坦であるP33覆土中層 根石カ，PL36

第10号掘立柱建物跡（第201図）

位置　方形区画内の中心部からやや東に立地し，西に第9号掘立柱建物跡，南に第11号掘立柱建物跡がそれぞ

れ位置している。

重複関係　P7が第226号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　南北軸8．70m，東西軸6．30mを測り，北側部に張り出した建物（Pl～25）が想定される。柱間寸

法は0・6m・0・9m・1・20m・1．80m・2．10m・2．40m・2．70m・3．60mを測り全体的にばらつきがみられる。また，

本跡東側には，桁行1間（柱間寸法3．60m），梁行1間（柱間寸法2．40m）の柱列が確認され，本跡と同一の建

物，もしくは時期が異なる建物の可能性が考えられるが，北及び東側の張り出し部を間取りとして取り入れな

ければ，北側部は柱間が主屋柱列より1．8～2．1mを測るため庇的な間取りと考えられ，南側部は束柱跡が確認

されていないが，この部分は広間的な間取りと考えられる。

柱穴　平面形は楕円形もしくは円形を呈し，長径0．28～0．57m，短径0．21～0．49m，深さ17～74cmである。柱抜

き取り痕（第1層）はP2・3・6の柱穴から確認されている。第2・3・4層は暗褐色系の土で埋土と考え

られ，しまりがやや強い。また，Pl～3・5～8・10～15・18・20・21・23・25の底面は強く突き固められ

ている状況を示し柱の接地面と考えられる。本跡東側に確認された柱穴の平面形は，円形もしくは楕円形を呈

し，長径0・33～0・40m，短径0．21～0．39m，深さ45～74cmである。柱抜き取り痕は確認されていない。また，

P27～29の底面は強く突き固められている状況を示し，柱の接地面と考えられる。
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土層解説（各柱穴共通）

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　極暗褐色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片58点（杯12，高杯10，柑5，嚢31），須恵器片2点（杯，聾），土師質土器片32点（か

わらけ），縄文土器片1点，炭化材1点（樹種：ヒノキ）が埋土の覆土上層から下層にかけて出土し，389e

390も同様で，とくに389はPlの下層から正位の状態で炭化材とともに出土している。

所見　本跡は，堀東側部とほぼ平行で，西館跡に伴う建物と考えられるが，規模と形状を明確に把握すること

ができず，また，北妻部と東側部に確認された張り出し部が本跡と同一の建物であるかについても不明である。

Plから出土した389は，炭化材の上面に重なって出土しているが，内e外面に炭化物の付着，2次焼成を受

けた痕跡はなく本跡が焼失した直後に投棄されたものと考えられる。本跡の廃棄された時期は出土したかわら

けから13世紀後葉から14世紀前葉と考えられる。

第10号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

389 土師質土器 皿 11．6 3．2 － 砂粒 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ P l覆土下層 100％，P L 32

390 土師質土器 皿 ［13．2］ 3．4 － 砂粒 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ P 3 覆土上層 20％

第椚考掘立櫨建物跡（第202図）

位置　方形区画内の中心部から東に立地し，西に第12号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　P1－11が第78号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行3間，梁行1間の建物跡で，桁行方向をN－750－Eとする南北棟と考えられる。規模は桁行

3．60m，梁行2．10mで，柱間寸法は桁行は0．70m・0．90mel．10m・1．80mの4つの寸法を基調とし，梁行は2・10m

を基調としている。

櫨穴　平面形は円形を皇し，長径0．2～0．50m，短径0．17－0．45m，深さは確認された第78号住居跡の床面から計

測すると5～20cmであるが，住居跡の深さを考慮すると全ての柱の深さが50cm以上であることが判明する。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片5点（嚢），須恵器片1点（棄），土師質土器片4点（かわらけ）がP9の覆土上層か

ら中層にかけて出土している。

所見　本跡の規模は，桁行3間，梁行1間と小規模であり，Pllが北側に延びていることや東側部が調査区域

外になることから，大形の建物の一部分が確認されたものと考えられる。また，方形区画内から確認された他

の掘立柱建物跡と主軸方向の違いがみられるが，ピットの形状や柱間の寸法など類似点が見られるため西館跡

に伴う可能性が考えられる。本跡の廃棄された時期は，出土したかわらけから13世紀後葉から14華摘己前葉と考

えられる。
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第2の2図　第11号掘立柱建物跡実測図
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第帽号掘立櫨建物跡（第203。204図）

位置　方形区画の中心部に立地し，北に第13号掘立柱建物跡，東に第11号掘立柱建物跡がそれぞれ位置してい

る。

重複関係　D3d9区～D3cO区にかけて「く」の字状に第36号溝跡に掘り込まれている。

規模と構造　西側部桁行9．90m，東側部桁行10．20m，北。南妻部梁行は6．90mを測り，桁行方向をN－120－Eと

する南北棟である。柱間寸法は0．6m，0．9m・工20m，1．50m，1．80m。2．10m。2．40me2．70mの7つの寸法を基

調とし，ばらつきが見られる。また，本跡の中央部から北東コーナー寄りに隅丸長方形状に一段掘り下げられ

た部分が確認され，規模は，長軸4・50m，短軸3．20m，深さは10cmほどで，底面には幅18～29cm，深さ5cm

ほどの溝状の掘り込みが6か所直線的に延び，その底面は硬化している。間取りは，西側部に束柱跡を伴う柱

列が見られ，主屋柱列からの柱間寸法が1．2mであるため縁的な間取りと考えられ，北側部に掘り込み地業が施

されている部分は底面が硬化していることから土間，もしくは厩と考えられる。南側部は主屋柱列と対になる

束柱跡がみられることから広間的な間取りと考えられる。

掘り込み部土層解説（T）

1　暗褐色　ローム粒子少量

ー256一一
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第204図　第12号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

柱穴　平面形は楕円形もしくは円形を呈し，長径0．22～0．㈹m，短径0．21～0．57m，深さ11～9艶mである。柱抜

き取り痕（第1層）はP4・8～11・13・15・16・㌘・乃・31の柱穴から確認されている。第2～7層は暗褐

色系の土で埋土と考えられる。PlO～16・19・20・23・25～乃・32・訳・35の底面は強く突き固められている

状況を示し，柱の接地面と考えられる。また，PlO～13・25・㌘・却・32は柱穴西側部に強く突き固められた

中端を持つことから東柱をともなっていた可能性が考えられる。他のピットにも中端を伴うものがあるが，掘

り込みが同一方向ではなく，突き固められていないため束柱跡ではない。

土眉解説（各柱穴共通）

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子中量

6　褐　　色　ロームブロック少量

7　暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片21点（嚢），土師質土器片41点（かわらけ），縄文土器片1点，礫21点が埋め戻された

柱穴の覆土上層から下層にかけて出土している。391はP17の覆土下層からの出土である。PlOから21点出土し

た礫は底面から積み重ねられ，柱抜き取り痕に沿うように確認されているため柱を支えるための根固めとして

用いられた可能性が考えられる。

所見　本跡は，堀東側部とほぼ平行で，第1号土橋跡の正面に位置することから西館跡にともなう建物と考え

られ，第9号掘立柱建物跡同様，区画内の中心部であり，主屋的な機能を果たしていたものと考えられる。ま

た，本跡と隣接している第13号掘立柱建物跡との距離が1．0mと近距離であるため，2棟が同時期に存在してい

た可能性はないと考える。本跡の廃棄された時期は出土したかわらけから13世紀後葉から14世紀前葉と考えら

れる。
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第12号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 種　 別 券　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

39 1 土師貿土器 小　　　 皿 ［8．0］ （1．7） － 砂粒 橙 良好 ロ緑部横ナデ，体部内・外面ナデ P 17覆土下層 25％

第13号掘立柱建物跡（第205図）

位置　方形区画の中心部に立地し，北に第9号掘立柱建物跡，南に第12号掘立柱建物跡がそれぞれ位置してい

る。

重複関係　中央部で第74号住居跡を掘り込み，南側部から北側部で直線的に第35・46号溝跡に掘り込まれてい

る。

規模と構造　東西軸9．90m，南北軸6．90mを測るが，西側部が調査区域外に延びているため，本来は桁行方向

をN－700－Wとする東西棟であると考えられる。柱間寸法は東西軸が0．90m・1．20m・1．50m・1．80m・2．10mを

基調とし，南北軸が0．60m・0．90m・1．20m・1．80m・2．70mを基調とし全体的にばらつきがみられる。また，南

側部は庇，もしくは緑と考えられ，柱間が主屋柱列より1．2mを測る。P18・19・21は東柱跡と考えられ，この

部分が広間的な間取りと考えられる。

－259－

第205図　第13号掘立柱建物跡実測図
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櫨究　平面形は楕円形。円形e方形を皇し，長径0・25～0．72m，短径0．25～0．65恥深さ14～60cmである。Pl

～305～9eH～14¢16～19。21の底面は強く突き固められている状況を示しているため柱の接地面と考え

られる。また，PlOe17－19e21は束柱跡と考える。

遺物出立状況　土師質土器片4点（かわらけ）が柱穴の埋士から出土し，本跡に伴うものと考えられる。

所農　本跡は，南北軸が堀東側部とほぼ平行であることや第9号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ同軸であるこ

とから方形区画内に伴うと考えられる。また，第9812号掘立柱建物跡同様，区画内の中心部であることから

主屋的な機能を果たしていたものと考えられるが，第12号掘立柱建物跡とは同時期ではなく，同様の間取りを

持ち，桁行方向を同一とする第9号掘立柱建物跡と同時期に存在していた可能性が考えられる。本跡の廃棄さ

れた時期は出土したかわらけから13世紀後葉から14世紀前葉と考えられる。

第瑠考井戸跡（第206図）

位置　方形区画内の南部に位置し言ヒには凱2号掘立柱建物臥南西には第2号土橋跡がそれぞれ位置してい

る。

規模と構造　上部は，長径3・30m，短径2．80mの楕円形で，長軸方向はN－600－Wを指している。確認面から

深さ1・6mまで漏斗状に掘り込み，下部は長径H3恥短径1め00mの楕円筒形に掘り込まれている。確認面から

2。3m掘り込んだ時点で水が渉出したため，底部までの調査は実施していない。

第2の6図　第1号井戸跡実測図

一一一一一一260－－－

一旦200．－1

Ⅴ
l

l

■
l

も

0

』二二二∃ここ』甲



覆土、11層に分層され，ほとんどがレンズ状の堆積状況を示した自然堆積であるが．上層の第3・4・6層は

ロームブロックを比較的多く含んで不自然な堆積状況を示し，故意に埋め戻された可能性が想定される。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

8　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

9　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

10　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
11暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片5点（高林2・彗3），土師質土器片14点（かわらけ13・土鍋1），常滑片2点（壷ヵ），

縄文土器片1点が覆土中層から下層にかけて出土している。

新風　本跡から出土した遺物はいずれも細片であるが，下層部からは土師質土器片e常滑片が出土し，西館跡

に伴う井戸と考えられる。本跡の廃棄された時期は，出土した土師質土器から13世紀複葉から14世紀前葉と想

定される。

第2号井戸跡（第207回）

位置　方形区画内の北東域の平坦部に立地し，酉に第9号掘立柱建物跡，南東に第10号掘立柱建物跡がそれぞ

れ位置している。

規模と構造　上部は，長径4．20m，短径3．70mの楕円形で，長軸方向はN－890－Wを指している。確認面から

深さ1．45nlまで漏斗状に掘り込み，下部は長径2．35m，短径1．95mの楕円筒形に掘り込まれて，南側部が崩れて

構築当時の状態は保たれていない。確認面から2．9mまで掘り込んだ時点で水が渉出したため底部までの調査は

実施されていない。

尊皇　30層に分層され，上層の第1～9層はほぼレンズ状の堆積状況を示した自然堆積であるが，中層から下

層である第10～30層はロームブロック・粘土粒子・砂粒などの含有物を含み不自然な堆積状況を示し，故意に

埋め戻された可能性が想定される。

土層解

1　暗

2　里J l　ヽヽ

3　里J l l　ヽ

4　里J l l　ヽ

5　黒J l l　ヽ

6　里ハヽヽ

7・極
8　暗

！）暗

10　黒

11黒

12　黒
13　極

14　暗

15　黒

説

褐　色

褐　色

色

褐　色

色

褐　色

暗　褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

暗　褐　色

褐　色

褐　色

ローム粒子e焼土粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量

ローム粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ローム粒子多量
ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，粘土粒子微量

ロームブロック中量，粘土粒子微量
ロームブロック少量・粘土粒子微量

ロームブロック中量，粘土粒子微量

炭化物多量，ロームブロック少量

16　暗　褐　色　ロームブロック中量

17　褐　　　　色　ロームブロック多量

18　暗　褐　色　ロームブロック中量

19　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量

20　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

21極　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

22　褐　　　　色　ローム粒子多量

23　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

24　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物・粘土粒子微量

25　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，炭化粒子・砂粒微量

26　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子微量

27　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
28　褐　　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

29　極　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

30　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，砂粒少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片191点（杯3，高杯15・柑2，棄171），須恵器片3点（杯2，嚢1），土師質土器片

260点（かわらけ），常滑片1点（壷ヵ），陶器片1点，磁器片3点，縄文土器片4点，土製品3点（支脚），石

製品1点（硯カ），鉄浮4点が覆土上層から下層にかけて出土し，495～497は人為堆積層である覆土中層から
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第207図　第2号井戸跡・出土遺物実測図
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下層にかけて出土している。Q151は確認された最下層である第28層からの出土である。

所見　本跡の上部から出土した遺物は細片で本跡に伴う遺物はないが，人為堆積層から出土した「かわらけ」

などは井戸を埋め戻す際に混入したものと考えられ，本跡の使用最終段階の遺物と捉えることができる。また，

本跡の位置は西館内の中央部の北東に位置し，周辺部で確認された建物跡の機能を想定する上で重要な遺構で

ある。時期は出土した土師質土器から13世紀後葉から14世紀前葉と考えられる。

第2号井戸跡出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

49 5 土師質土器 皿 11．4 3．8 － 赤色粒子 橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中 30％

49 6 土師質土器 小　　　 皿 9．2 1．9 － 砂粒 橙 普通 口縁部横ナデ，休部朴 外面ナデ 覆土中 30％

497 土師質土器 皿 13．7 3．5 － 砂粒 にぷい橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中 35％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 材　 質 特　 徴 出土位置 備　 考

Q 151 硯 （6．2） （4，2） 0．8 （2 7．9） 粘板岩 陸部・海部欠損，隅部に陰刻花文 淫土中 20％，P L 38
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第42号溝跡（第208図）

位置　方形区画内の第3号溝跡（方形区画城跡）の北に沿って東西方向に検出されている。

重複関係　E4d6区で第82号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　耕作による削平のため全体の形状を把握することはできないが，E3d9区から東方向（N－

1000－E）に直線的に延び，長さは33．5mほどが確認されている。規模は上幅0．40～1．00m，下幅0．14～0．50m，

深さ10cmほどで，底面はほぼ平坦で，壁面は外傾している。

覆土　2層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　褐色　ロームブロック少量

＠

第208回　第42号溝跡実測図

2　褐色　ローム粒子中量
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遺物出土状況　陶器片1点，石製品1点（磨製石斧）が出土しているが，本跡に伴うものではない。

所見　本跡は耕作などによる削平のため全体の形状を把握することができないが，方形区画堀に対してほぼ平

行に延び，東方向は第3号溝跡同様に北に屈曲して第44号溝跡に接続するものと想定され，堀を構築する前段

階の区画的な溝であった可能性が考えられる。

第個号溝跡（第209図）

位置　方形区画内の南東部に立地し，第3号溝跡（方形区画堀跡）が東側を南北に平行して延びている。

重複関係　E4b8区で第83号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北部が調査区域外であるため全体を把握にすることができないが，E4b8区から南方向（N－

00－E）に直線的に延び，9．0mほどが確認されている。規模は上幅1．20～1．84m，下幅0．24～0．60m，深さ60－

80cmほどで，底面はやや凹凸がみられるもののほぼ平坦で，壁面は外傾している。東側部が深く掘られ，底

部は西側部よりも硬化している。また，第44号溝跡の上面には畦状の硬化した黒色土が確認されている。

覆土　6層に分層され，上層の第1～4層は畦状のしまりの強い層で，第5e6層は第44号溝跡の覆土である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　褐　色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　褐　色　ロームブロック中量

6　褐　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片19点（襲）が出土しているが，混入であることから本跡に伴うものではない。

所見　本跡は北側部が調査区城外に延びているため全体の形状を把握することができないが，東側部の床面が

硬化している点や方形区画堀跡に対してほぼ並び，南方向の延長線上で第42号溝跡と接続するものと想定し，

堀を構築する前段階の区画的な溝であった可能性が考えられる。また，第44号溝跡を方形区画堀跡の前段階と

想定すると，畦状の硬化した黒色土は土塁の基盤部の可能性が考えられる。

－264－



土塁基盤部（SAl）

第209図　第44号溝跡実測図
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第94号土坑（第210図）

位置　方形区画内の中央部の平坦部に立地し，西には第13号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　第75号住居跡を掘り込んでいる。

「．

七4a3∈≡召
0　　　　　　　　5cm

！＋　ニ；＋！

0　　　　　　　　1m

！　＿＿＿＿」　　　」

第210図　第94号土坑・出土遺物実測図

第94号土坑出土遺物観察表

規模と形状　長径0．32m，短径0．25mの楕円形で，長径方向

はN－250－Wである。深さは17cmであるが，第75号住居跡

の上端から計測すると42cmである。底面は平坦で，壁は直

立している。

遺物出土状況　かわらけ（392）が覆土下層から出土してい

る。

所見　本跡は小規模で西館跡内に確認されている掘立柱建

物跡の掘り方の形状に類似し，覆土中からかわらけが出土

し，建物の柱穴である可能性が考えられる。本跡に伴う他

の柱穴が確認されていないため詳細は不明である。時期は，

13世紀後葉から14世紀前葉と考えられる。

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法の特 徴 出土位 置 備　 考

392 土 師質土 器 小　　　 皿 8．4 2．3 － 砂粒 橙 普通 ロ綾部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土 下層 90％，P L 30

第101号土坑（第211図）

位置　方形区画内の南部に立地し，北にはピットD群が位置している。

重複関係　第81号住居跡の南側部を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．44m，短径1．40mの円形で，長径方向はN－150－Wである。深さは40cmであり，底面はDIL

状を呈し，壁は外傾している。

覆土　7層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム粒子中量

3　灰褐色　ローム粒子微量

4　褐　色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子微量

7　暗褐色　ロームブロック少量

二二了‾‾l＼、、＿

…二こ∴：三　r

O　　　　　　　　　　　　　　　2m

266

第211図　第101号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片9点（杯3，高杯4，嚢2），土師質土器片1点（かわらけ）が出土している。393は

覆土中層からの出土で，底面は回転糸切りで，西館内で出土したかわらけとは技法が異なる。

所見　本跡は，形状及び出土遺物から西館内に伴う遺構と考えられ，時期は西館跡の年代観を考慮して13世紀

から14世紀と考えられる。

第101号土坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

393 土師質土器 椀 － （3．4） ［7．6］ 砂粒 にぷい橙 普通 休部ロタロ成形底部回転糸切り 覆土中層 15％

第115号土坑（第212図）

位置　方形区画内のほぼ中央部に立地し，第9・13号掘立柱建物跡のほぼ中間に位置している。

規模と形状　長径1．20m，短径1．02mの楕円形で，長径方向はN－230－Eである。深さは12cmであり，底面は

平坦で壁は外傾している。

覆土　3層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片23点（杯4，嚢19），土師質土器片81点（かわらけ）が出土している。394～397は覆

土下層からの出土で，本跡に伴うものである。また，394の口唇部には煤が付着しており，灯明皿として使用

されていたものと考えられる。

所見　本跡は小規模ながら出土したかわらけ片は81点と多量である。また，出土位置が覆土下層から底面で一

括投棄した可能性があり，廃棄土坑の可能性が考えられるが，堆積状況は自然堆積である。時期は，出土した

かわらけから13世紀後葉から14世紀前葉と考えられる。

旦19．0m
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第212回　第115号土坑・出土遺物実測図
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第m5号士坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 楯 「1律 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

394 土師質土器 小　　　 皿 7．4 2．0 － 砂粒 にぷい橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土下層 10脇 目緑部油煙
付着PL32

395 土師質土器 小　　　 皿 7．7 1．7 － 砂粒 にぷい橙 普通 目線部横ナデ，体部朴 外面ナデ 覆土下層
I

70％

396 土師質土器 小・　　 皿 8．1 1．8 － 砂粒 橙 普通 日縁部横ナデ，体部か 外面ナデ 覆土下層 80％

39 7 土師質土器 小　　　 皿 7．4 1．9 … 砂粒 にぷい橙 普通 口縁部桟ナデ，休部舟外面ナデ 覆土下層 80％

第綱6号蓋琉（第213図）

位置　方形区画内の北東部に立地し　南には第用号掘立柱建物跡が位置している。

規模と形状　長軸4006m，短酌・54mの隅丸長方形で，長軸方向はN…730－Wである。深さは26cmであり，底

面は平坦で壁は外傾している。

尊皇　4層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子の炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　黒　　色　ローム粒子・焼士粒子微量
3　極暗褐色　ロームブロック少鼠　焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中軋焼土ブロック。炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器榊5点滴杯8撃嚢37）タ須恵器片1点（嚢）タ土師質土器片36点（かわらけ），礫1点

（雲母片岩）が出土している。398は中央部底面からの出土で本跡に伴うものである。

所凰　本跡の覆土中には炭化物の焼土が比較的多く含まれているが，出土遺物には炭化物が付着しておらず，

底面や壁面に火熟を受けた痕跡は認められず，周辺部からの流入と考えられる。西館内で出土しているかわら

けと同時期のものが底面より出土していることから，第10号掘立柱建物跡に伴う施設と想定され，時期はかわ

らけから13世紀後薬から14世紀前葉と考えられる。

僅）＋．＋i

A18．4m

第割　図　第116号土坑出土遺物実測図

第116号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　10cm
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番可種別i器種口径！綱
底径胎　土色　調焼成手法の特徴 出土位置備　考

398巨師質士魂　皿13．2i4．1
－赤色粒子浅黄橙普通［1縁部桟ナデ，体部内・外面ナデ中央部底面 85％
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第臓ア尊堂坑（第214図）

位置　方形区画内北東部に立地し，東には第10号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　北側部で第161号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径2．掴m　短径は0mの不整楕円形で，長径方向はN－50－Wである。深さは24cmであり，底

面は平坦で壁は外傾している。

覆土　4層に分層され，ローム土を比較的多く含む人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　色　ローム粒子多量

遺物出立状況　かわらけが太e小1点ずつ出土している。399は本跡に伴うもので覆土中層からの出土である。

所凰　本跡は北側部が第161号土坑に掘り込まれ芦　遺物も少量であるが，西館内で出土している「かわらけ」

と同様のものが出土し，函館跡と同時期と想定され，13世紀復業から14世紀前葉と考えられる。

（妙／
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第2掴図　第137号土坑◎出土遺物実測図

第137号土坑出土遺物観察表

10cm

号二二∴二＿‥∴∴言

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

399 土師質土器 皿 12．7 3．3 － 砂粒 橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中層 50％

第掴8号蓋坑（第215図）

位置　方形区画内北東部に立地し，西には第10号掘立柱建物跡，第137号土坑がそれぞれ位置している。

規模と形状　長径2．18m，短径1。38mの楕円形で，長径方向はN－430－Wである。深さは24cmであり，底面は

平坦で壁は外傾している。

尊皇　7層に分層され，不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

一一一一一一一…269－－－1一一一ll



土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量

2　黒　　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック少量

5　極暗褐色　ローム粒子少量

6　褐　　色　ロームプロッタ中量

7　明褐色　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片7点（嚢），土師質土器片18点（かわらけ）が出土し，400は本跡に伴うもので覆土中

層からの出土である。

所見　本跡の用途について詳細は不明であるが，西館内出土の「かわらけ」と同様のものが出土し，時期は13

世紀後某から14世紀前葉と考えられる。
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第215図　第148号土坑・出土遺物実測図

第148号土坑出土遣物観察表
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番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴 出土位置 備　考

400土師質土器杯［14．8］（3．8）－赤色粒子橙普通口緑部横ナデ，体執朴外面ナデ覆土中層 20％

第153号土坑（第216図）

位置　方形区画の中心部に立地し，西には第9号掘立柱建物跡が位置している。

規模と形状　長径0．70m，

坦で壁は外傾している。

主

上志二二二
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短径0．64mの円形で，長径方向はN－700－Eである。深さは18cmであり，底面は平
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第216図　第153号土坑・出土遺物実測図
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覆土　3層に分層され，不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　明褐色　ローム粒子中量

3　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片2点（整），土師質土器片30点（かわらけ）が出土している。401～404は本跡に伴う

もので覆土上層から投棄された状態で出土している。

所見　出土した「かわらけ」は覆土上層に集中し，一括投棄した様相を示している。時期ほかわらけから，13

世紀後葉から14世紀前葉と考えられる。

第153号土坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 、色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

401 土師質土器 皿 12．8 3．5 － 赤色粒子 にぷい橙 普通 口緑部横ナデ，体部朴外面ナデ 覆土上層 80％，P L 32

4 02 土師質土器 皿 ［12．6］ 3．3 － 赤色粒子 橙 普通 打縁部横ナデ，体部朴外面ナデ 覆土上層 45％

4 03 土師質土器 小　　　 皿 7．9 2．2 － 砂粒 浅黄橙 普通 汀線部横ナデ，休部匪外面ナデ 覆土上層 100％，P L 32

40 4 土師質土器 小　　　 皿 8．2 2．1 … 砂粒 浅黄橙 普通 汀縁部横ナデ，体部朴外面ナデ 覆土上層 60％

第閲考丑坑（第217図）

位置　方形区画内の北東部に立地し，東には第10号掘立柱建物跡が位置している。

規模と形状　長径1月6m，短径0．92mの楕円形で，

長径方向はN－420－Wである。深さは30cmであ

り，底面は平坦で壁は外傾している。

覆豊　2層に分層され，レンズ状の堆積状況を示

した自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

‾、－＼一．‥、－▲ノ
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第劉膵図　第160号土坑実測図

遺物出土状況　土師質土器片37点（かわらけ）が底面にまとまって出土し，投棄された可能性が考えられる。

所見　出土したかわらけは底面に集中し，一括投棄した様相を示している。時期は出土したかわらけから13世

紀後葉から14世紀前葉と考えられる。

第295考量坑（第218図）

位置　方形区画内の中央より南に立地し，北には第12号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　第206e218号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．56m，短軸2．24mの隅丸長方形で，長軸方向はN－750－Wである。深さは63cmであり，底

面は平坦で壁は外傾している。

覆土　8層に分層され，ロームブロックを多く含む人為堆積である。
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第218図　第205号土坑・出土遺物実測図

土屑解説

1　褐　色　ローム粒子中量

2　褐　色　ロームブロック多量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子多量

0

』＝土＝』cm

F i　　亨m

5　暗褐色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ロームブロック多量

7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
8　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片4点（杯1，高杯1，椀1，嚢1），土師質土器片44点（かわらけ），土製品2点（不

明）が出土し，405は覆土中層からの出土である。

所見　本跡からは当館内で出土しているかわらけと同時期のものが覆土中層より出土しているが，その性格は

不明であり，時期はかわらけから13世紀後葉から14世紀前葉と考えられる。

第205号土坑出土遺物観察表

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

405 土師質土器 皿 ［ほ8］ 2．5 － 雲母 ・赤色粒子 浅黄橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中層 25％

柱穴群

調査された方形区画内から6か所の柱穴群が確認されている。これらの柱穴群は建物跡として捉えることは

できないが，一部柱穴痕や柱列として並ぶものも確認できることから，掘立柱建物跡が存在した可能性が考え

られる。以下，確認された柱穴群について記載する。

①柱穴群A（第219・220図）

方形区画内の北域に確認され，南に第10・12号掘立柱建物跡が位置している。柱穴数は83か所であり，平面

形は円形・楕円形を呈し，長径0．12～0．55m，短径0．10～0．65m，深さ0．12－0．65mである。柱列として東西に並

ぶものが3列，南北に延びるものが1列確認されている。A列（P12～15）は1．80mで，柱間寸法を0．5m・

－272－
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0．8mを基調とし，N－230－Wを指している。B列（P14e16～18）は1．20mで，柱間寸法を0．4mを基調とし，

N－820－Wを指している。C列（Pl～5）は1．80mで，柱間寸法を0．45mを基調とし，N－850－Wを指してい

る。D列（P6～10）は1．50mで，柱間寸法を0．45meO。6mを基調とし，N－600－Wを指している。また，柱抜

き取り痕は，P9。10。16。17を除く柱穴から確認されている。出土遺物は，土師器片149点（杯3，高杯5，

柑1，碧140），須恵器片13点（杯10，襲3），土師質土器片2点（かわらけ）が出土しているが，本跡に伴う

ものではない。本跡は区画内の北域で，部分的な柱列が確認されているが掘立柱建物跡としての構造は認めら

れず，また堀とも軸線が異なり，平行ではなく，柱間寸法もさまざまで統一できず，柱穴群として把握した。

土層解説　（各柱共通）

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック中量

3　褐　色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ロームブロック少量

5　黒褐色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック少量

8　暗褐色　ローム粒子微量

一一一一一一12741－lll



（彰柱穴群B（第221図）

方形区画内の東城に確認され，北に第11号掘立柱建物跡が位置している。柱穴数は15か所であり，平面形は

楕円形もしくは円形を皇し，長径0．35～0．75m，短径0．25～0．65m，深さ0．20～0．83mである。柱列として捉える

ことはできないが，これらの柱穴の集中場所として把握した（「付章」参照）。P8から検出された炭化材（柱

材）は，ヒノキと同定された。

第2別図　柱穴群B実測図

一一一一一一275－



③柱穴群C（第222図）

方形区画内の南東域に確認され，北に第1号土橋跡，西に柱穴群Dが位置している。柱穴数は31か所であり，

平面形は楕円形もしくは円形を皇し，長径0．25～0．80m，短径0．25～0．65m，深さ私11～0．51mである。柱列とし

て捉えることはできないが，AeB同様，柱穴集中地域として把握した。出土遺物は，土師器片20点（杯4，

柑1，棄15），土師質土器片4点（かわらけ）が出土しているが，本跡に伴うものではない。
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第222図　杵穴肝C実測図
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④柱穴群D（第223図）

方形区画内の南域に確認され，南に第1号井戸跡，南西に第2号土橋跡，北に第12号掘立柱建物跡がそれぞ

れ位置している。柱穴数は52か所であり，平面形は円形e楕円形もしくは隅丸方形を皇し，長径0．20～0．70m，

短径0．15～0．65m，深さ0．09～0．67mである。柱列は東西に1列（P2e9e17e28・29）確認され，N－890－

Wを指し，柱間寸法は0．6m・工5mを基調としている。これらは塀あるいは柵的な施設であった可能性が考え

られるが明確ではない。出土遺物は，土師質土器片2点（かわらけ），陶器片1点，鉄製品1点（不明）が出

土しているが，本跡に伴うものではない。
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⑤柱穴群E（第224図）

方形区画内の中心域に確認され，南に第12号掘立柱建物跡，北に第13号掘立柱建物跡がそれぞれ位置してい

る。柱穴数は28か所であり，平面形は円形。楕円形もしくは隅丸長方形を皇し，長径0．25～0．60m，短径0．25～

0．55m，深さ0．09－0．70mである。柱列として東西に1か所（Pl～4）確認され，N－770－Wを指している。

柱間寸法は1．5mel。8m。2．4mで統一性がない。出土遺物は，土師器片30点（杯6，襲24），須恵器片1点（嚢），

土師質土器片134点（かわらけ）が出土している。出土量の多いかわらけは，第9。13号掘立柱建物跡などか

らの流れ込みと考えられ，時間差が認められる。本跡は区画内の中心域で，周辺部に柱穴が集中し，第9e13

号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ同軸であることなどから掘立柱建物跡の可能性も考えられ，または柵的な施

設の存在した可能性も考えられる。

第22堵図　柱穴群E実測図
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⑥柱穴群F（第225図）

方形区画北域の外側に確認され，南に堀南側弧柱穴群Aがそれぞれ位置している。柱穴数は7か所であり，

平面形は円形，もしくは楕円形を皇し，長径0．25～0．55m，短径0．24～0．45m，深さ0．27～0．60mである。本跡は

堀北側部のほぼ中心に位置しているが，柱列として捉えることができず，柱穴群として把握した。出土遺物は，

土師器片1点（嚢）が出土しているが，本跡に伴うものではない。

⑥◎。6

◎7

第225図　柱穴群F実測図

（3）地下式墳
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第瑠号地下式壌（第226図）

位置　調査区西部のD4e4区に位置し，主軸方向はN－40－Eを指している。南東に第2号地下式境が隣接し

ている。

竪坑　竪坑は主室南壁の中央部に位置し，長軸方向は主軸方向と直交している。上面は径約1．2mの円形を里し，

漏斗状に狭くなっている。確認面からの深さは144cmで，主室の底面より30cm高く，主室との境は約40度の角

度で急激に落ち込んでいる。

童窒　底面は長軸2．1m，短軸1．6mの隅丸長方形で，確認面から底面までの深さは160cmである。底面は平坦で，

壁はほぼ直立して立ち上がる。天井部は，各壁際を中心に遺存し，中央部は崩落している。

覆土　21層に分層され，第12e16層は竪坑から主室に向かって流れ込むような堆積状況を示している。第17～

21層は，ロームブロックを主体とした，天井部の崩落土である。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量

4　極暗褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ロームブロック少量

7　暗褐色　ロームブロック中量

8　暗褐色　ローム粒子少量

9　暗褐色　ロームブロック少量

10　極暗褐色　ローム粒子少量
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11暗褐色　ロームブロック中量

12　暗褐色　ローム粒子中量

13　暗褐色　ローム粒子微量

14　褐　　色　ロームブロック少量

15　極暗褐色　ローム粒子多量
16　暗褐色　ローム粒子中量

17　褐　　色　ローム粒子多量

18　褐　　色　ロームブロック中量

19　褐　　色　ロームブロック中量

20　褐　　色　ロームブロック少量

21褐　　色　ロームブロック中量

遺物出立状況　土師器片34点（杯6，嚢28），土師質土器片33点（かわらけ）が出土しているが，いずれも細

片で，天井部崩落後に流れ込んだものと思われる。

所見　当遺跡からは，本跡と第2号地下式壕の2基が確認されたが，双方の地下式壕には主軸方向や形状，廃

絶後の埋没過程に相違点が認められ，関連性は認められない。また，本跡に伴う遺物も検出されないため，時

期や性格は不明である。

第226図　第1号地下式墳実測図

つ 0　　　　　　　　　2m

トー‾二・日　l‥・－・・…」

第2号地下式墳（第227図）

位置　調査区西部南側のD4j6区に位置し，主軸方向はN－1600－Wを指している。北西に第1号地下式境が

隣接している。

重複関係　主室で第232号土坑を掘り込んでいる。

竪坑　竪坑は主室北壁のやや西寄りに位置し，上面は径約1．1mの楕円形を皇している。確認面からの深さは

190cmで，主室の底面より約10cm高く，底面は主室に向かってなだらかに傾斜している。
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童蜜　平面形は長軸2．7m，短軸2．2mの隅丸長方形で，確認面から底面までの深さは2Jmである。主室の天井

部は，完全に崩落している。底面は平坦で，壁はほぼ直立して立ち上がる。

穫丑　20層に分層され，第1～19層は，天井部崩落後に埋め戻された状況を示す人為堆積層で，第20層はロー

ムブロックを主体とした天井部崩落層である。

土層解説

1　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼士粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

8　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

9　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
10　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

11明褐色　ロームブロック中量
12　褐　　色　ローム粒子中量

13　暗褐色　ローム粒子中量

14　明褐色　ロームブロック少量

15　明褐色　ロームブロック中量

16　褐　　色　ロームブロック中量

17　明褐色　ローム粒子多量

18　褐　　色　ロームブロック中量

19　褐　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

20　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出立状況　土師器片艦長（杯2，高塚3，嚢40），須恵器片2点（嚢），土師質土器片28点（かわらけ）が

出土している。土師質土器片（かわらけ）は，主室の天井部崩落後に埋め戻した層から出土しているが，接合

関係にないことや摩滅した土器も含まれることから，埋め戻しの段階で土中に混入した可能性が考えられる。

土師器片，須恵器片も同様である。

第2那図　第2号地下式墳実測図
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新風　当遺跡からは方形区画内から2基の地下式境が検出されているが，主軸方向及び形状に明らかな違いが

見られる。また，本跡が天井部崩落直後に炭化粒子や焼土粒子を含むロームブロックの土で埋め戻されている

のに対し，第1号地下式壕は，天井部崩落後に埋め戻された形跡は見当たらず，双方に明確な関連性は認めら
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れない。時期は，遺構の形態から大きく中世と考えられるが，天井部崩落直後に埋め戻した層から検出された

土師質土器（かわらけ）は投棄されたものとは断定でき．ないため，本跡が機能あるいは廃絶された明確な時期

については不明である。

6　その他の遺構と遺物

今回の調査で，時期不明住居1軒，竪穴状遺構1基，土坑156基，溝跡31条，道路跡4条を確認した。以下，

文章記述以外のものは，実測図及び一覧表に記載する。

（1）竪穴住屑潮こ

第32号住居跡（第228図）

位置　調査区東部，D7e6区の緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地し，西には第30号住居跡，南には第35号

住居跡が位置している。

規模と形状　長軸2．32m，短軸2．21mの方形で，主軸はN－90，Wであり，壁高は16～38cmで，各壁は外傾し

ている。

床　ほぼ平坦で，出入り口施設周辺から中央部にかけてよく踏み固められ，壁溝が周回している。

ピット　6か所。Pl～4は深さ20～38cmで主柱穴と考えられ，P5は南壁際の中央部に位置することから出

入口施設に伴うピットと考えられる。P6は深さ15cmで性格は不明である。

炉　中央部南東寄りに径12cmの焼土が確認され，使用された痕跡はみられない。

－　　　　　ニ

止15．0m

第228図　第32号住居跡実測図
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覆土　5層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック中量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ロームブロック中量

5　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片41点（杯6，嚢35），須恵器片8点（杯2，高台付杯1，嚢5），縄文土器片1点が覆

土中から出土し，床面からの出土遺物はない。

所見　本跡は調査された住居跡の中で最も規模が最小である。また，遺構に伴う遺物ほとんどなく，周辺部に

同様の遺構も確認されてないため時期については不明である。

（2）竪穴状遺構

第頂号竪穴状遺構（第229図）

位置　調査区西部，D4h7区の平坦部に立地し，北西には第79号住居跡が位置している。

重複関係　中央部で第95号土坑，南部で第97号土坑をそれぞれ掘り込み，西部を第43号溝に掘り込まれている。

規模と形載　長軸3．30m，短軸2．95mの長方形と推定され，主軸はN－40－Wであり，壁高は14－20cmで，各

壁は外傾し立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，北東部や西部はやや低く掘り込まれ，北部には10cmほどの高まりがみられる。柱穴

や炉，硬化面は確認されなかった。

覆土　8層に分層され，各層にローム土を比較的多く含み，埋め戻された堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　褐　色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ローム粒子微量

第229図　第1号竪穴状遺構実測図

5　褐　色　ロームブロック中量

6　褐　色　ローム粒子中量

7　褐　色　ローム粒子多量

8　褐　色　ローム粒子中量

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m」
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遺物出土状況　土師器片7点（嚢）が覆土中から出土し，本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　遺構に伴う遺物はなく，周辺部に同様の遺構も確認されてないため，時期や性格については不明である。

（3）土　坑

今回の調査で，182基の土坑が確認され，そのうち縄文時代1基，古墳時代10基，奈良。平安時代6基，中

世9基以外は時期及び性格が不明なものである。以下，文章記述以外のものは実測図及び一覧表に記載する。

第帽3号豊坑（第230図）

位置　調査区西部中央，C4bl区の平坦部に立地し，南東には第1号井戸跡が位置している。

重複関係　北東部で第63号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　直径1．64mの円形で，深さは107cmであり，底面は上端と同様に円形を里している。

第230図　第123号土坑実測図

B

十∴
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

仁一－ト一一一一一一l」

覆土　9層に分層され，上層である

第1～6層はレンズ状の堆積状況を

示した自然堆積で，下層である第7

～9層はロームブロックを比較的多

く含み，埋め戻しの状況を示した人

為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　褐　　色　ロームブロック少量

7　褐　　色　ローム粒子中量

8　褐　　色　ロームブロック中量

9　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出立状況　遺物は出土していない。

所見　本跡は直径が1．64mの円形で，深さが107cmあり，土層断面を観察すると埋め戻した状況が認められる

が，遺物が出土していないことから時期は不明である。

第帽8号丑琉（第231図）

位置　調査区西部北側，D3i9区の平坦部に立地し，北には第129号土坑が位置している。

規模と形状　直径工89mの円形で，深さは54cmで，底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。また，底面中央

には長さ40cm，厚さ5cmほどのロームの高まりが見られ，その西には直径80cm，深さ21cmほどの窪みがみ

られる。

覆土　7層に分層され，ロームブロックを比較的多く含み，埋め戻しの状況を示した人為堆積である。
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土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　黒褐色　ロームブロック多量

5　褐　　色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ローム粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。 禍

第231図　第128号土坑実測図

所見　本跡は直径が1．89mの円形で，深さが54cmあり，土層断面を観察すると埋め戻された状況が認められる

が，遺物が出土していないことから時期は不明である。

第帽号丑坑（第232図）

位置　調査区西部北側，D3h9区の平坦部に立地し，南には第128号士坑が位置している。

規模と形状　長径上59m，短径1．56mの円形

で，深さは45cmで，底面は平坦で，壁は外

傾して立ち上がる。また，底面南側には直

径20－30cm，深さ3～5cmほどの窪みが2か

所確認された。

覆土　5層に分層され，覆土中にロームブ

ロックを多く含み，埋め戻しの状況を示し

た人為体積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ロームブロック中量

〕「二三

第232図　第129号土坑実測図
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遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　本跡は長径が1．59m，短径1．56mの円形で，深さが45cmあり，土層断面を観察すると埋め戻された状況

が認められるが，遺物が出土していないことから時期は不明である。

第232号土坑（第233図）

位置　調査区西部北側，D4j6区の平坦部に立地し，南西には第88号住居跡が位置している。
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重複関係　西側部を第2号地下式境，東側を第43号溝にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長径3．12m，短径2．80mの楕円形を皇し，深さは70cmであり，長径方向はN－620－Eである。底

面は平坦で壁はやや外傾して立ち上がっている。また，底面の東側には，長径30cm，短径25cm，深さ39cmの

穴が確認されている。

覆土13層に分層され，ロームブロックを比較的多く含み，埋め戻しの状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　黒　　　色　炭化物中量，ローム粒子少量

5　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
6　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

7　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

9　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量

10　褐　　　色　ロームブロック中量

11褐　　　色　ローム粒子多量

12　にぷい褐色　ローム粒子中量

13　褐　　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　本跡は直径が3．21m，短径2．8m，深さ70cmの大形土坑である。覆土中に炭化物が比較的多く含まれ，埋

め戻した状況が認められるが，遺物も出土していないことから詳細な性格と時期は不明である。

第233図　第232号土坑実測図

その他の土坑（第234－236図）

第7号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量

第9号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　褐　色　ロームブロック中量

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第12号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　褐　色　ローム粒子多量
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第15号土坑土層解説

1　黒　色

2　異　色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　暗褐色

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量

第40号土坑土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　黒褐色

7　暗褐色

ロームブロック微量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量

第41号土坑土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色
3　窯褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　黒褐色

7　黒褐色

ローム粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ローム粒子少量

ロームブロック少量

ローム粒子少量

8　極暗褐色　ロームブロック少量

9　黒褐色　ローム粒子微量

第74号土坑土層解説

1　暗褐色　砂粒中量，ローム粒子少量

2　褐　色　ロームブロック中量，砂粒少量

3　黒褐色　ローム粒子・砂粒少量

4　暗褐色　ロームブロック・砂粒少量

5　褐　色　ローム粒子少量，砂粒微量

6　褐　色　ローム粒子・砂粒微量

7　暗褐色　ロームブロック少量，砂粒微量

8　暗褐色　ローム粒子・砂粒少量

9　暗褐色　ローム粒子微量

10　黒褐色　砂粒少量，ローム粒子微量
11暗褐色　ローム粒子少量

第77号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

5　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量

6　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第15号土坑出土遺物観察表

第100号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量

2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量

第102号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

第121号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量

第122号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　色　ロームブロック中量

第142号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第172号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
3　にぷい褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化材少量

5　暗　褐　色　炭化材中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量

6　極暗褐色　炭化材・焼土粒子少量，ロームブロック微量

7　黒　褐　色　炭化材中量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量

第206号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量

2　褐　色　ロームブロック中量

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

332 土師質土器 皿 ［12．4］ 3．2 － 砂粒 橙 普通 目線部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中層 30％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 材　 質 特　 徴 出土位置 備　 考

Q 145 炉　 石　 カ 19．2 15．5 12．8 5，650 雲母片岩 表面に若干の凹凸有り，火熱で赤変 覆土中層

一一一一一287－－－－－－－
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第236図　その他の土坑出土遺物実測図

第77号土坑出土遺物観察表

Q145

』＝亡＝＝葺m

0　　　1cm

L土∃

番号 種　 別 券　種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置・ 備　 考

TP16 須　 恵　 器 要 － （9．3） － 長石・石英 黄灰 普通 外面平行叩き，内面ナデ 覆土中層

第102号土坑出土遺物観察表

番号 器　 種 長 ‾　さ 幅 厚　 さ 重　 さ 材　 質 特　 徴 出土位置 備　 考

Q 14 6 砥　　　 石 （6．4） 2．4 1．8 42．8 凝灰岩 両端部欠損，砥面 4 両 覆土中 近代 ヵ

第172号土坑出土遺物観察表

番号 銭　 名 径 孔　 径 重　 さ 初鋳年 特　 徴 出土位置 備　 考

M 39 銅　　　 銭 2．1 0．6 1．8 両面無文，錆化が激 しい，私鋳銭 ヵ 覆土中

第206号土坑出土遺物観察表

番号 銭　 名 径 孔　 径 重　 さ 初鋳年 特　 徴 出土位置 備　 考

M 40 皇 宋 通 宝 2．4 0．7 （1．6） 1038年 円体方形，北宋銭 覆土中
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（4）溝跡

今回の調査で，36条の溝跡が確認され，そのうち奈良e平安時代1条，中世4条以外は時期及び性格が不明

なものである。以下，実測図及び一覧表に記載する。

（5）道路跡

今回の調査で，4条の道路跡が確認され，近世以降のものと考えられるが詳細については不明である。以下，

実測図及び一覧表に記載する。

第1号道路跡（第237図）

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

第3号道路跡（第237図）

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子微量

旦＿18．4m

一帯
SFl

A
・二二114．8m

二二一こ亀辣
l　「．Ulll

旦15．2m

旦14．8m

・～＿＿一＿　　／

SF3

第23ア図　第1e　2e　3　04号道路跡実測図

第4号道路跡（第237図）

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

且142m一

‾ll＼l一一一L－1竜二一

2m

」　二二」　　　i

7　遺構外出土遺物（第238～243図）　　　　　　　　　　　　　　　r

今回の調査で，遺構に伴わない縄文時代から近世にかけての遺物が出土している。ここでは，これらの出土

遺物のうち特徴的なものについて掲載する。
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遺構外出土遺物観察表

J－k．－

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

347 土　 師　 器 椀 13．7 6．7 － 長石 ・石英 橙 普通 口緑部ナデ，内・外面へラ削り SK 74覆土中 60％，P L 39

3 60 土　 師　 器 高　　　 杯 － （10．5） 13．6 長石 ・石英 橙 普通 脚部外面磨き SK 132覆土中 50％

36 4 陶　　　 器 大　　　 瓶 3．3 （9．9） － 緻密 灰黄 良好 灰紺青軸流し掛け SD lO覆土中 30％，瀬戸・美濃系

384 土師質土器 皿 ［12月］ （3．6） － 砂粒 にぷい橙 普通 日経部横ナデ，体部内・外面ナデ SD 43穫土中 5％．墨付着

498 縄 文 土 器 蓋 ［14．5］ 4．7 － 雲母 ・長石 橙 普通 平坦層状の把手を有する 遺構確認面 40％，縄文後期
PL 39

499 土　 師　 器 杯 ［4．8］ 4．0 3．6 砂粒 黒褐 普通 体部内・外面パケ目調整 遺構確認面 50％

500 須　 恵　 器 土不 ［14．5］ 4．1 ［8．2］ 石英 浅黄 普通 休部下端回転へラ削り SI2 1覆土中 20％，外面刻書「×カ」

50 1 土　 師　 等 高 台 付 椀 － （2．4） 7．4 長石 橙 普通 高台粘り付け後，ロタロナデ 遺構確認面 10％

5 02 土　 師　 器 高 台 付 椀 － （2．4） ［7．2］ 砂粒 橙 普通 高台貼り付け後，ロタロナデ 遺構確認面 15％

5 03 土　 師　 器 手 捏 土 器 7．2 3．4 3．5 砂粒 にぷい橙 普通 体部朴外面へラナデ・給積み痕 SD 3覆土中 85％

5 04 土　 師　 器 手 捏 土 器 9．6 4．3 5．6 雲母 ・長石 にぷい橙 普通 体部内・外面へラナデ・給横み痕 遺構確認面 10 0％，P L 39

50 5 土　 師　 器 装 飾 器 台 － （3．6） － 砂粒 にぷい黄橙 良好 器受部内・外面へラ磨き 遺構確認面 10％

506 土　 師　 器 柑 11．0 12．1 2．1 長石 ・砂粒 にぷい橙 良好 体部内・外面磨き 遺構確認面 100％，P L 39

507 須　 恵　 器 坪 － （2．2） 8．4 砂粒 灰 普通 底部多方向のヘラ削り 遺構確認面 50％底部朱墨痕
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番号　 種 別 i 器 種 「璃 離 日 底径 ！ 戦 士 ！ 色 調
焼成 手法の特徴 出土位置 備考

508　須　 恵　 器 杯
巨 項　 9・9 雲母 戌 石 i 灰黄

普通 底部へラ削り SD 3覆土中 50乳舶用濱「下」

509　須　 恵　 器 蓋 …
（2・8）i 雲母補 色粒子．恒 －ブ誓

普通 つまみ接合徽ロクロナデ 遺構確認面 ′ 料 胸

510 陶　 器！ 椀
－

は 7）声 4 i 槻
オリーブ灰

良好恒 出し紬
遺構確認面 5％瀾戸・美濃糸

T P20　縄 文 土器 深　　　 鉢
巨 6・8）「 … 桓 石 ・赤色粒子

にぷい橙 普通 幅の広い沈線を横位に施文 SK 52覆土中 縄文早期中葉，PL40

TP21
縄 文土 器i深　 鉢 巨 6・3）「 つ 高 言 英 恒 い黄橙

普通 斜位と横位の沈線を交互に施文 遺構確認面 縄文早期中尉L40

TP22　縄 文土 器
深　 鉢i （抽 「 つ 長石 ・石英

にぷい黄橙
普通桓 広い測 施文

SI46覆土中 縄文早期，PL40

T P23
縄 文 土器i深　 鉢i

（6．8） － 長石 にぷい褐 普通 口唇部に爪形文調部に条痕文地文 遺構確認面 縄文早期後輩
T P24 i縄 文 土器 深　 鉢i

（5．4）
i 長石 v i 橙

普通 日録郊隆起線文調部に懸垂文帯 SK 76覆土中 縄文中期中葉ガL40
T P25 i縄 文 土器

深　　　 鉢 － （7．6） － 長石・石英 にぷい赤褐 普通 条線文施文 遺構確認面 縄文後期前葉，PL40
T P26 i縄 文土 器…

深　　　 鉢 － （4．6）
i 長石

浅黄橙 普通 沈線区画内に縄文充填 SK 161覆土中 縄文後期前葉，PL40

TP27
縄 文土 器i探　 鉢

－
白 ・彿 i　 長石・石英

黄橙 普通 沈線区画内に縄文充填 遺構確認面 縄文後期前葉乱40

T P28
縄 文土 器！深　 鉢i i （6・5）

－ 石英 にぷい黄橙
普通極れ肛 二棚 潤に腋 文

SI31覆土中 縄文後期中葉，PL40

望 望＿＿＿＿璧　 恵　 器 杯 … （1．4）
∈ま＿望4〕i雲母ザ 色粒子

にぷい黄橙
普通極部輔 へラ削り

SD3覆土中 底部へラ書き「けヵ」
PL40

番号 器　 種 I 長さ 醸 孔径 「 酎 胎　 土 ！ 色　 調 特　 徴 ［
出土位置　 ［　 備考

DP6 7 勾　　　 玉 2．8 0．9 0．3 3．0 長有 にぷい橙 ナデ SK 7覆土中 PL41

D P 70 勾　　　 玉 ［2．2］ 0．9 0．2 は ．0） 砂粒 赤褐 ナデ，赤彩 SD 3覆土中

司 器 種 ！長さ i 幅　 目 し径 恒 可　 胎 土 色 調 i　 特 徴
出土位置 備考

DP69「上　 玉i l・』 望 i o・バ　 4・中　 砂粒 橙　 巨面へラ削り，摘穿孔，擦楓
SD43覆土中

番号 器　 種 長 さ 幅 厚さ 重さ 材 牒 特　 徴 出土 位置 備 考

Q 147 硯 （13．7） 3 ．7 、 2．1 （2 17．0 ） 砂 岩 海部欠損 SD lO 覆土 中 近代 ヵ

Q 152 打 製 石 斧 1．1．8 5 ．1 3．0 1彿 9 砂岩 短冊形，器面全体に打撃調整 遺構確 認面 P L 41

Q 153 磨 製 石 斧 （9．2 ） 0．4 2．6 （2 11．0） 縁泥 岩 短冊私　 刃部欠損，‾　丁寧な研磨 S D 46 覆土 中 P L 41

Q 191 砥　　　 石 14，2 11．3 5．5 8 56 砂岩 砥面3 面，中央部は使用により薄い S D 3南 部覆土 中 P L4 2

Q 192 砥　　　 石 7．7 （6．3 ） 3．8 （20 8） 砂岩 片側欠損，紙面 2 軋 筋状の削痕有り S D 3南部 覆土 中

Q 193 石　　　 鉱 2．2 1．3 0 ．4 0．9 黒 曜有 無茎鼠 押庄剥離，基部のえぐりほ小さい
isI45 穫土 中

P L 4 1

tQ 194 石　　　 鍍 2 ．2 1．3 0．4 0．9 窯曜 石 無茎鑑 押庄剥離，基部のえぐりは小さい SI70覆 土中 P L 4 1

Q 195 右　　　 舷 （3．2 ） 1．2 0．4 主 用） チャート 舌部先端欠損，押庄剥経，鋸歯状側縁 SI77覆 土中 P L 41

Q 196 石　　　 鉱 3．3 2．6 0．5 3 ．3 黒 色安 山岩 無茎赦，押庄剥離，基部のえぐりは小さい 遺構確 認面 P L 41′

Q 19 7 石　　　 鉱 2．6 1．5 0．4 1．0 黒 曜石 無茎放，押庄剥乳 基部のえぐりは深い 遺 構確 認面 P L 41

番号 器　 種 径 厚さ 孔 径 重さ 材　 質 特　 徴 出土 位置 備 考

Q 154 双 孔 「リ板 2．8 0．4 0 ．1 4 ．1 滑 石 両面平乳　 斜方向の研磨，片側穿孔 遺 構確 認面 P L 40

Q 155 混 乱 円 板 3．2 0．4 0．3
［

7．0 滑 石 両面平軋　 斜方向の研磨，片側穿孔 遺構 確認 面 P L 40

Q 156 双 孔 円 板 （2．4 ） 0．3 0．2 （2．0 ） 滑石 片側欠損， 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3 南部 覆土 中 P L 40

Q 15 7 双 孔 円 板 2．4 0．4 0．2 2．1 滑石 両面平軋　 斜方向の研磨，片側穿孔 SD 3 南部 覆土中 P L 40

Q 158 双 孔 円 板 2．5 0．4 0．2 4．2 滑石 両面平坦，斜方向の研磨，片側穿孔 SD 3南 部覆 土中 PL 4 0

Q 159 双 孔 「リ板 2 ．3 0．3 0 ．2 （2 ．6） 滑石 ．一部欠損， 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3南 部覆土 中 P L 4 0

Q 160 双 孔 円 板 3．0

ヨ

0 ．3 0 ．2 5 ユ 滑 石 両面平坦， 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3南 部覆土 中 P L 40

Q 161 双 孔 円 板 2．7 0．4 0．2 3．0 滑 石 両面平坦， 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3 南部 覆土 中 P L 40

Q 162 双 孔 円 板 3．1 0．3 0．2 6．4 滑 石 両面平乳　 横方向の研磨，片側穿孔 S D 3 南部 覆土 中 P L 40

Q 163 双 孔 円 板 2．4 0．3 0．2 （2．9 ） 滑石 一部欠損，斜方向の研凰　 片側穿孔 SD 3 南部 覆土中 P L 40

Q 164 双 孔 円 板 2．5 0．4 0．2 （ 1．の 滑石 緑部欠損，斜方向の研磨，片側穿孔 SD 3南 部覆 土中 P L4 0

Q ユ65
［
双 孔 円 板 2 ．6 ′0 ．4 0 ．2 3．9 滑石 両面平坦， 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3南 部覆土 中 P L 4 0

Q 166 双 孔 円 板 2．5 0 ．4 0 ．2 4 ．5 滑石 両面iF 乳　 縦方向の研磨，片側穿孔 S D 3南 部覆土 中 P L 40

Q 167 双 孔 円 板 2．6 0．4 0．2 （2 ．9う 滑 石 i
片側欠損， 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3南部 覆土 中 P L 40
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番号 器　 種 径 厚さ 孔 径 重さ 材　 質 特　 徴 出土位 置 備考

Q 168 双 孔 円 板 2．6 0．4 0 ．2 4．1 滑石 両面平臥　 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3 南部 覆土 中 P L 4 0

Q 16 9 双 孔 円 板 2 ．3 0．3 0 ．2 2．8 滑石 両面乎軋 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3 南部 覆土 中 P L 4 0

Q 170 双 孔 円 板 2 ．5 0 ．4 0 ．2 4 ．4 滑石 両面平坦，縦方向の研磨，片側穿孔 S D 3 南部 覆土 中 P L 40

Q 17 1 双 孔 円 板 2．2 0 ．4 0．2 3 ．0 滑石 両面平礼 斜方向の研磨，片側穿孔 SD 3 南部 覆土 中 P L 40

Q 172 双 孔 円 板 2．2 0 ．4 0．2 3 ．1 滑石 両面平坦，斜方向の研磨，片側穿孔 SD 3南 部 覆土 中 P L 40

Q 173 双 孔 円 板 2．4 0．4 0．2 3．4 滑石 斜方向の研凰　 末貫通の孔 2 か所有り SD 3南 部覆 土中

Q 174 双 孔 円 板 2．2 0．3 0．2 （ 1．7） 滑石 両面平坦，片側欠損 SD 3南 部覆 土中 P IJ40

Q 175 双 孔 円 板 2．7 0．3 0．2 4．0 滑 石 両面平乳 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3南 部覆土 中 P L 40

Q 176 双 孔 円 板 3．2 0．3 0．2 4．9 滑 石 両面平軋 斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3南 部覆土 中 P L 40

番号 器　 種 長 さ 幅 孔 径 重さ 材　 質 特　 徴 出土位 置 備考

Q 177 剣 形模 造 品 4．3 1．7 0．1 3．7 滑石 両面平乳横方向の研磨，片側穿孔 S K 187 覆土 中 P L 41

Q 178 剣 形模 造 品 （2．7 ） 2 ．1 0．2 （5．4 ） 滑 石 剣先部欠損，片面に鏑有り，片側穿孔 S D 3南 部覆土 中 P L 41

Q 179 剣 形模 造品 4．5 1．7 0 ．2 4．4 滑 石 片面に鏑有り，斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3南 部覆土 中 P L 41

Q 180 剣 形模 造品 5．0 2．1 0 ．2 8．7 滑 石 片面に鏑有り，裏面は縦方向の研磨 S D 3南 部覆土 中 P L 41

Q 181 剣 形模造 品 5．6 1．6 0．2 6．8 滑 石 片面に鏑有り，斜方向の研磨，片側穿孔 S D 3南部 覆土 中 P L 4 1

Q 182 剣形 模造 品 （2．6） 2．1 0．1 （ 3．1） 滑石 剣先部欠損，縞有り，片側穿孔 S D 3 南部 覆土 中 P L 4 1

Q 18 3 剣形 模造 品 3 ．8 1．7 0．1 3．3 滑石 片面に鏑有り，裏面は縦方向の研磨 S D 3 南部 覆土 中 P L 4 1

Q 18 4 剣形模 造 品 3 ．6 （1．5 ） 0．1 （3 ．6） 滑石 一部欠損，片面に鏑有り，裏面横方向の研磨 S D 3 南部 覆土 中 P L 4 1

Q 18 5 剣形模 造 品 5．5 1．9 0．2 8 ．5 滑石 片面に鏑有り，片側穿孔，側面斜方向の研磨 SD 3 南部覆 土 中 P L 4 1

Q 186 剣形模 造 品 5．1 2．7 0．3 13．6 滑石 片面に鏑有り，片側穿紅 各面斜方向の研磨 SD 3南 部覆 土中 P L 4 1

！
Q 187

！
剣 形模 造 品

I
（3．7 ）

】
1．8

l
0．2

i
（4．6）

i
滑石

基部のm一部欠損蘭有り，各面斜方向の研磨 ！ l
S D 3南 部覆 土中 P L 41

番号 器　 種 長さ 幅 厚 さ 重さ 材　 質 特　 徴 出土位置 備考

M 42 不　　　 明 3．1 （0．8 ） （0 ．4） （6．19） 鉄 先 端部 攣曲， 断面長 方形 S D 4覆 土中

M 43 不　　　 明 （3．3） 1．0 0 ．8 （4 ．28） 鉄 上端部に攣曲部を持つ，下端部欠損 S D 4覆 土中

M 44 銀　 鉱　 ヵ （4 ．5） （2．4 ） 0 ．4 （10 ．5） 鉄 鉄 身部 欠損， 断面長 方形 S D 21覆 土中

M 45 鎌 （12 ．1） 4．5 2．3 （5 1．3） 鉄 切 先攣 曲，切先 ・刃 部欠損 S D 2 1覆 土中 PL 4 2

M 51 刀　　　 子 （9．7） 1．8 0．6 （19 ．3） 鉄 片 関，切先 欠損 ，身厚 い 遺構 確認 面 P L 4 2

M 52 鎌 （11．5） （7 ．9） 1．4 （19．3 ） 鉄 切先 ・刃部 欠損 遺構 確認 面 P L 42

M 53 鎚 （9．1） 1．2 0．8 （52．6 ） 鉄 片側 部欠損 ，断面 長方 形 遺構 確認 面 P L 42

番号 銭　 名 径 孔 径 重 さ 初鋳年 特　 徴 出土位 置 備考

M 4 1 寛 永 通 宝 2．3 0．6 ， 2．4 16 36年 無背文 ，錆化 が激 しい SD 3 覆土 中

M 46 文 久 永 宝 2．6 0 ．7 2．4 186 3年 無 背文 ，錆化 が激 しい SD 21 覆土 中 P L4 2

M 54 天 聖 元 宝 2．5 0 ．6 3．1 102 3年 北 宋銭 ，無背 文，錆 化が 激 しい，両 面摩耗 遺構確 認面 P L4 2

M 55 憮 寧 元 宝 2．3 0 ．6 3．1 1068 年 北宋 銭， 無背 文，状 態良好 S D 3覆 土中 P L 4 2

M 56 元 祓 通 宝 2．4 0 ．7 2．5 1086 年 北宋 銭， 無背 文，摩 滅がが 激 しい 遺構 確 認面

M 57 永 楽 通 宝 2．4 0．6 2．6 1408 年 明銭 ，無 背文 ，腐植 が進 んでい る S D 3覆土 中 P L 42

M 58 永 楽 通 宝 2．4 0．6 （ 1．8） 1408 年 明銭 ，無背 文， 腐植 が進ん でい る S D 3 3覆 土中 P L 42

M 5 9 寛 永 通 宝 2 ．4 0．7 1．9 1636年 無背 文，摩 滅が 激 しい S D 3 覆土 中 P L 42

一一1－－－－－299－－…－1－





第4節　ま　と　め

はじめに

今回の調査で島名前野東遺跡から確認された遺構e遺物は，旧石器時代から中世にわたるものである。ここ

では，時代ごとに調査の結果をまとめとしたい。

1　旧石器時代

旧石器時代の遺物は，ナイフ形石器が3点出土しているが，いずれも出土地点は離れた単独な出土である。

また，ローム層の調査を行ったが，遺構は確認されていない。

2　縄文時代

縄文時代の遺構は，中期の住居跡2軒，陥し穴1基が確認されているが，いずれも出土遺物は極めて少ない。

当遺跡における縄文時代の集落は小規模なもので，地理的に見ても広がりがあるとは想定できない。また，陥

し穴については時期を明確にすることはできなかったが，当地域の狩猟場としてもある時期活用されたものと

考える。

3　古墳時代（第244◎245図）

当遺跡において，最も多くの遺構が確認された時期である。遺構の分布を見ると，標高の低い台地裾部に前

期の住居跡が分布し，台地部には中期から後期の住居跡が濃い密度で分布している。平成11年度に調査された

前野遺跡1）の集落変遷を見ても同様の分布であり，当遺跡と前野遺跡がひとつの集落であることが想定でき

る。

出土土器から推定できる各住居跡の時期は，前期10軒，中期23軒，後期20軒であり，前野遺跡で確認された

住居跡を加えると，前期20軒，中期27軒，後期21軒となる。しかし，同時期の住居跡が全て同時に存在してい

たとは考えられないが，当遺跡における古墳時代の集落構成の一端を窺うことができる。

I期（前期）

住居跡10軒が調査区東部の標高13．5～17mの緩斜面部に分布し，前野遺跡で確認された古墳時代前期の住居

跡と同集落と考えられる。住居跡は，炉及び貯蔵穴が付設されているものと付設されていないタイプが認めら

れる。中でも第35号住居跡では，出土例が極めて稀な土器埋設炉が確認され，注目される。また，調査区中央

部の標高約17mの地点に，方形周溝墓3基が確認されている。前期集落の範囲から見ると，緩斜面部の上位で

あり，方形周溝墓は住居と区分されていたことが想定される。方形周溝墓の時期については明確ではないが，

住居跡にも多少の時間差が認められることから，方形周溝墓についても時期差を考慮しておく必要がある。

Ⅱ期（中期）

住居跡23軒，土坑9基が調査区東部の標高13～19mの緩斜面部に分布している。前期の集落より広がりが見

られ，23軒中14軒が焼失住居である。各住居跡の中で，第88号住居跡は規模が最大で，初期的な竃が付設され，

中期における当集落の有力者層の居住が想定される。

出土遺物から見ると，この時期を前半。後半に区別でき，圧倒的に前半の住居跡数が多い。前半と考えられ

る住居跡では，柑e高杯など供献土器の出土が多く，出土土器の様相から谷田部漆遺跡と同時期に存在してい

た可能性が考えられる。後半の住居跡からは土師器類の出土に加えて白玉e剣形e双孔円板など石製模造品の
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出土が多く，模造品の出土住居跡はタ　より標高の高い緩斜面部の上段から台地上の平坦部に位置する住居跡か

ら出土している。また，中世の造成工事によって第3号溝跡南部の覆土中に流れ込んだ多量の双孔円板や剣形

模造品なども含み，当遺跡の中期における集落の中で屋内祭祀の状況の一端を窺うことができる。出土した白

玉について見ると，その形状は算盤玉状。太鼓状。円筒状に分類でき，剣形模造品は，形状的に鏑を持つタイ

プ，両面研磨，断面形が台形状・両面とも平坦なタイプに分類することができ，多少の時期差とともに製作工

人の違いも想定されるが，祭祀の内容については明確ではない。

Ⅲ期（後期）

住居跡20軒，土坑1基が調査区中央部から西部の標高17～19mの台地上の平坦都城に分布し，前・中期より

も上段部に集落が構成されている。住居跡の中では，第54号住居跡の親横が最大で，位置的に標高の最も高い

地区に位置している。中期同様後期における集落の有力者層が居住していた可能性が想定される。また，小

玉・丸玉・勾玉等が上段部に位置する住居跡から出土しており，後期集落の中心部は，今回調査された台地部

から更に西側に広がるものと想定される。

4　奈良時代（第244図）

住居跡16軒，掘立柱建物跡6棟，溝跡1条，土坑6基が標高12．5～19mの緩斜面部から台地部の広い範囲に

分布している。最大規模の第47号住居跡を中心として集落が構成されていたと想定され，西側には区画溝跡や

掘立柱建物跡が検出されている。出土土器は須恵器類が主であり，転用硯や墨書の朱書土器も出土している。

また，鉄鉢形土器や「手札も寺」（手札＝てらカ）と墨書された須恵器杯が出土し，「8e　9世紀の首長の居住

空間のすぐそばには自己の寺院を建立した。」2）と広瀬和雄氏による指摘のように，集落内に寺院の存在も想

定される。また，住居跡の数やその分布などは，律令期における戸主を中心とした最小単位の集落の様相を表

していると考えられ，8世紀中頃に突然出現して，8世紀末には消滅とする状況は，藤井一二氏のいう「計画

村落」3）に該当すると考えられる。また，第64号土坑から「新田」と墨書された須恵器杯が出土し，前述の想定

を追認できる。また，地理的にも熊の山との密接な関係があったことは疑いなく，熊の山遺跡内に郷を管理す

る施設があり，前野東や前野の集落がその下部に属する戸レベルの単位集団として周辺に分布する「島名郷」の

様相が窺える。

5　中　世（第246◎247園）

西・東2か所の方形館跡，及び地下式墳2基などが確認された。東館跡は調査区中央部の標高16～17mの緩

斜面部に位置し，西館跡は東館西の台地部に位置し，いずれも低地を見下ろすことができる。確認された函館

跡の第3号溝跡は，一辺が114mで方形に巡ると想定されている。堀底部は，北東部と南西部がやや深く掘り

込まれ，水抜きの施設の存在が想定される。西館跡の廃絶時期は，第3号溝跡の覆土中層から出土した龍泉窯

青磁片と常滑片などから13世紀後菓～14世紀前葉とされる。この方形区画内には，中央部に掘立柱建物跡が確

認されている。これらの建物跡は，規模や構造から館跡に伴うものと考えられるが，第12・13号掘立柱建物跡

は建物の間隔が狭く，同時期に存在したとは考えられない。また，西館跡の全容については，東側半分の調査

のため不明確な点が多く，今後西側部の調査が実施されれば，その全容が明らかになると思われる。出土遺物

は，大小2種類のかわらけがほとんどで，その出土総重量25．8kgの内22．4kgが東溝に位置する第1号土橋跡の

北側覆土中～下層の出土であり，その出土状況は一括投棄された様相を示している。出土したかわらけの形状

を分類すると，覆土中～下層で出土したかわらけ大（口径12．6～13．2cm）は，外面に稜を有し，横ナデが二段
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第1号土橋北側覆土中～下層出土

第1号土橋北側低面出土

l「「二二

第2号土橋覆土下層～底面出土

覆土中層出土

第246図　方形区画溝出土のかわらけ
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認められる。底部のナデ。内面の横ナデの調整も施されている。かわらけ小（口径7．4～8．2cm）は，内争外面

が横ナデされ，体部にくびれを持つものともたないものの二種が認められる。これに対して，第1号土橋跡の

北側底面や第2号土橋跡下層～底面で出土したかわらけ太（口径12．0～12．9cm）は，手法的には類似している

が口径がやや小さいく，横ナデも一段である。また，かわらけ小（口径7．3～8．2cm）は，ナデは認められるが，

体部にくびれをもつ形状のものは出土していない。以上のことから，覆土中～下層出土のかわらけと，覆土下

層～底面のかわらけには僅かではあるが相違点が確認でき，かわらけに多少の時期差が認められる。

島名地区においては，中世の文献資料等があまり知らされていないため，当時の前野東及びその周辺部の支

配者層については不明な点が多いが，この時期に谷田部地区で最も古いとされる吉祥山妙徳寺が開山（1297年）

していることは，方形館跡の成立と無関係ではないと考えられる。そのことは，荒川正夫氏が喝するように

「13世紀中葉～14世紀前葉には周囲を堀で区画し，古代以来の血縁的な性格を持った館から，地縁的性格の政

治的色合いを持つ館へと変貌し，在地領主たちは寺院を建立し，在地支配を行っている。」4）という指摘に合

致して興味深いが，今後の調査によってより深く解明すると思われる。

5　おわりに

当遺跡は，空白期があるものの古墳時代から中世まで東谷田川沿いの台地部に形成された集落跡であること

が判明し，注目すべき遺構は中世の方形館跡である。また，中世の考古学的資料が少ない茨城県内では，方形

館跡の堀からまとまって出土したかわらけは好資料であり，今後，茨城県内における中世かわらけの研究資料

として編年的位置付けや技術面での究明など残された課題は多いが，今後の調査研究によって徐々に解明され

るものと考えられる。最後に前野東遺跡をはじめとして調査された島名地区の各遺跡が相互に関連しながら当

地域をそれぞれに確立したことを認識するとともに，発掘調査や整理にかかわった関係者の方々に対し，文末

ではあるが感謝の意を表したい。
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然

土
師
器
，手

淫
土
器
ま

製
品
（勾

玉
，小

五
支
脚
）
6世

紀
後
葉
～
7世

紀
前
葉

11
D

5
il

N
－
37

0－
W

方　
形

5．77
×
5．74

32～
39

平
坦

全
周

4
2

－
竃

－
人
為

土
師
器
，刀

子
，敲

石
6世

紀
後
半

12
E

5
al

N
－
37

0－
W

不　
明

7．62
×（6．13）

5～
10

平
坦

［全
周
］

2
－

－
炉
3

－
自
然

土
師
器
，球

状
土
錘

，管
玉

5世
紀

前
半

13
C

5
j2

N
－
65

0－
E

不　
明

5．20
×絶

70）
19～

33
平
坦

［全
域
］

3
1

－
電

2
自
然

土
師
器
，支

脚
，鉄

淳
一

6世
紀

後
半

14
D

5
gO

N
－
25

0－
W

方　
形

4．88
×
4．74

10～
15

平
坦

［全
周
］

4
i
l

2
電

－
自
然

土
師
器

8世
紀

前
半

15
D

6
i3

N
－
58

0－
W

［長
方

形
］

［5．45］×（4．73）
5～

12
平
坦

一
部

5
－

－
炉

1
自
然

土
師

器
4世

紀
中
頃

16
C

5
C9

N
－
30－

E
［方　

形
］

［3．47］×
3．35

27～
32

平
坦

…一部
－

1
3

竃
－

自
然

土
師

器
，須

恵
器
，椀

状
鉄

棒
8世

紀
中
頃

17
D

5
b2

－
［長

方
形
］

（4．18）×
（2．25）

16
平
坦

一
部

1
－

…
…

－
自
然

土
師
器

（杯
・聾

），土
製
品

（羽
口
）

6軍
紀

18
E

6
d3

N
－
43

0－
W

［長
方

形
〕

4．82
×
（3．50）

13～
23

平
坦

一
部

2
－

…
竃

－
自
然

土
師
器

，不
明
鉄
製

品
6
世
埠

後
半

19
E

6
a7

N
－
14
。－
W

方　
形

3．24
×
2．97

5～
10

平
坦

全
周

2
1

－
盤騒乱

－
自
然

土
師
器

，須
恵

器
8
世
紀

中
頃

20
D

6
g7

N
－
25

0－
W

［長
方
形

］
6．47

×
は
57）

7～
29

平
坦

一
部

2
－

2
炉

－
自
然

土
師
器

，双
孔

円
板
，臼

玉
5
世
紀
後

半

21
D

6
j8

N
－
13

㌦
W

［長
方
形

〕
3．42

×
（1．88）

10～
17

平
坦

－
1

1
15

竃
－

自
然

土
師
器

，須
恵

器
8
世
紀

中
頃

22
E

6
a8

N
－
55

0－
W

［長
方
形

］
5．10

×
（2．84）

6～
8

平
坦

一
部

3
－

－
－

－
自
然

土
師
器

4
世
紀

中
頃

23
E

6
C7

－
［方　

形
］

［4．82］×
［4．52］

10
平
坦

一
部

4
－

－
炉
2

－
－

土
師
器
，餃

具
5
世
紀
前

半

24
D

6
e4

［N
－
70

0－
E
］

［円　
形

］
［5．18

×
4．81］

10
平
坦

－
－

1

－
炉
2

－
縄

文
土

器
片

縄
文
時
代

中
期

25
E

6
C6

－
不　

明
綾
．71）×

汀
90）

不
明

平
坦

不
明

［全
周
］

1

2

炉
不
明

土
師
器

土
師
器

4
～
5世

紀

26
D

6
b4

［N
－
560－

E
］

［楕
円
形
］

［4．79
×
4．34］

不
明

平
坦

4
炉

自
然

縄
文
時
代

中
期

27
D

4
eO

N
－
240－

W
［方　

形
］

3．90
×
（3．82）

28
平
坦

2
竃

－
自
然

6
世
紀
後

半

28
E

7
a2

N
－
106

0－
W

長
方
形

4．35
×
3．74

3～
21

平
坦

－
4

1
炉

2
－

自
然

土
師
器
，球

状
土
錘

4
世
紀
中

頃

29
D

7
h
2
［N

－
38やー

W
］

［長
方
形
］

（5．45）×
（3．50）

12～
34

平
坦

［全
周
］

1
1

－
1．

自
然

土
師
器
，須

恵
器

5世
紀
前

半

30
D

7
e
5
［N

－
18㌧

W
］

［長
方
形
］

（3．48）×
3．45

25
平
坦

－
－

－
炉

－
自
然

土
師
器
，須

恵
器

片
4世

紀
中

頃

31
D

7
d
4

N
－
380－

W
長

方
形

5．15
×
軋05

48～
60

平
坦

－
2

1
3

－
－

自
然

土
師
器
，球

状
土

錘
，餃

具
4世

紀
中

頃

32
D

7
e
6

N
一
軒
－
W

方　
形

23．2
×　

2．21
16～

38
平
坦

全
周

4
1

1
－

－
自
然

土
師
器

（杯
・聾

）
時

期
不
明

33
D

7
C7

N
－
20
0－

W
方　

形
3．92

×
3．85

－
平
坦

［全
周
］

1
－

2
炉

－
不
明

土
師
器

4世
紀
後
葉

以
前

3
4

D
7
C8

N
－
13
0－

W
方　

形
3．43

×
3．12

10～
17

平
坦

一
部

－
1

－
炉

1
自
然

土
師
器
，須

恵
器

片
4世

紀
後
葉
～
5世

紀
前
葉

3
5

D
7
f7

N
－
110－

W
方　

形
5．50

×
5．42

20～
55

平
坦

全
周

4
1

2
炉

2

竃

1
自
然

不
明

土
師
器

土
師
器
，須

恵
器

4世
紀
中

頃

3
6

D
7
j4

N
－
11ナー

W
［方　

形
］

［舶
0］

×4．61
3～

17
平
坦

－
4

－
－

1
5世

紀

3
7

D
7
b
6

N
－34

0－
W

［長
方

形
］

（2．85）×
5．02

3～
6

平
坦

［全
周
］

2
1

1
8世

紀

38
D

7
a7

N
－
14
0－

W
［長

方
形
］

（2．85）×
5．40

4
平
坦

［全
周
］

2
1

1
不
明

土
師
器
，須

恵
器

片
8世

紀

39
C

5
jO

N
－
9
0－
W

長
方

形
2．96

×
2．61

17～
46

平
坦

一
部

－
1

－
自
然

土
師
器
，須

恵
器
，鉄

鉱
，鉄

淳
8世

紀
後
半

4
1

D
8
d
6

N
－
28

0－
W

［方　
形
］

［4．18〕×
4．10

2
平
坦

一
部

4
1

4
竃

－
不
明

土
師
器
，須

恵
器
片

8世
紀

中
頃

42
D

8
e8

N
－
33

㌧
W

長
方

形
3．50

×
2．74

4～
21

平
坦

［全
周
］

全
周

－
1

3
竃

ー
】ミ
自
然

土
師
器
，須

恵
器
，砥

石
，手

鎌
，刀

子
8世

紀
後
半

44
D

7
eO

N
－
36

8－
E

［長
方

形
］

［5．36］×
4．90

8～
25

平
坦

3
－

1
－

ヨ
1

i［
自
然

土
師

器
4
世
紀

中
頃

45
D

8
C2

N
－
57

0－
W

方　
形

4．52
×
4．40

6～
16

平
坦

4
2

－
炉
2

E
1

i
自
然

土
師

器
4
世
紀

中
頃

46
D

8
b
3
N
－
1220－

W
方　

形
2．97

×
2．78

12～
27

平
坦

［全
周
］

－
1
‾

1
竃

」
自
然

土
師

器
，須

恵
器
，刀

子
8
世
紀

中
頃

47
D

7
cO

N
－
21

0－
W

［長
方

形
］

6．40
×
（4．51）

40～
50

平
坦

［全
周
］

3
3

6
盤目昆

」
人
為

土
師
器

片
，不

明
鉄

製
品

8
世
紀

後
半

ー
3
0
9
－



番
号 位置 工軸方向 平面形

規模
長軸 ×短軸

（m ）－

性高
（cm ）

床面 壁溝
内　 部　 施　 設

唇

主な出土遺物 備　　 考
（時期）主柱穴細 君 i炉欄 i貯猷

49 D 7 bO N⊥13 0－W ［長方形］ 5．90　X を5．40ラ 4～6 平坦 － 2 － 2 炉 1 人為 土師器，球状土錘，石製品（勾玉） 5世紀前半

51 B 3 d7 N －20 0－W ［長方形］ ∈5．2封　Xは3封 22～30 平坦 一部 2 － 1 － 2 自然 土師器片 5世紀前半

52 B 3 C8 酢4 ㌧W 長方形 6．70 ：×4．62 12～28 平坦 一部 6 － 2 竃1潜2 － 一部嫡 土師器腰恵器けラスコ瓶 ま製品伎卿・小玉）6世紀複葉～7世紀前葉

53 B 3 g7 N －15㌦W ［長方形］ 4．62　×汀84）4～16 凸川 － － － － － 1 人為 土師器 5世紀前半

54 B 3 d8 N∴18 0－W 方　 形 7．58　×7．54 32～36 平坦 …一部 2 1 3 竃 2 自然 土師器ま製品（支卿） 6世紀後半

56 B 3 i8 Ⅳ1 鮮∴W 方　 形 5．96　×5．94
I

22～56 平坦 全周 4 2 … 竃 1 自然 土師鼠須恵鼠土製品（支脚・小玉），臼玉 6世紀後半

57 B 4 g2 N －20 0－W ［長方形］；3・1 Xは強 40 平坦 〔全周〕－ － 1 － － 自然 土師器，須恵器，手鎌，刀子 8世紀中頃

60 C 3 bS N －44 0－W 方　 形 6．86　×6．82 12～20 平坦 － 1 1 － 炉 1 人為 土師器！主製品，臼玉，ガラス玉，手猟炭化米 5世紀後半

61 C 3 C9 N －48。－E 方　 形 3．53　×3．34 8～14 平坦 － 2 － － 炉 1 人為 土師器，臼玉 5世紀後半

63 C 3 cO N －42 8－W 方　 形 4．82　×4．75 26～38 平坦 － 2 1 － 炉 1 人為 土師器ま製品，不明鉄製品 5世紀前半

66 C 3 e8
iN l 守㌧W

［長方形］ 6．30　×汀50）42～46 平坦 － － － － － － 人為 土師器，炭化種子 6世紀後半

70 C 4 C5 N －88－W 方　 形 5．10　×5．05 58～72 平坦 全周 4 2 … 竃 1 自然 土師器，須恵器，土製品，釘，鉄，石突，鉄揮 8世紀中頃

71 C 3 g8 N 」が－W ［長方形］ 4．90　×（2．87）22～30 平坦 （全周）－ － － － 1 人為 土師器 5世紀前半

73 C 4 i2 N …20。－W 長方形 4．94　×3．85 38～42 平坦 全局 4 1 … 痩培鼠 － 人為 土師器，土製品－（勾玉） 6世紀後半

74 C 3 j9 N －3が⊥W 長方形 4．64　×4．10 8～14 平坦 － 4 1 － 炉 3 人為 土師器 5世紀前半

75 D 4 a 2 N －26の…W 方　 形 5．35　×5．14 18～30 平坦 － 5 1 3 炉 1 自然 土師器ま 製品，鉄浮 5世紀前半

77 D 4 d4 N －13 0－W 長方形 5．83　×5．28 32～44 平坦 全周 4 1 5 炉2 2 自然 土師器，球状土錘，双孔円板，臼玉，砥石 5世紀前半

78 D 4 a 7 N －13 0－W 方　 形 姐4　×4．40 40～50 平坦 全周 4 1 － 竃 1 自然 土師器，須恵器，不明土製鼠鉄棒 8世紀中頃

79 D 4 g6 N －00 方　 形 4．10　×3．90 20～24 平坦 一部 － － … 炉 1 人為 土師器，土製鋸 模造品浸卿欄 石，不明鉄製品 5世紀前半

81 E ∴lb l N －18。－W 方　 形 5．45　×5，32 8～20 平坦 全周 4 － － 竃 1 自然 土師器，剣形模造品，刀子 6世紀後半

82 E 4 d6 N －10 0－W 方　 形 5．95　×5．85 12～56 平坦 （全周） 4 1 2 竃 1 自然 土師器ト土製品淘玉・柏 受凱臼玉石製模造品混化米 6世紀後半

83 E 4 b8 N …40 0－W 方　 形 3．56　×、3．45 7～56 平坦 － 4 1 － 竃 － 自然 土師器，土製品（支卿），炭化米 6世紀後半

84 D 4 b 7 N －45 0－W ［長方形］ （3．15　×ほ．52） 56 平坦 …”一部 － … 竃 － 自然 土師器，土製品（支卿） 6世紀後半

85 D 4 e 7 N ∴18 0－W ［長方形］ 抱．73）×（2．63） 50 平坦 〔全周〕 －

1

竃2

1 自然 土師器，双孔円板 5世紀後半

86 D 4 f8 N …20 0－W ［長方形］ 4．94　×（2．75） 60 平坦 〔全周〕 2 － 自然 土師器，双孔円板，臼玉 6世紀後半

87 E 4 C3 N …21 0－W 方　 形 6．32　×6．28 18～30 平坦 〔全周〕 4 竃 1 自然 土師器ま 製品（小玉） 6世紀後半

88 E 4 a 5 N －25 0－W 長方形 7．82　×　7．20 4～12 平坦 一部 4 1 2 炉3 1 自然 土師器，臼玉，管玉，石製模造品 5世紀後半

表3　掘立柱建物跡－▲覧表

番

目号
位 置 桁 行 方 向

桁 ×梁

（問 う
規　 模 （m ）

面 積

軸の

桁 行 柱 間

（m ）

梁 行 柱 間

（m ）

柱　　　　　 穴　 （cm ）

出　 土　 遺　 物 備　　 考

細寺期 ）
構 造 柱 穴 平 面 形

長 径

（軸 ）

短 径

（軸 ）
深 さ

1 D 7 g 7 N －2 4㌧ W 3 7．3 2　×　 5．3 6 3 7．5 0 2．4 0 1．8 0 側 柱 1 2 隅丸長方形瀾円形70～12 8 55～99 3 2～78 土 師 器 片 ，須 恵 器 片 8世 紀 中 頃

2 D 7 e 5 N －3 0㌧ W 3 ×2 5．1 0　×　 4．4 8 2 2．8 0 1．8 0 2．1 0 側 柱 1 0 隅丸長方形儲柵 52～92 46～70 18～6 6 土師酎 嚢），須恵器 （軒 棄），鉄淳 8世 紀 中 頃

3 D 7 e 5 N －2 4 0－W 2 ×2 4．8 2　×　 3．9 4 1 8．9 9 2．4 0 1．8 0 総 柱 9 楕 円 形 50～82 4 0～62 15～6 4 土 師 器 片 ，須 恵 器 片 （聾 ） 8世 紀 中 頃

4 D 7 g 7 N －2 6 0－W 3 ×2 （5．70 ）×　 4．8 0 （2 7．3 6 ） 1．4 0 ・1．8 0 2．4 0 側 柱 1 0 楕 円 形 55～82 4 6～63 2 0～6 2 土 師 器 片 8世 紀 中 頃 以 前

r．’〇

i D 7 e 4
N －2 6㌧ W

－ 3．3 － 1．5 0 － 3 楕 円 形 40～62 3 4～58 2 4～4 0 土 師 器 片

6 D 7 e 5 N －2 7 0－W
－ 3 － 1．5 0 － 3 楕 円 形 42～50 3 6～46 2 0～3 0

7 D 5 b O N －8 0－E 2 ×2 5．10　×　 4．2 0 2 1．4 2 2．4 0 ，2．7 0 2ユ0 側 柱 7 円 形 20～38 2 0～32 2 2～4 0 常 滑 片 （片 口鉢 ） 15 世 紀 代

8 0 5 b O N －9 ㌧ E 5 ×3 7．8 0　×　 6．0 0 4 6．8 0 0 ，9 0 ～ 2．1 0 1，2 0 ・2．4 0 3 1 円形・楕 円形 20～44 2 0～36 1 5～7 5 か わらけ片，古銭 （開 元通 宝） 15 世 紀 以 前

9 C 3 e 9 N －7 9㌧ W 5 ×4 9．30　×　 6．3 0 5 8．5 9 0 ．9 0 ・2．1 0 0．9 0－ 1．8 0 3 5 円形・楕円形 27～70 2 4～60 1 2～5 7 か わ らけ 片 ，礫 （雲 母 片 岩 ）13世紀複葉～1姥 紀前葉
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番
号

位 置 桁行 方向
桁 ×梁

（間）
規　 模 （m ）

面積

（壷 ）

桁 行柱 間

（前 1

梁 行柱 間

（山1

柱　　　　　 穴　 （cm）
！ 出 土 遺 物

備　　 考

（時期 ）
構 造 柱 穴 こ　平面 形

長 径

（軸 ）

短径

（軸 ）
深 さ

10 C 4 g5 N －200－E （8．70）× （6．3 ）（54．8 1） 0．60～ 3．60 29 円形・楕円形 28～57 21～49 17～74 かわらけ片 ，炭 化材 13世紀後葉～1蛸 紀前葉

1 1 D 4 e7 N －75 0－E 3 ×1 （3．6 ）× （2．1 ）（7．56 ） 0．7 0～ 1．80 2．10 側柱 11 円形 20～50 17～45 5～20 かわらけ片 13世紀後莫～1唖 紀前葉

12 D 3 d9 N －12 0－E 10．20　×　 6．90 70．38 0．60 ～′2．70 37 円形・楕円形 22～60 21～57 11～99 かわらけ片，小礫 1錘 紀後葉～14世紀前葉

13 C 3 e9j N －700－W
－ （9．90）× （6．90） （68．3 ） 0．60 ～ 2．7 0 22

円形・楕円形

方形
25～72 25～65 14～60 かわらけ片 13世紀後葉～1纏 紀前葉

表4　方形周溝墓一覧表

番
。亨

位　 置 主軸方向 平面形
外　 径 （m ）

南北×東西

内　 径（m ）

南北×東西 周　 溝 壁面
深さ

（cm ）
主な出土遺物 備　　　 考

（時期）

1 C 5 i6 N －30 0－W 隅丸方形 7．80 ×7．60 6．80×6．50 ［全周］ 外傾 10～16 古墳時代前期

2 C 5 j4 N －11 0－W 隅丸方形 9．90×9．90 8．80×8．20 ［全周］ 外傾 20～24 古墳時代前期

3 D 5 b 6 N －30 0－W 隅丸方形 9．30×9．30 8．30 ×8．30 ［全周］ 外傾 24 石製品 （紡錘車） 古墳時代前期

衣〇　土坑一覧表
二まごr－

菅

／ノ
位　 置

長 径方 向

（長軸 方 向）
平 面 形

規　　　　　　 模
壁面 底 面 覆 土 主 な出土遺 物 備　　　 考

（時期 ）長径 （軸 ）×短径
（軸）　 （m ）

深 さ
（cm ）

1 D 5 j8 N －77 0 －E 楕　 円　 形 2．54　 ×　 2．4 0 67 外傾 平 坦 人為 土師器 （杯 ・高 杯・襲） 5世紀 前半

2 D 5 j8 N －16 0 －W ［長　 方　 形］ （1．53） ×　 0．8 5 50 垂 直 平 坦 人為 土 師器 （聾 ・高杯 ）

3 D 5 j8　r － － －　　　 ×　　　－ 50 外 傾 凹 凸 自然 土 師器 （高塚 ・婆 ）

5 D 5 e4 N －130 －W ［楕　 円　 形］ 1．71　 × （9．0 ） 13 横 斜 － 自然 土 師器 （杯 ・高杯 ・斐 ）

6 C 5 j3 N －140 －W 円　　　 形 0．71　 ×　 0．75 40 緩斜 皿状 自然 土 師器 （杯 ・嚢）

7 C 5 i4 N －770 －E 楕　 円　 形 1．45　 ×　 1．12 － － － 自然 土 師器 （嚢），土 製品 （勾玉 ）

8 D 5 b6 N －690 － E 不 整楕 円形 0．90　 ×　 0．66 2 0 緩斜 皿状 自然

9 D 5 b6 N －150 －W 楕　 円　 形 1．9 4　 ×　 1．24 20 緩斜 皿状 自然

10 D 5 j8 N －120 －W 円　　　 形 ．0．7 0　 ×　 0．67 45 外傾 皿状 自然 土師 器 （高年 ・嚢），須恵器 （嚢 ） 5世 紀前半

11 E 6 a4 N －15 0 －W 円　　　 形 2．23　 ×　 2．2 1 107 緩斜 凹凸 自然 土師器 （斐 ），須恵 器 （盤・蓋 ） 8世 紀中 頃

12 D 6 h 7 N －90 －W 楕　 円　 形 1．25　 ×　 1．15 33 嬢 斜 平 坦 自然

13 E 6 C6 N －17 0 －W 楕　 円　 形 1．0　　 ×　 0．9 45 緩 斜 皿 状 自然 土 師器 （嚢 ）

14 D 6 j7 N －00 円　　　 形 1．77　 ×　 1．74 12 外 傾 平坦 自然 土 師器 （高塚 ・嚢 ），須 恵器 （襲 ） 5世紀 前半

15 D 6 C7 N －130 －W 円　　　 形 1．34　 ×　 1．26 50 外 傾 平坦 自然 土 師器 （杯 ・聾 ），須恵 器 （杯 ），石

16 D 5 g8 N －150 －W ［隅 丸楕 円形］ 1．80　 × （0．64） 15 緩斜 平坦 人為 土 師器 （杯 ・婆），須 恵器 （嚢 ） 5世紀 後半

17 D 5 e7 N －200 －W 長　 方　 形 2．40　 ×　 2．04 2 6 外傾 皿状 人為 須恵 器 （杯 ・襲），鉄淳 8世紀後 半

18 E 5 e8 N －8 0－W ［円　　　 形］ 2．31　 × （2．22） 3 2 外傾 平坦 自然 土 師器 （柑 ・高杯 ・聾 ）

19 E 5 e8 N －14 0 －W ［長　 方　 形 ］ 2．53　 × ［1．62］ 2 5 横斜 平坦 自然 土師 器 （聾・柑 ）

20 E 5 d 7 N －3 0－W 円　　　 形 1．9 0　 ×　 1．8 6 35 垂直 平 坦 人為 土師器 （聾）

2 1 D 5 g 7 N －20 －W － 1．10　 × （0．6 7） 47 緩 斜 皿 状 自然 土師器 （慧 ・高 杯）

22 D 5 f3 N －300 －W 円　　　 形 1．50　 ×　 1．45 7 緩 斜 皿 状 自然 土 師器 （髪 ）ま 製品

23
D 5 。7 i N －540 －E

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
［楕　 円　 形］

l
［1．40］ ×　 1．18

l
21

l

外 傾
l
皿状 自然

i
土 師器 （斐 ・高杯 ）

l

24
E 6 C6 ！ N シー620 －E

楕　 円　 形 0．92　 ×　 0．64 16 外 傾 皿状 自然 炭 化材
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菅

号
位　 置

長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備　　　 考
（時期）長径（軸）×短径

（軸）　 （m ）
深さ
（cm ）

25 E 6 d 5 N －700－E 楕　 円　 形 0．41　 ×　 0．36 24 外傾 平坦 自然 土師器 （嚢・高杯）

26 D 6 f2 N －140－E 不整楕円形 2．80　 ×　 0．68 2 1 緩斜 平坦 自然 土師器 （嚢）

27 D 6 f3 ［N －750－W ］ ［楕　 円　 形］ （0．50） ×　 0．54 14 緩斜 平坦 自然

28 D 6 f3 不　 明 ［楕　 円　 形］ （1．21） ×　 0．92 7 緩斜 平坦 自然 土師器（整）

29 E 3 j9 N －90－E 楕　 円　 形 1．67　 ×　 0．91 28 外傾 平坦 自然

30 E 4 a9 N －420－E 円　　　 形 1．62　 ×　 1．52 3 1 外傾 平坦 自然 土師器（嚢・高杯）

34 E 3 b2 N －20－E 円　　　 形 1．20　 ×　 1．1も 27 外傾 平坦 人為 土師器（聾）

35 E 3 C4 N －790－W 楕　 円　 形 1．18　 ×　 0．96 20 緩斜 皿状 自然 土師器（襲）

37 E 3 e9 N －68 0－E 楕　 円　 形 1．29　 ×　 0．91 65 外傾 皿状 自然

38 E 3 e9 不　 明 ［円　　　 形］ 0．48　 × （0．30） 36 外傾 皿状 自然

40 E 6 e5 N －72 0－W 円　　　 形 1．86　 ×　 1．77 69 垂直 平坦 自然 土師器 （襲・高塚），須恵器 （襲）

41 E 6 e6 N －50 0－E 不整楕円形 2．00　 ×　 1．30 74 垂直 平坦 自然 土師器 （襲・縄文土器片）

42 D 7 C5 N －90 0 不　 定　 形 1．60　 ×　 0．68 13 緩斜 皿状 自然

49 D＿7C7 N －690－E 不整楕円形 0．99　 × （0．42） 23 外傾 平坦 自然

53 D 7 e4 N －460－W 長　 方　 形 1．29　 ×　 0．85 19 外傾 平坦 自然

54 D 7 e4 N －510－E ［円　　　 形］ 0．75　 × ［0．74］ 25 緩斜 皿状 自然

55 D 7 d7 N －240－W 長　 方　 形 1．30　 ×　 0．77 12 緩斜 平坦 自然 土師器 （嚢），須恵器 （蓋）

56 D 7 d8 N －80－W 楕　 円　 形 1．15　 ×　 0．46 8 外傾 平坦 自然

57 D 7 gO N －800－E 隅丸長方形 2．81　 ×　 1．89 45 外傾 平坦 自然 土師器 （嚢・高杯），須恵器 （聾・蓋） 5世紀前半

58 D 8 il N －770－E 円　　　 形 1．91　 ×　 1．86 10 外傾 平坦 自然

59 D 7 e8 N －660－E 楕　 円　 形 0．71　×　 0．64 51 緩斜 皿状 自然 土師器（嚢），須恵器 （杯）

60 D 7 h9 N －48。－W 不 整 円 形 2．35　 ×　 2．23 45 外傾 平坦 自然 土師器（高台杯・高杯・餐）

61 D 8 e7 N －00 円　　　 形 1．65　 ×　 1．62 26 垂直 平坦 自然

62 D 8 f8 N －870－E 円　　　 形 1．35　 ×　 1．29 29 緩斜 平坦 人為 土師器 （高杯・嚢） 5世紀前半

63 D 8 e3 N －00 円　　　 形 1．95　 ×　 1．85 30 外傾 平坦 自然 土師器 （台付襲・甑） 5世紀代

64 D 8 d l N －90－E 楕　 円　 形 1．41　 ×　 1．25 31 外傾 皿状 人為 土師器 （高林・聾），須恵器 （嚢・杯） 8世紀中頃

65 D 7 eO ［N －210－W ］ ［楕　 円　 形］ （1．72　 ×　 0．36） （29） 外傾 平坦 自然 土師器 （杯）

66 D 8 e4 N －40－E 楕　 円　 形 1．82　 ×　 1．62 3 0 緩斜 平坦 自然 土師器 （棄）

8世紀中頃

8世紀後半

67 D 8 e8 N －370－E 楕　 円　 形 1．61　 ×　 1．21 4 8 垂直 平坦 自然 土師器 （杯・高杯・嚢），須恵器 （杯）

土師器 （鉄鉢形土器片・婆），須恵器（杯）

68 D 8 e8 N －880－E 不整楕円形 1．08　 ×　 0．64 2 2 緩斜 皿状 自然

69 D 7 cO N －790－W 楕　 円　 形 2．15　 ×　 1．53 7 1 緩斜

緩斜

平坦 自然

70 D 7 cO N －680－W 不　 定　 形 1．10　 ×　 0．99 28 － 人為 土師器 （高杯・棄）

71 D 8 d6 N －250－W 楕　 円　 形 1．39　 ×　 0．95 28 平坦 自然 土師器 （高杯・襲），須恵器

72 D 8 d6 N －210－W 円　　　 形 1．21　×　 1．19 40 垂直 平坦 自然 土師器（襲），須恵器（杯）

73 D 8 e6 N －800－W 楕　 円　 形 0．97　×　 0．60 35 外傾 凹凸 人為 土師器（棄），須恵器（杯）

74 D 7 g 9 N －820－E 楕　 円　 形 3．12　 ×　 2．00 87 外傾 平坦 人為 土師器（椀・棄）

76 D 8 h 2 N －170－W ［楕　 円　 形］ 4．13　 × ［3．62］ 56 外傾 平坦 自然 土師器（襲），須恵器（杯・短頸壷）

77 D 8 h 2 N －50－W ［楕　 円　 形］ 3．15　 × （1．41） 53 外傾 平坦 自然 須恵器（聾）

79 D 7 i8 N －53 0－E 楕　 円　 形 0．82　 ×　 0．72 18 緩斜 平坦 自然 土師器 （聾）

80 D 7 h 8 N －46 0－E 楕　 円　 形 1．28　 ×　 1．02 38 外傾 平坦 自然 土師器 （嚢）

土師器 （高杯・聾），須恵器 （杯）

81 D 7 h 7 N －37 0－W 楕　 円　 形 0．67　 ×　 0．53 45 垂直 平坦 自然

82 D 7 h 7 N －55 0－W 楕　 円　 形 0．61　 ×　 0．50 4 0 垂直 平坦 自然

83 D 7 i7 N －160－E 楕　 円　 形 0．87　 ×　 0．70 6 6 外傾 平坦 自然

84 D 7 i7 N －720－E 不 整 円 形 0．48　 ×　 0．44 43 外傾 皿状 自然

85 D 7 g6 N －90－W 不　 定　 形 1．10　 ×　 0．88 63 外傾 皿状 自然

86 D 7 g6 N －150－W ［楕　 円　 形］ ［1．04］ ×　 0．92 64 外傾 平坦 自然
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番
号 位　 置

長径方向

（長軸方向） 平 面 形

規　　　　　　 模
i 壁面

底面 覆土 主な出土遺物 備　　　 考
（時期）長径（軸）×短径

（軸）　 （m ）
深さ
（cm ）

87 D 7 f5 N －00 円　　　 形 0．40　 ×　 0．37 3 0 垂直 平坦 自然 石鍍

88 D 7 b8 N －270－W 楕　 円　 形 0．76　 ×　 0．67 5 0 垂直 平坦 人為 土師器 （杯・高杯），炭化材 5世紀前半

89 C 5 jO N －800－E 不整楕円形 0．99　 ×　 0．81 46 不明 平坦 自然

90 C 5 jO N －580－E 不 整 円 形 1．07　 ×　 0．98 45 不明 平坦 自然

91 B 3 i8 ［N －32。－E ］ ［楕　 円　 形］ ［1．45　 ×　 1．14］ － － － 自然 土師器 （碧），須恵器（嚢）

92 C 3 b8 N －630－W 楕　 円　 形 1．03　 ×　 0．92 25 緩斜 皿状 自然 土師器（襲）

94 D 4 a2 N －250－W 楕　 円　 形 0．32　 ×　 0．24 （17） 平坦 不明 土師質土器（かわらけ） 中世

95 D 4 h7 N －20－W 不整楕円形 1．08　 ×　 0．94 60 外傾 皿状 自然

97 D 4 h 7 N －62 0－W 不整楕円形 0．84　 ×　 0．60 62 外傾 皿状 自然

98 D 4 a3 N －20 0－W 楕　 円　 形 0．62　 ×　 0．43 42 外傾 平坦 自然

100 D 4 g 7 N －88 0－W ［隅 丸 方 形］ （1．33） × （0．85） 54 外傾 平坦 自然 土師器（高林）

101 E 4 b l N －15 0－W 円　　　 形 1．44　 ×　 1．40 4 0 外傾 皿状 自然 土師質土器 （かわらけ） 中世

102 E 3 b O N －780－E 円　　　 形 1．67　 ×　 1．53 2 6 外傾 平坦 自然 土師器 （杯・棄）

103 D 4 f7 N －280－E 楕　 円　 形 0．42　 ×　 0．38 40 外傾 皿状 自然 土師器 （高杯・聾）

105 E 3 bO － － （1．38） × （0．48） 20 外傾 平坦 人為

110 E 4 al N －00 長　 方　 形 1．65　 ×　 1．18 16 外傾 平坦 自然

111 D 4 g7 N －420－W ［円　　　 形］ 1．25　× （1．20） 56 外傾 平坦 自然 土師質土器（かわらけ）

112 E 3 cO N －120－E ［楕　 円　 形］ 0．68　 × （0．60） 36 外傾 皿状 自然

115 C 3 h O N －230－E 楕　 円　 形 1．20　 ×　 1．02 12 外傾 平坦 自然 土師質土器（かわらけ） 中世

116 C 4 e6 N －73 0－W 隅丸長方形 4．06　 ×　 1．54 26 外傾 平坦 自然 土師質土器（かわらけ） 中世

117 C 4 d 6 N －77 0－W ［楕　 円　 形］ 1．45　 × （1．33） 34 外傾 平坦 自然 土師器（棄），須恵器 （嚢）

118 C 4 e5 N －84 0－W 不整長楕円形 2．47　 ×　 1．15 8 外傾 平坦 自然 土師器（杯・嚢）

120 C 3 cO N －OJ一 円　　　 形 0．88　 ×　 0．86 50 外傾 凹凸 自然

121 C 3 bO N －770－E 楕　 円　 形 0．88　 ×　 0．79 14 緩斜 皿状 自然 土師器 （杯・柑・嚢）

122 C 4 b l N －850－W 楕　 円　 形 1．15　 ×　 0．95 2 5 外傾 平坦 自然 ′

123 C 4 b l N －110－E 円　　　 形 1．64　 ×　 1．64 107 垂直 平坦 自然

124 E 3 C9 N －390－W 楕　 円　 形 0．71　 ×　 0．65 26 外傾 平坦 自然

土師器 （聾）

土師器（高杯・婆）

中世

125 E 3 cO N －320－W 楕　 円　 形 0．43　×　 0．38 3 1 外傾 皿状 自然

126 E 3 cO N －40－E 楕　 円　 形 0．45　 ×　 0．30 19 外傾 皿状 自然

127 E 3 cO N －90－W 不整楕円形 2．41　×　 2．11 ′55 穣斜 皿状 人為

128 D 3 i9 N －54 0－W 円　　　 形 1．89　 ×　 1．89 54 外傾 平坦 人為

129 D 3 h 9 N －73 0－W 円　　　 形 1．59　 ×　 1．56 45 外傾 平坦 自然

130 E 4 C2 N －63 0－W ［楕　 円　 形］ 1．67　 × （0．75） 45 緩斜 平坦 自然

131 E 4 C2 N －600－E 楕　 円　 形 1．07　 ×　 0．77 10 緩斜 皿状 自然

132 D 4 i7 N －30－E ［不整楕円形］ 2．01　 × （1．15） 23 外傾 凹凸 自然

133 D 4 g5 N －820－W 楕　 円　 形 1．71　 ×　 1．43 2 3 外傾 平坦 自然 土師器（嚢）

136 E 4 C4 N －880－W 楕　 円　 形 1．64　 ×　 1．06 4 5 外傾 平坦 自然 土師器（嚢），須恵器 （杯）

137 C 4 h4 N －50－W ［不整楕円形］ （2．04） ×　 1．10 24 外傾 平坦 人為 土師質土器 （かわらけ）

土師器 （嚢）土 師質土器（かわらけ）

l

i

140 C 4 il N －170－W ［円　　　 形］ 0．30　 × （0．22） 21 緩斜 皿状 自然

141 C 4 il N －720－W 不　 整　 形 4．45　 ×　 0．66 39 外傾 皿状 自然

1－42 C 3 h O N －69 0－W ［不整楕円形］ ［0．74］×　 0．61 3 1 外傾 段状 自然

143 C 3 h O N －35 0－W 楕　 円　 形 0．80　 ×　 0．28 28 垂直 皿状 自然

144 C 4 d l N －410－W 楕　 円　 形 1．21　 ×　 1．0 29 外傾 平坦 自然

145 C 3 aO N －00 円　　　 形 1．04　 ×　 1．00 20 外傾 平坦 自然

146 C 3 cO N －620－W ［円　　　 形］ 1．00　 × （0．60） 18 外傾 平坦 自然

l
14 7 C 3 fO N －200 －E 不整楕円形

0．92　 ×　 0．60 1
18

夕準 l
凹凸 自然

一一一一一一一313－1…ll－



番
号 位　 置

長径方向

（長軸方向） 平 面 形

規　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 主な出土遣物 備　　　 考

（時期）長径 （軸）×短径
（軸）　 （m ）

深さ
（cm ）

148 C 4 f7 N －430－W ［楕　 円　 形］ （2．18） ×　 1．38 24 外傾 平坦 人為 土師質土器（かわらけ） 中世

149 C 4 il N －130－W 不　 定　 形 0．86　 ×　 0．70 26 外傾 凹凸 自然 土師質土器（かわらけ）

152 B 3 h9 N －00 円　　　 形 0．82　 ×　 0．82 16 外傾 凹凸 自然

153 C 4 el N －700－E 円　　　 形 0．70　 ×　 0．64 18 外傾 平坦 人為 土師質土器（かわらけ） 中世

155 C 3 eO N －60 0－E 楕　 円　 形 0．98　 ×　 0．74 26 外傾 皿状 自然

156 C 3 eO N －50 0－W 円　　 彪 0．84　 ×　 0．80 24 外傾 凹凸 自然

157 C 4 fl N －26 0－W 楕　 円　 形 1．52　 ×　 0．86 14 外傾 平坦 自然 土師器 （婆）

158 C 4 fl N －23 0－W 楕　 円　 形 0．82　 ×　 0．72 40 外傾 皿状 自然

159 C 4 f2 N －350－W 楕　 円　 形 0．78　 ×　 0．40 14 外傾 平坦 自然

160 C 4 g 2 N －420－W 楕　 円　 形 1．06　 ×　 0．92 3 0 外傾 平坦 自然 土師質土器 （かわらけ） 中世

161 C 4 h 3 N －200－E ［楕　 円　 形］ （1．90） ×　 1．00 3 0 外傾 平坦 自然 土師器 （高士不・嚢）

168 C 4 b 2 N －240－W 楕　 円　 形 0．72　 ×　 0．66 18 外傾 平坦 自然

169 C 4 h3 N －340－E 楕　 円　 形 1．12　 ×　 1．00 3 5（52） 外傾 凹凸 自然

170 C 4 i2 N －210－W 不整楕円形 1．85　 ×　 1．29 13（17） 外傾 平凹 自然 土師器 （聾）

171 C 3 gO N －10－E 不整楕円形 1．22　 ×　 1．02 5 外傾 平坦 自然 土師器（整）

172 D 4 h3 N －90－E 楕　 円　 形 2．55　 ×　 1．46 40 （57） 外傾 平凹 自然 土師器（聾）

173 C 3 gO N －670－E 不整楕円形 2．42　 ×　 0．87 11 緩斜 平坦 人為 土師器（嚢）

174 C 3 gO N －52 0－E 楕　 円　 形 1．22　 ×　 0．90 20 外傾 平坦 人為 土師器 （聾）

175 E 4 b 4 N －77 0－W 長　 方　 形 2．57　 ×　 1．19 65 垂直 平坦 自然 土師質土器 （かわらけ）

176 E 4 C3 N －42 0－E 方　　　 形 1．34　 ×　 1．32 3 6 緩斜 血状 自然

178 B 4 h 6 N －100－W 不　 定　 形 1．96　 × （1．12） 16（25） 外傾 平凹 自然

180 C 4 j6 N －140－W 円　　　 形 0．99　 ×　 0．95 4 緩斜 平坦 自然

181 D 4 a5 N －680－W 楕　 円　 形 1．08　 ×　 0．92 3 緩斜 平坦 自然

183 D 4 a5 N －610－E 円　　　 形 0．80　 ×　 0．76 7 緩斜 平坦 自然

184 D 4 j5 N －610－W 長 楕 円 形 2．51　×　 0．75 102 緩斜 凹凸 自然 土師器 （杯・聾・高杯）

186 D 4 C4 N －240－E 円　　　 形 2．54　 ×　 2．45 60 外傾 平坦 自然

187 D 4 j4 N －900 楕　 円　 形 1．15　 ×　 0．91 56 垂直 平坦 自然 土師器（聾） 縄文中期

188 D 4 j4 N －86 0－E 円　　　 形 0．77　 ×　 0．74 43 外傾 皿状 自然 土師器（聾・高杯）

189 B 4 e4 N －28 0－E 不整楕円形 1．91　×　 1．45 10 4 垂直 平坦 自然

190

】

B 3 d 7

】

N －38 0－W 楕　 円　 形

】

1．10　 ×　 0 ．95 35 （56 ）

l

外 傾

1

凹 凸 自然

】

土師器 （嚢・柑 ）

l

192 B 3 d 8 N －150 … E 楕　 円　 形 1．25　 ×　 1．05 31 外傾 平坦 自然 土師器 （整）

193 B 3 e 9 N －150 －W 楕　 円　 形 2．0　　 ×　 0 ．81 25 外傾 平坦 人為 土師器 （高杯 ・襲）

194 C 4 i3 N －350 －W 楕　 円　 形 2．8　　 ×　 2．2 102 外傾 平坦 自然

195 C 4 e3 N －3 0－ E 楕　 円　 形 2．0　　 ×　 0 ．99 2 4 外傾 凹凸 自然 土師器 （杯 ・棄 ）

196 D 4 f2 N －8 40－ E 楕　 円　 形 1．5　　 ×　 1．39 20 緩斜 凹凸 自然 5世紀 前半

197 D 4 h3 N －3 60－ W 不整楕 円形 0．9 5　 ×　 0．80 19 外傾 平 坦 自然 土 師器 （嚢 ）

19 8 D 4 i3 N －50 － E 円　　　 形 2．19　 ×　 2．07 29 外傾 平 坦 人為 土 師器 （高杯 ・柑 ・嚢 ） 5世紀 前半

199 D 4 i2 N －48 0－ E 不整楕 円形 1．29　 ×　 1．1 1 10 外傾 平 坦 自然 土 師器 （磐 ）

200 D 4 i2 N －29 0－W 楕　 円　 形 1．09　 ×　 0．88 19 外 傾 平坦 人為 土 師器 （高杯 ・柑 ・窯 ）

20 1 D 4 il N －70 0－ E 楕　 円　 形 1．36　 ×　 1．17 29 外 傾 平坦 自然 土 師質土 器 （かわらけ）

202 D 3 iO N －14 0－W 楕　 円　 形 1．26　 ×　 0．70 19 外 傾 平坦 自然 土 師質土 器 （か わらけ），陶器

203 D 3 g O N －6 10 －W 不整楕 円形 1．65　 ×　 1．30 55 外 傾 平坦 自然 土師 器 （襲），土師 質土器 （かわらけ）

204 D 3 fO N －260 －W 不 整楕 円形 1．50　 ×　 1．29 10 外 傾 凹凸 自然 土師 質土器 （かわらけ）

205 D 4 fl N －750 －W 隅丸長方 形 2 ．56　 ×　 2．24 63 外傾 平坦 人為 土師 質土器 （かわらけ） 中世

206 D 4 fl N －310 －W ［楕　 円　 形］ 1．36　 × （0．98） 14 外傾 平坦 自然 土師質 土器 （かわらけ），古 銭

207 D 4 g l N －8 10－ E 楕　 円　 形 0．8 2　 ×　 0．74 16 緩斜 平坦 自然
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番
にコ号

位　 置
長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備　　　 考

（時期）長径 （軸）×一短径
（軸）　 （m ）

深さ
（cm ）

20 8 D 4 g l N －620－W 楕　 円　 形 2．05　 ×　 1．43 12 緩斜 平坦 人為 土師質土器（かわらけ）

209 D 4 h l N －140－E 長　 方　 形 1．07　 ×　 0．95 4 1 外傾 平坦 自然 土師器 （棄），土師質土器 （かわらけ）

210 D 4 hl N －810－W 楕　 円　 形 0．95　 ×　 0．74 43 外傾 平坦 自然 土師器 （嚢），土師質土器 （かわらけ）

211 D 4 h 2 N －87 0－W 楕　 円　 形 1．93　 ×　 1．33 25 外傾 平坦 人為

212 E 4 d 4 N －410－E 不整楕円形 1．55　 ×　 1．25 55 外傾 平坦 人為

213 D 4 h 2 N －850－W 長　 方　 形 1．11　×　 0．94 55 外傾 平坦 自然 土師器（杯・襲） 6世紀後半

214 D 4 i2 N －440－E 不　 整　 形 0．64　 ×　 0．54 51．5 外傾 平坦 自然 礫

215 E 4 C4 N －590－W 楕　 円　 形 1．40　 ×　 0．65 40 垂直 平坦 自然

216 E 4 d 5 N －110－W 不整楕円形 2．02　 ×　 1．48 15 外傾 平坦 人為

218 D 3 fO N －00 ［隅 丸 方 形］ （0．54） ×　く（0．50） 62 外傾 皿状 自然

219 E 4 b7 N －00 円　 形 0．90　 ×　 0．86 16 外傾 平坦 自然 土師器 （嚢），土師質土器（かわらけ）

220 E 4 b7 N －00 円　 形 1．04　 ×　 1．00 20 外傾 平坦 自然 土師器 （杯・襲）

221 E 4 b 7 N －410－W 楕　 円　 形 0．66　×　 0．54 22 外傾 平坦 自然

222 D 4 fO N －00 ［円　　　 形］ 6．6　　 × （6．4） 8 外傾 凹凸 自然

224 D 4 a 7 N －43 0－E 円　　　 形 0．48　 ×　 0．42 14 外傾 平坦 自然

225 D 4 b 7 N －320－E 円　　　 形 0．48　 ×　 0．42 12 外傾 平坦 自然

226 C 4 h 5 N －160－E 不整楕円形 1．80　 ×　 1．32 64 外傾 平坦 自然

227 B 4 j6 N －200－W 円　　　 形 1．00　 ×　 0．90 20 外傾 平坦 自然

228 D 8 d6 N －580－E 不　 定　 形 1．70　 ×　 0．82 16～42 外傾 皿状 人為 土師器（嚢），須恵器 （嚢） 8世紀後半

229 D 8 d6 N －510－W 円　　　 形 0．80　 ×　 0．80 2 0 外傾 平坦 自然 須恵器（短頸壷）

230 D 8 b2 N －180－W
l

隅 丸 方 形 0．65　 ×　 0．48 30 外傾 凹凸 自然

232 D 4 j6 N －62 0－E ［楕　 円　 形］ 3．12　 × （2．80） 70 外傾 平坦 人為

233 B 3 d8 N －18 0－W － 2．41　 × （1．07） 40 外傾 平坦 自然 土師器 （襲）

234 F 4 b7 N －55 0－W 楕　 円　 形 1．05　 ×　 0．92 9 媛斜 平坦 自然 土師器片

235 F 4 b 6 N －80－E 円　　　 形 0．75　 ×　 0．72 20 外傾 凹凸 自然

表6　地下式墳一覧表

番
号

位　 置 長径方向 平 面 形
規　　 模 （m ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備　　 考
（時期）長径 ×短径 深さ

1 D 4 e4 N －40－E
（竪）円形 1．2 1．44 漏斗 平坦 自・人

土師器 （杯 ・嚢），常滑 中世
（主）隅 ・長 2．1 ×1．6 1．6 垂直 平坦 自　 然

2 D 4 j6 N －1600－W
（堅）楕円 1．1 1．9 緩斜 平坦

自・人 土師器片，須恵器片 中世
（主）隅 ・長 2．7×2．2 2．1 垂直 平坦

表7　　井戸跡一覧表

番
口写

位　 置
長径方向

（長軸方向） 平面形
規　　　　　　　 模

立ち上がり面 底面 覆土 出土遺物 備　 考
（時期）長径（軸）×短径（軸）（m ） 深さ（cm ）

1 E 3b O N －600－W 楕円形 3．30 ×2．80 － 漏斗状 － 自然 土師器片・土師質土器片・常滑片 中世

2 C 4e3 N －890－W 楕円形 4．20 ×3．70 － 漏斗状 － 人為 土師器片・かわらけ・常滑片・硯 中世
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表8　溝跡一覧表

溝
番
。号

位　　 置 方　 向 形　 状

規　　　　　　　　 模　　 （m ）

壁面 底面 覆土 出土遺物
備　 考

（時期）確認長 上　 幅 下　 幅 深さ （cm ）

1 C 5 e9～C 6 f2 酋～東 S字状 （17．0） 0．3～0．52 0．08～0．4 20～　25 外傾 U 字状 自然 土師器片・須恵器・かわらけ 近世以降

2 C 5g3～ C 5g7 西～東 直線状 17．6 0．35～0．8 0．17～0．6 8～ 12 外傾 平　 坦 自然 土師器片・鉄浮 近世以降

3 B 3 e7～E 3C3 方形区画 － （203．3） 3．6～5．0 1．3 120～150 外傾 平　 坦 自然 土師器片・須恵器片・かわらけ・磁器片・瓦 中世

4 C 5 C7～D 6 e3 方形区画 － （78．7） 0．2～1．12 0．06～0．4 20～　66 外傾 平　 坦 人為 土師器臣須恵器片・かわらけ瀾器片・石製品 中世

5 E 4 a9－D 5j8 西～東 直線状 （39．0） 0．3－1．1 0．1 ～0．4 22～　26 外傾 平　 坦 自然 土師器針須恵器片・かわらけ瀾器片・鵜 片近世以降

6 D 5 g8－D 6 f7 西～東 直線状 （40．0） 0．5－2．2 0．3　－1．1 12－　43 外傾 平　 坦 自然 土師器片・かわらけ・陶器片・磁器片 近世以降

7 D 6f2－D 6 h2 北～南 直線状 9．7 0．45－0．65 0．21～0．48 2－　26 外傾 平　 坦 自然 土師器片・須恵器片・陶器片 近世以降

8 D 6f3～D 6 h2 北～南 直線状 10．0 0．5～0．72 0．2　～0．52 5～　31 外傾 平　 坦 自然 土師器片・かわらけ・鉄淳 近世以降

9 D 5f8～D 6f3 西～東 直線状 18．8 0．8～1．4 0．2　～0．9 10－ 12 外傾 皿　 状 自然 土師器片・須恵器片・かわらけ 近世以降

10 C 5g7～D 5j8 北～南 直線状 （53．2） 0．5～1．5 0．2　～0．5 22～　30 外傾 U 字状 自然 近世以降

11 D 6f5～E 6 b8 北～南 直線状 （28．0） 0．3－1．1 0．2　～0．6 15－　30 外傾 U 字状 自然 土師器片・古銭・鉄淳 近世以降

12 E 3 C6～E 3 dO 酋～東 直線状 （20．0） 0．24～0．84 0．1 ～0．16 8～　22 外傾 U 字状 自然 近世以降

13 E 3 d5－E 4 d4 西～東 直線状 （36．6） 0．3　～1．04 0．1 ～0．38 10～ 14 外傾 U 字状 自然 土師器片・かわらけ・陶器片 近世以降

14 E 3e7～E 4 i4 西～東 直線状 34．2 0．26～0．43 0．18～0．32 10～　25 外傾 U 字状 自然 土師器片・土師質土器片・縄文土器片 近世以降

15 E 4 hl～E 4j6 西～東 直線状 （21．0） 1．34～1．84 0．34～0．5 60～　96 外傾 平　 坦 自然 土師器片・土師質土器片・磁器片 近世以降

16 E 3C4～E 3 C2 北～南 直線状 （3．55） 1．2　～1．3 0．2　～0．5 50～ 1．2 外傾 平　 坦 自然 近世以降

17 E 3 d4～E 3f7 西～東 ．直線状 （ 9．0） 1．74～2．52 1．08ん1．6 、 52～　64　′外傾 平　 坦 自然 須恵器片 近世以降

20 E 6 bO～E 7 e2 北～南 直線状 13．6 0．8　～1．0 0．4　～0．5 30～　34 外傾 平　 坦 自然 須恵器片・陶器片・磁器片 近世以降

21 E 7 al～E 7e3

I

北～南 直線状 （20．5）

l

1．3　～2．0

I

0．4　～0．8 32－　35

［

外傾 皿　 状 自然 土師器片・須恵器片・陶器片・古銭 近世以降

22 D 7 h2 ～ E 7 C4 北 ～南 直線状 19．0 0．4　～0 ．8 0．2　～0．5 20～　 30 外傾 皿　 状 自然 土師 器片 ・須恵器 片 近世 以降

23 D 7 j4 － E 7 C4 北～ 南 直線状 9．5 0．4　～ 1．0 0．2　～0．5 28～　 52 外傾 平　 坦 自然 土師器 片 ・須恵器 片 近世 以降

24 D 7 i4～ E 7 a4 北～ 南 直線状 （ 7．0） 0．6　～0．7 0 ．4　～0．5 2 0～　 34 外傾 平　 坦 自然 近世以 降

25 D 7 e3－ E 7 a7 ヒ西～南 ‾ 直線状 （32．0） 0．9　～1．4 4 0．26 ～0．74 4 4～ 100 外傾 平　 坦 自然 土師器 片・須 恵器 片 8 世紀 中頃

26 D 7 f2～ D 7 f3 西～ 束 直線涙 （。4．1） 0 ．6　～0．8 0．4　～0．6

l

30 ～　 3 2 外傾 平　 坦 自然 近 世以 降

2 8 D 7 il～ E 7 C2 北 ～南 直 線状 （19．0 ） 0 ．4　～1．5 0．2　～0．6 10 ～ 12 外 傾 皿　 状 自然 土 師器片 近 世以 降

29 E 7 fl～ E 7 f3 東 ～酋 直 線状 （ 9．0 ） 1．0　～1．6 0．2　－0．4 40 ～　 84 外 傾 平　 坦 自然 土 師器片 ・須 恵器片 近 世以 降

30 E 7 b4～ E 7 f3 北 ～西 L 字状 14．0 1．1 ～ 1．8 0．5　～ 1．3 20 ～　 22 外 傾 皿　 状 自然 近 世以降

32 B 3 j8 ～ B 4 g2 南 ～東 L 字 状 2 6．0 0 ．34－ 1．04 0．1 ～ 0．44 20 ～　 40 外傾 U 字 状 自然 土 師器片 ・須恵 器片 ・古銭 近 世以降

33 B 3 j7 ～ C 4 a6 西 ～東 直線状 （3 7．2） 0．4　～ 1．5 0．2　～ 1．0 26～　 30 外傾 平　 坦 自然 土師 器片 ・かわらけ 近世 以降

34 B 4 j2 ～ C 4 a6 西～ 東 直線状 （18 ．0） 0．4　－0．9 0．2　～0．7 20－　 40 外傾 平　 坦 人為 土師器 片 近世 以降

35 C 3 C9～ D 4 a2 北一 束 L 字状 （4 1．0） 0．3　～0．9 0 ．1 ～0．7 16－　 44 外傾 U 字状 自然 土師器 片・か わらけ 近世 以降

36 D 3 d 8～ D 4 C8 南一 束 L 字状 （4 1．5） 0 ．5　～0．9 0 ．3　～0．5 62 －1．14 外傾 平　 坦 自然 土師器 片・かわらけ 近世 以降
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溝
番
。”う一

位　　 置 方　 向 形　 状

規　　　　　　　　　 模　　 （m ）
i 壁面

底面 覆土 出土遺物
備　 考

（時期）確認長 上　 幅 下　 幅 深さ （cm ）

42 E 3 d9～E 4 e6 西～東 直線状 （33．5） 0．4～1．0 0．14～0．5 10 外傾 平　 坦 自然 陶器片 中世

43 D 4 C8～D 4 i6 北～南 直線状 （27．5） 0．5～1．1 0．2　～0．3 64－100 外傾 U 字状 自然 土師器片・かわらけ

44 E 4 b 8－E 4 d 8 北～南 直線状 （9．0） 1．2～1．84 0．24－0．6 6 0～　80 外傾 平　 坦 自然 中世

46 C 3 d9～D 3 b 9 北～南 直線状 （33．3） 0．2～0．5 0．1 ～0．4 30～　34 外傾 U 字状 自然 土師器片 近世以降

表9　道路跡一覧表

番
。号

位　　 置 方　 向 形　 状
規　　　 模　　 （m ） 深さ

（cm ）
硬化面 覆　 土 出土遺物

備　 考

（時期）確認長 上　 幅 側　 溝

1 D 5 h2～D 5 h5 酋～東 直線状 （13．0） 0．9～1．4 － 10～34 平坦 自然 土師器片・須恵器片 近世以降

2 C 5 al～D 4 dO 北～南 直線状 （67．0） 0．2～1．3 － － 平坦 … 土師器片・古銭 近世以降

3 D 7i3－D 7fO 西一束 直線状 （35．0） 0．3～1．4 － 14～18 平坦 人為 土師器片・須恵器片・陶器片 近世以降

4 D 7iO～D 8 h3 西～東 直線状 （12．0） 0．3～1．1 － 14～24 平坦 人為 土師器片・須恵器片 近世以降
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調査終了状況（北部）
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第3号溝跡完掘状況（南部）

第1号土橋跡完掘状況



第9号掘立柱建物跡完掘状況

第12号掘立柱建物跡完掘状況



第2号住居跡遺物出土状況

第2号住居跡完掘状況

第2号住居跡竃遺物出土状況

第3号住居跡完掘状況

第4号住居跡完掘状況

第3号住居跡遺物出土状況

第5号住居跡完掘状況



第6号住居跡完掘状況 第6号住居跡竜完掘状況

第9号住居跡完掘状況

第10号住居跡遺物出土状況

第10号住居跡完掘状況

第11号住居跡完掘状況

第12号住居跡完掘状況 第13号住居跡完掘状況



第14号住居跡完掘状況 第15号住居跡遺物出土状況

第16号住居跡遺物出土状況 第18号住居跡完掘状況

第19号住居跡完掘状況 第20号住居跡完掘状況

第21・22号住居跡完掘状況 第22号住居跡遺物出土状況



第27号住居跡完掘状況 第28号住居跡完掘状況

第28号住居跡遺物出土状況

第31号住居跡完掘状況



第39号住居跡完掘状況

第44号住居跡完掘状況



第46号住居跡完掘状況

第51号住居跡完掘状況

第52号住居跡完掘状況



第56号住居跡完掘状況
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第66号住居跡遺物出土状況

第71号住居跡完掘状況

第73号住居跡遺物出土状況



第75号住居跡完掘状況

第77号住居跡遺物出土状況

第77号住居跡遺物出土状況

第79号住居跡完掘状況



第79号住居跡遺物出土状況

し、“

第82号住居跡遺物出土状況



第83号住居跡完掘状況

第83号住居跡竃遺物出土状況

第85・86号住居跡遺物出土状況 第86号住居跡竃完掘状況



第86号住居跡竜遺物出土状況

第87号住居跡竃遺物出土状況

第1・4号掘立柱建物跡完掘状況

第87号住居跡完掘状況



第1号土坑遺物出土状況

第11号土坑完掘状況

第17号土坑遺物出土状況

第10号土坑遺物出土状況

第62号土坑遺物出土状況



第63号土坑遺物出土状況 第64号土坑遺物出土状況

第76号土坑完掘状況

第98号土坑完掘状況

第88号土坑遺物出土状況

第122号土坑完掘状況

第128号土坑完掘状況 第129号土坑完掘状況



第1号地下式墳完掘状況

第4号溝跡完掘状況

第7・8号掘立柱建物跡完掘状況

第198号土坑遺物出土状況



第7号掘立柱建物跡遺物出土状況

第2号井戸跡完掘状況



第137号土坑遺物出土状況

第160号土坑遺物出土状況

柱穴群C完掘状況

第115号土坑遺物出土状況

柱穴群A完掘状況
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S11－4

第1～4・6・7・9・10号住居跡出土遺物

S19－36
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S111－49

第10～13・15・16・22・28号住居跡出土遺物
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第15・18・19・22・28・30・35・42・46・54号住居跡出土遺物
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S154－153

第47・52・54号住居跡出土遺物
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SI60－171

第52・54・57・60・61・63・66号住居跡出土遺物
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二二覇王1．
S170－197

S171－201

第51・63・70・71・73・74・77号住居跡出土遺物
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SI79－247・246

第74・75・77～79・81・83号住居跡出土遺物
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S177－237

第77・79・82・83・86・87号住居跡出土遺物
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Si79－261

第79・82・83・87号住居跡出土遺物

芋＿i‘．、一三毒一五

S187・313

S179－265
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S】8ト271

第79・81・83・85・86・88号住居跡，第17・88・94号土坑出土遺物
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第82・83・87号住居跡，第17号土坑出土遺物
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第83・86・87号住居跡，第10号掘立柱建物跡，第63・115・153号土坑，第3号溝跡出土遺物
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SK88－352

第3号溝跡，第88・228号土坑出土遺物
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SD25－376

第3号住居跡，第3・25号溝跡出土遺物

SD25－381
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S124－TP3

S112－DPll

S149－DP16

S15－DP2

S177－DP30

S179－DP33

SI49－DP15

Si77－DP31

SI5－DP3

SI79－DP34

第5・12・24・28・31・49・77・79号住居跡，第10号土坑，第3号溝跡出土遺物
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Sl10TDP8　　　　　　　Sl10－DP7　　Sl11－DPlO S160，DP39　　　　SI52－DP38

⑳－膚の砂
DP43　　45　　　49　　　50

⑳の◎
52　　　　53　　　55　　　56

S120－011

SI82
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DP40　41　　42　　44　　46　　47

⑳⑳⑲⑳⑳◎憾
48　　51　54　　57　　58　　59　　60

S182

S149－Q14

第5・10・11・20・35・42・49・52・60・79・82号住居跡，第9号掘立柱建物跡，第3号方形周溝墓出土遺物
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SI61－Q62

第20・56・60・61・62・77・82・85・86・88号住居跡，第3号溝跡出土遺物
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Si42－M16

螢
SI12－Q4

S188－Q139

S188－Q103

第2・4・11・12・16・31・42・82・88号住居跡，旧石器，第2号井戸跡出土遺物
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SI46－M18 S157－M21

S139－M15

S160－N1．2

S114－M13

蓮　さ
SD32－M47
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Si82－N5

SD32－M48

SD32－M49

第14・39・46・57・60・82号住居跡，第32号溝跡，第8号堀立柱建物跡，遺構外出土遺物
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遺構外出土遺物

遺構外
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DP67

遺構外出土遺物

Q190

遺構外
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遺構外出土遺物

遺構外

遺構外
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